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水
源
地
の
記
文

　
こ
こ
に
利
根
川
水
源
地
と
い
う
の
は
、
大
略
西
は
宝
川
笠
ヶ
岳
の
支
脈
と
、

東
は
武
尊





山
の
支
脈
と
に
依
り
て
限
ら
れ
た
利
根
川
上
流
の
地
域
を
指
し
た
も

の
で
あ
る
。
此



地
方
の
山
は
割
合
に
高
度
が
低
い
の
で
、
谷
は
深
く
木
立
は
繁

っ
て
い
る
に
も
拘





ら
ず
、
人
目
を
惹
く
こ
と
が
少
な
い
許



り
か
、
反





て
夫



が
為

に
人
を
遠
ざ
か
ら
し
め
る
傾




が

な
い
で
も
な
い
。
私
の
知
っ
て
い
る
限
り
で
は
、

古
来
此
地
方
に
関
す
る
記
行
文
と
し
て
は
、
僅





に
『
上
野
藤
原
温
泉
記
行
』
と

「
利
根
水
源
探
検
紀
行
」
と
の
二
編
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
を
見
て
も
、
探

訪
の
人
が
稀
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
中



前
者
は
天
保
十
三
年

に
宝
川
温
泉
へ
湯
治
に
行
っ
た
時
の
記
行
で
あ
っ
て
、
著
者
は
不
明
で
あ
る
が
、

文
中
に
「
か
の
処
は
上
の
し
ろ
し
め
す
土
地
な
れ
ば
」
と
あ
る
の
で
、
当
時
此

地
の
領
主
で
あ
っ
た
沼
田
の
土
岐
家
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
弥

生
の
十
八
日
（
高
頭
君
編
著
の
太
陽
暦
年
表
に
拠

れ
ば
陽
暦
四
月
二
十
八
日
）

に
江
戸
を
出
発
し
て
其
日
は
桶
川
泊
。
十
九
日
は
境
（
伊
勢
崎
の
東
南
一
里
半

）
、
二
十
日
は
赤
城
山
西
麓
の
溝
呂
木
に
泊
っ
て
、
二
十
一
日
の
昼
頃
に
森
下

に
着
い
た
。
然



る
に
片
品
川
が
雪
し
ろ
水
で
渡
船
が
出
な
い
。
止
む
な
く
其



日

は
森
下
に
逗
留
し
、
二
十
二
日
森
下
か
ら
二
里
半
許







上
流
の
生
越
の
先
で
川
が

二
岐
し
て
い
る
所
に
架
し
た
橋
を
渡
っ
て
沼
田
に
入
り
、
荷
物
の
着
く
迄
滞
在
。

二
十
六
日
沼
田
を
出
立
、
高
日
向
に
て
銚
子
橋
を
渡
り
、
利
根
川
の
右
岸
に
沿

う
て
沼
原
大
穴
の
二
村
を
過
ぎ
、
湯
檜
曾
橋
を
渡
り
、
夜
後
橋
に
て
利
根
の
左

岸
に
移
り
、
西
橋
に
て
再
び
右
岸
に
出
で
、
山
路
の
残
雪
を
蹈
ん
で
、
其
日
の

夕
暮
終





に
宝
川
温
泉
に
到
着
し
た
。
「
沼
田
よ
り
遠
く
雪
の
み
へ
し
山
も
次
第

に
近
く
な
り
、
つ
ひ
に
雪
の
消
残
る
山
の
ふ
も
と
を
よ
ぢ
い
る
也
」
な
ど
、
昔

の
人
の
山
に
入
る
心
持
が
よ
く
顕





れ
て
い
る
。
道
中
は
す
べ
て
駕
籠
に
乗
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
此

処

に
一
ヶ
月
ほ
ど
滞
在
し
て
、
其
間
に
見
聞
し
た
こ
と
や
地

方
の
有
様
な
ど
を
筆
に
任
せ
て
書
き
付
け
て
あ
る
が
、
参
考
と
す
可

き
有
益
の

資
料
に
乏
し
く
な
い
。
後
者
は
明
治
二
十
七
年
九
月
に
群
馬
県
師
範
学
校
教
諭

渡
辺
千
吉
郎
氏
が
利
根
川
水
源
の
探
検
を
企
て
、
一
行
十
数
名
と
共
に
二
十
一

日
湯
小
屋
を
出
発
し
て
大
芦
に
出
で
、
矢
倉
橋
を
渡
り
て
利
根
の
右
岸
を
遡
り
、

其
日
は
湯
の
花
附
近
の
河
原
に
野
営
。
二
十
二
日
西
仙
ノ
倉
沢
を
過
ぎ
て
利
根

の
左
岸
に
移
り
、
午
前
十
時
水
長







沢
の
合
流
点
に
達
し
、
利
根
川
の
本
流
を
左

に
見
て
、
其
儘






真
直






に
水
長
沢
に
沿
う
て
進
ん
だ
。
一
里
許
り
行
く
と
河
床
が

辿
れ
な
く
な
る
。
右
岸
の
山
腹
を
攀
じ
、
途
中
一
泊
し
て
二
十
三
日
に
井
戸
沢

山
脈
の
一
峰
に
登
る
こ
と
を
得
た
。
此
処
か
ら
初
め
て
利
根
川
が
幽
谷
の
間
に

白
練
を
布

け
る
が
如
く
流
れ
て
い
る
の
を
下
瞰
し
、
其
奥
に
大
利
根
岳
の
突
兀






天
に
朝
す
る
を
望
み
、
水
源
探
検
の
目
的
殆
ど
爰



に
終
れ
り
と
し
、
再
び
水
長

沢
に
下
り
て
之



を
遡
り
、
上
越
国
境
山
脈
を
踰

え
て
尾
瀬
に
出
る
こ
と
に
決
し
、

途
中
二
泊
し
て
所
謂






文
殊
岩
を
発
見
し
た
る
後
、
二
十
五
日
午
後
に
至
り
て
漸

く
尾
瀬
ヶ
原
に
達
し
、
夫
よ
り
戸
倉
に
出
で
、
二
十
九
日
沼
田
に
帰
着
し
た
当

時
の
実
況
を
詳
細
に
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
（
明
治
二
十
八
年
一
月
発
行
の

『
太
陽
』
第
一
巻
第
一
号
所
載
「
利
根
水
源
探
検
紀
行
」
参
照
）
。
こ
れ
も
有

益
な
資
料
で
あ
る
に
は
相
違
な
い
が
、
山
や
谷
の
名
称
も
模
様
も
極
め
て
纔





に

紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
読
過
一
番
思
っ
た
よ
り
得
る
所
が
少
な
い

の
は
是
非
も
な
い
。
そ
れ
と
い
う
の
も
人
夫
の
大
部
分
が
藤
原
の
者
で
な
く
、

且


好
案
内
者
を
伴
わ
な
か
っ
た
結
果
で
あ
る
。

　
私
が
此
地
方
に
始
め
て
足
を
蹈
入
れ
た
の
は
、
渡
辺
氏
の
一
行
に
追
蹤
し
て

尾
瀬
に
出
た
時
で
あ
る
が
、
今
に
し
て
其
当
時
を
回
想
す
る
も
何
一
つ
記
憶
に

存
し
て
い
る
も
の
が
無
い
。
岩
を
攀
じ
た
り
流





を
乱
し
た
り
す
る
こ
と
に
満
身

3



の
興
味
を
覚
え
て
、
人
の
導
く
が
儘
に
黙
々
と
し
て
足
を
運
ぶ
初
心
の
年
少
登

山
者
に
、
元
よ
り
何
等
観
察
眼
な
ど
あ
る
可

き
筈
も
な
か
っ
た
。

　
大
正
九
年
の
夏
に
な
っ
て
、
日
高
、
藤
島
の
二
君
と
利
根
の
奥
に
行
こ
う
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
話
が
纏
っ
た
。
藤
原
の
小
学
校
や
其
地
唯
一
の
旅
舎

で
あ
る
柳
淀
の
主
人
に
照
会
し
て
、
山
地
の
形
勢
、
登
路
の
有
無
、
人
夫
の
賃

金
其
他
を
問
合
せ
る
な
ど
、
一
人
で
骨
折
っ
て
呉

れ
た
日
高
君
が
、
愈




七

月
十

日
の
夜
に
出
発
し
よ
う
と
す
る
数
日
前
に
な
っ
て
、
急
に
都
合
が
悪
く
な
っ
て

同
行
を
断
ら
れ
た
の
は
遺
憾
で
あ
っ
た
が
、
兼



て
此
方
面
に
注
目
し
て
い
た
武

田
君
が
一
行
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
三
人
は
七
月
十
七
日
の
夜
行
列
車
で

上
野
駅
を
出
発
し
て
、
翌
十
八
日
高
崎
駅
に
下
車
し
、
夫
よ
り
電
車
の
便
を
借

り
て
沼
田
に
至
り
、
沼
田
か
ら
自
動
車
で
小
日
向
に
行
き
、
此
処
で
藤
原
へ
戻

る
馬
を
頼
ん
で
荷
物
だ
け
を
運
ば
せ
、
三
人
は
空
身
で
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
な
が
ら
、

其
日
の
午
後
六
時
と
い
う
に
打
上
の
柳
淀
に
着
い
た
。
尤
も
武
田
君
は
早
く
帰

京
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
情
が
あ
っ
た
の
で
、
私
達
は
最
初
に
至
仏
、
笠
品






及




武
尊
の
三
山
に
登
り
、
其
後
藤
島
君
と
私
と
は
利
根
の
奥
へ
出
発
す
る
こ
と
に

極

め
て
、
先
ず
至
仏
山
へ
登
る
目
的
で
十
九
日
に
湯
之
小
屋
へ
出
懸
け
た
。
然

る
に
案
内
を
頼
も
う
と
思
っ
た
湯
屋
の
主
人
の
強
慾
に
呆
れ
て
、
残
念
で
は
あ

っ
た
が
登
山
を
中
止
し
、
翌
二
十
日
柳
淀
に
帰
る
と
直



に
準
備
を
命
じ
、
藤
島

君
と
私
と
は
二
十
一
日
に
予
定
の
旅
に
上
り
、
武
田
君
は
宝
川
笠
ヶ
岳
に
登
っ

た
後
、
玉
原
越








を
経
て
帰
京
の
途
に
就
か
れ
た
。
私
達
は
初





の
考




と

は
多
少
計

画
を
変
え
て
、
利
根
川
水
源
地
の
登
山
の
第
一
歩
を
小
沢
岳
に
向
っ
て
投
ず
る

こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
二
十
三
日
の
午
前
十
時
過
に
漸
く
其
頂
上
に
攀
じ
登
る

こ
と
を
得
た
。
夫
か
ら
は
上
越
の
国
境
山
脈
を
辿
り
、
露
営
四
泊
に
し
て
二
十

七
日
午
後
三
時
大
白
沢
山
の
一
角
に
達
し
、
猫
又
川
を
下
り
て
貉





沢
か
ら
至
仏

山
に
上
り
、
ヘ
エ
ヅ
ル
沢
を
下
っ
て
二
十
九
日
に
柳
淀
に
帰
着
し
た
の
で
あ
る
。

　
上
述
の
よ
う
な
次
第
で
実
際
私
の
跋
渉
し
た
部
分
は
甚
だ
少
く
、
其
余
の
宝

川
笠
ヶ
岳
か
ら
小
沢
岳
に
至
る
上
越
国
境
山
脈
や
、
片
品
水
上
二
村
の
界
を
な

す
山
脈
及
こ
の
両
山
脈
か
ら
派
出
す
る
幾
多
の
支
山
脈
に
就
て
は
、
更
に
知
る

所
が
な
い
と
い
う
て
よ
い
の
で
あ
る
。
是
等





は
他
日
蹈
査
の
上
増
補
す
る
考
で

あ
る
が
、
其
中
の
若
干
は
地
誌
や
絵
図
の
類
に
拠
っ
て
、
其
梗
概
だ
け
で
も
述

べ
て
置
く
こ
と
に
し
た
。

水
源
と
文
殊
岩

　
利
根
川
の
名
は
早
く
既
に
『
万
葉
集
』
に
顕





れ
て
い
る
が
、
其



水
源
に
就
て

多
少
な
り
と
も
説
明
の
筆
を
下
し
て
い
る
も
の
は
、
恐
ら
く
『
義
経
記
』
が
最

初
で
は
あ
る
ま
い
か
。
『
義
経
記
』
の
著
者
は
不
明
で
あ
る
、
従
っ
て
著
作
の

年
代
も
知
る
こ
と
を
得
な
い
。
さ
れ
ど
大
略
足
利
時
代
の
初
期
の
作
で
あ
ろ
う

と
い
う
説
が
一
般
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

爰
に
坂
東
に
名
を
得
た
る
大
河
一
つ
あ
り
、
此
河
の
水
上
は
上
野
国
利
根
の
庄

藤
原
と
い
ふ
所
よ
り
落
ち
て
水
上
遠
し
、
末
に
下
り
て
在
五
中
将
の
隅
田
川
と

ぞ
名
付
け
た
る
。

　
利
根
川
が
ま
だ
東
京
湾
に
注
い
で
い
た
頃
で
、
其
時
は
荒
川
も
今
の
元
荒
川

の
水
路
を
流
れ
て
、
越
ヶ
谷
附
近
で
利
根
川
に
入
り
、
荒
川
の
現
水
路
は
入
間





川
の
河
身
で
あ
っ
た
か
ら
、
末
は
在
五
中
将
の
隅
田
川
と
い
う
た
の
で
あ
る
。

尭
恵
法
師
の
『
北
国
記
行
』
に
も
「
利
根
入
間
の
二
川
落
合
へ
る
所
に
か
の
古
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き
渡
り
あ
り
」
と
書
い
て
あ
る
。
是
等





の
記
事
は
利
根
川
流
域
の
変
遷
を
研
究

す
る
に
は
貴
重
な
る
材
料
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
其
水
源
に
関
し
て
は
、
藤
原
の

如
何
な
る
場
所
か
ら
発
源
し
て
い
る
か
、
一
向
に
知
る
こ
と
を
得
な
い
の
で
あ

る
。

　
徳
川
幕
府
の
中
世
以
後
に
な
る
と
、
利
根
川
は
利
根
郡
文
殊
岳
の
幽
谷
よ
り

発
す
と
か
、
又



は
藤
原
村
の
山
中
に
文
殊
岩
な
る
も
の
が
あ
っ
て
、
形
が
文
殊

菩
薩
に
似
て
い
る
。
其
乳
か
ら
滴
り
落
つ
る
水
が
利
根
川
の
源
で
あ
る
と
い
う

よ
う
な
記
事
が
諸
書
に
散
見
す
る
。
『
利
根
川
図
志
』
や
『
江
戸
名
所
図
会
』

な
ど
も
此



例
で
あ
る
。
其
等





の
中



の
ど
れ
が
利
根
川
の
水
源
と
文
殊
と
を
結
び

付
け
た
最
初
の
記
文
で
あ
る
か
、
精
し
く
調
べ
て
は
見
な
い
が
、
出
所
は
一
つ

で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
各
書
に
引
用
さ
れ
た
も
の
に
相
違
な
い
と
想
う
の
で
あ
る
。

藤
原
村
の
伝
説
に
拠

る
と
、
今
か
ら
百
四
、
五
十
年
前
に
利
根
川
を
遡
っ
て
、

文
殊
菩
薩
の
乳
頭
か
ら
滴
り
落
つ
る
水
が
利
根
川
の
水
源
を
な
し
、
附
近
は
光

明
※
灼
と
し
て
輝
い
て
い
る
の
を
見
た
者
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
安
永
三

年
の
自
序
あ
る
『
上
野
国
志
』
に
は
、
文
殊
の
こ
と
は
少
し
も
書
い
て
な
い
所

か
ら
推
す
と
此
伝
説
の
起
源
は
其
以
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
文
化
六
年
の
自
序

あ
る
富
岡
正
忠
の
『
上
野
名
跡
考
』
に
も
、
亦



文
殊
の
こ
と
は
載
せ
て
な
い
。

刀
禰
川
は
刀
寧
川
に
作
る
は
唐
文
字
に
よ
る
な
る
べ
し
利
根
郡
富
士
山
の
西
に

出
づ
、
始
は
わ
づ
か
に
此
辺
の
列
岳
雫
流
落
て
、
吾
妻
・
利
根
の
堺
目
を
く
だ

り
、
小
川
・
月
夜
野
に
至
て
、
又
藤
原
谷
の
澗
水
を
ま
じ
へ
、
云
々
。

　
赤
谷





川
を
以



て
利
根
の
本
流
に
擬
し
た
こ
と
は
、
何
と
も
合
点
の
行
か
ぬ
次

第
で
あ
る
が
、
利
根
の
水
源
が
其
当
時
未
だ
文
殊
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
力
強
い
傍
証
と
は
な
ろ
う
。

　
然



る
に
文
化
初
年
の
述
作
で
あ
る
『
武
蔵
演
路
』
の
利
根
川
の
条
に
は
「
或

抄
に
云
」
と
し
て
次
の
記
事
が
あ
る
。

か
つ
し
か
郡
の
中
に
大
川
有
、
太
井
川
と
云
ふ
、
川
の
西
を
葛
西
の
郡
と
い
ふ

也
。
案
る
に
利
根
川
也
。
此
川
上
は
筑
波
根
の
み
な
の
川
に
て
、
其
源
常
州
文

殊
ヶ
岳
よ
り
落
始
る
を
以
て
、
智
恵
利
根
の
意
に
て
利
根
川
と
名
付
。
太
井
川

と
は
大
河
な
る
ゆ
へ
な
る
べ
し
と
云
々
。

　
太
井





川
（
現
在
の
江
戸
川
）
と
利
根
川
と
を
混
同
し
、
且



利
根
の
川
上
は
筑

波
根





の
み
な
の
川
で
、
其
源
は
常

州








文
殊
ヶ
岳
よ
り
落

始







る
な
ど
、
ま
る

で
痴
人
か
狂
人
の
語
る
を
聞
く
に
似
た
記
事
で
あ
る
。
其
当
時
に
在
り
て
も
少

し
く
地
理
に
通
じ
て
い
る
人
の
耳
に
は
、
可
笑
し
く
響
い
た
に
相
違
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
残
念
な
事
に
は
「
唯
或
抄
」
と
の
み
あ
っ
て
、
書
名
が
記
載
し
て

な
い
の
み
な
ら
ず
、
其
年
代
を
も
知
る
こ
と
を
得
な
い
が
、
『
武
蔵
演
路
』
の

著
者
が
余
り
重
き
を
置
い
て
い
な
い
所
か
ら
推
し
て
、
勿
論
立
派
な
著
書
と
称

す
可

き
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
。
同
じ
文
化
初
年
の
作
で
あ
り
な
が
ら
、
一
は

文
殊
の
名
が
見
え
、
一
は
之



を
欠
い
て
い
る
こ
と
は
、
都
会
は
地
方
に
比
し
て

お
の
ず
か
ら
見
聞
の
範
囲
が
広
く
、
且
其
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
る
為
で
も
あ
ろ

う
が
、
一
面
に
は
又
其
説
が
生
れ
て
ま
だ
間
も
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
夫



は
兎

に
角



、
私
の
考




で

は
こ
れ
が
利
根
と
文
殊
と
を
結

付
け
た
最
初
の
も
の
で
は
な
い
か
と
想
う
。
そ
し
て
文
殊
ヶ
岳
か
ら
発
源
す
る

5



の
で
、
智
恵
利
根
の
意
か
ら
利
根
川
と
名
付
く
と
あ
る
け
れ
ど
も
、
利
根
川
は

古
く
か
ら
の
名
で
あ
っ
て
見
れ
ば
、
こ
れ
は
寧
ろ
本
末
を
顛
倒
し
た
も
の
で
、

利
根
即
智
恵
の
意
か
ら
、
利
根
川
の
源
を
文
殊
菩
薩
に
附
会
し
た
も
の
と
す
る

の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
斯

う
考
え
る
と
利
根
川
水
源
と
文
殊
と
の
関
係
は
、
頗

る
眉
に
唾
す
可
き
体
の
も
の
で
、
或
は
気
ま
ぐ
れ
な
坊
さ
ん
な
ど
の
戯
談
か
ら
、

前
記
の
伝
説
ま
で
も
生
じ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
利
根
水
源
探
検
紀
行
」

に
於
て
、
渡
辺
氏
は
所
謂






文
殊
岩
な
る
も
の
を
発
見
し
た
り
と
な
し
、

愈
遡
れ
ば
愈
奇
に
し
て
、
岩
皆
凡
な
ら
ず
、
右
側
の
危
峰
を
超
へ
て
俯
視
す
れ

ば
、
豈
図
ら
ん
や
渓
間
の
一
丘
上
、
文
殊
菩
薩
の
危
坐
せ
る
あ
り
。
百
二
十
年

以
前
に
見
た
る
所
の
人
あ
り
と
伝
ふ
所
の
文
殊
岩
は
即
ち
之
な
り
。
衆
皆
拍
手

喝
采
し
て
探
検
者
一
行
の
大
発
見
を
喜
ぶ
。
直
に
丘
下
に
到
り
て
仰
ぎ
見
れ
ば
、

丘
の
高
さ
百
尺
余
、
天
然
の
奇
岩
兀
と
し
て
其
頂
上
に
立
ち
、
一
見
人
工
を
加

へ
た
る
文
殊
菩
薩
に
髣
髴
せ
り
。
傍
に
一
大
古
松
あ
り
。
鬱
と
し
て
此
文
殊
岩

を
掩
へ
り
。
丘
を
攀
登
し
て
岩
下
に
近
づ
か
ん
と
す
る
も
嶮
崖
頗
る
甚
し
。
小

西
君
及
余
の
二
人
奮
発
一
番
衆
に
先
つ
て
上
る
、
他
の
者
次
で
到
る
。
岩
に
近

づ
け
ば
菩
薩
の
乳
頭
と
覚
し
き
所
に
一
穴
あ
り
。
頭
上
に
も
亦
穴
を
開
け
り
。

古
人
の
所
謂
利
根
水
源
は
、
文
殊
菩
薩
の
乳
よ
り
出
づ
と
は
、
即
ち
積
雪
上
を

蹈
み
来
り
し
際
、
雪
解
け
て
水
と
な
り
此
乳
頭
よ
り
滴
下
せ
る
を
見
た
る
を
云

ふ
な
る
べ
し
。
さ
れ
共
水
源
を
以
て
此
処
に
在
り
と
す
る
は
非
な
り
。

と
書



れ
て
い
る
が
、
私
は
そ
れ
を
多
少
仏
体
に
似
た
岩
を
偶
然
発
見
し
た
も
の

と
見

做

し
て
、
ど
う
も
此
岩
を
古
く
見
た
人
が
あ
る
為
に
伝
説
が
生
じ
た
と
は

信
じ
兼
ね
る
の
で
あ
る
。

　
維
新
後
に
な
っ
て
も
此
伝
説
は
ま
だ
相
当
に
勢
力
が
あ
っ
た
も
の
と
覚
し
く
、

之
に
拠
っ
た
地
誌
も
あ
る
程
で
あ
っ
た
。
明
治
十
二
年
編
纂
の
『
郡
村
誌
』
藤

原
村
利
根
川
の
条
下
に
は
、

本
村
ノ
北
方
駒
ヶ
岳
（
一
名
文
殊
岳
）
ヨ
リ
水
長
沢
ヲ
出
ス
。
三
渓
山
中
ニ
合

シ
、
十
五
里
許
ニ
シ
テ
利
根
川
ニ
入
ル
、
世
人
是
ヲ
利
根
川
ノ
源
ト
ス
、
大
ニ

誤
レ
リ
。
此
ノ
三
条
ノ
内
何
レ
ノ
一
条
カ
文
殊
岩
ノ
乳
ヨ
リ
滴
ル
モ
ノ
ア
リ
。

古
来
往
々
突
尋
ス
ル
モ
ノ
得
テ
見
ル
モ
ノ
ア
リ
、
得
テ
見
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
草

木
ヲ
分
ケ
嶮
岨
ヲ
渉
ル
ニ
方
位
ヲ
失
シ
、
竟
ニ
何
ノ
渓
タ
ル
ヲ
知
ル
能
ハ
ズ
。

蓋
シ
利
根
ノ
本
根
ハ
古
来
見
究
タ
ル
モ
ノ
ナ
シ
ト
云
フ
。

又
水
長
沢
の
条
に
は
、

三
流
沢
ト
モ
云
。
源
ヲ
三
所
ニ
出
ス
。
一
ハ
戸
倉
村
尾
瀬
ノ
界
笹
分
峰
ヨ
リ
出

シ
、
一
ハ
尾
瀬
ノ
石
坂
ノ
西
脊
ニ
出
シ
、
一
ハ
中
手
山
ノ
北
端
ニ
出
ス
、
之
ヲ

三
弦
ト
云
。
皆
数
ヶ
所
ニ
瀑
布
ア
リ
。
下
流
合
シ
テ
岩
崖
ノ
渓
底
ヲ
漲
リ
、
西

下
シ
テ
利
根
川
ニ
入
ル
。
長
拾
四
里
幅
拾
三
間
。
三
渓
ノ
内
源
ヲ
文
殊
岩
ニ
発

ス
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
イ
フ
。

と
い
う
て
い
る
。
所
謂
駒
ヶ
岳
は
『
上
野
国
志
』
に
拠
れ
ば
、
「
駒
子
山
の
東

6利根川水源地の山々



越
後
界
に
あ
り
、
越
後
に
て
は
白
沢
岳
と
云
」
と
あ
っ
て
、
陸
地
測
量
部
発
行

五
万
分
一
図
（
藤
原
図
幅
）
の
白
沢
山
或
は
大
白
沢
山
に
相
当
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
が
、
戸
倉
村
の
書
上
で
は
景
鶴






山
の
一
名
を
駒
ヶ
岳
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
藤
原
村
の
当
事
者
が
実
地
を
知
ら
な
い
で
、
伝
聞
の
儘



を
書
い
た
為
の

誤


で

あ
ろ
う
。
此
記
事
か
ら
見
て
も
文
殊
岩
の
頗
る
曖
昧
な
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
明
か
で
あ
る
と
同
時
に
、
利
根
川
の
水
源
が
文
殊
に
結
び
付
け
ら
れ
る
に

至
っ
た
訳
は
、
そ
れ
こ
そ
文
殊
の
智
恵
を
借
り
な
く
と
も
合
点
が
行
く
よ
う
で

あ
る
。

　
以
上
は
主
と
し
て
利
根
川
の
水
源
に
関
す
る
記
文
に
就
て
述
べ
た
の
で
あ
る

が
、
水
源
地
の
山
岳
の
古
い
記
録
も
、
元
よ
り
不
完
全
で
あ
り
少
数
で
は
あ
る

が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
例
せ
ば
『
正
保
図
』
や
『
上
野
国
志
』
な
ど
が
そ
れ
で

あ
る
。
天
保
以
後
に
な
る
と
更
に
其
数
は
増
加
す
る
が
、
根
本
の
図
書
は
一
つ

か
二
つ
で
あ
る
か
ら
、
著
者
は
異
っ
て
い
て
も
其
記
載
す
る
所
は
殆
ど
同
じ
で

あ
っ
て
、
新





に
得
る
所
の
な
い
の
が
常
で
あ
る
。
今
は
其
等
に
就
て
一
々
説
明

す
る
こ
と
を
避
け
、
私
の
蹈
査
の
及
ば
な
い
部
分
を
補
う
材
料
と
し
て
、
後
に

必
要
に
応
じ
て
引
用
す
る
際
に
比
較
研
究
し
て
見
た
い
と
思
う
。

河
と
山
脈

　
清
水
街
道
の
湯

檜

曾

か
ら
岐
れ
て
藤
原
へ
行
く
二
里
余
の
道
は
、
始
終
利
根

川
に
沿
う
て
い
る
。
粟
沢
の
部
落
を
通
り
抜
け
、
柿
平
を
過
ぎ
て
夜

後

に
近
づ

く
と
、
川
は
引
括






ら
れ
た
よ
う
に
狭
く
な
っ
て
、
殊
に
夜
後
橋
の
下
で
は
纔





に

四
、
五
尺
の
幅
に
蹙
め
ら
れ
て
い
る
。
タ
デ
ソ
リ
（
又



は
タ
デ
ス
リ
）
ノ
セ
ン

と
い
う
の
は
幅
一
間
あ
ま
り
高
さ
四
、
五
尺
の
人
工
の
瀑
で
、
其



下
は
深
い
淀

が
一
、
二
町
許





り
も
続
き
、
こ
の
上
流
へ
来
て
も
驚
く
程
水
量
の
豊
富
で
あ
る

利
根
の
水
が
暗
緑
に
沈
ん
で
渦
を
巻
い
た
り
、
声
を
呑
ん
で
冷
く
グ
ラ
グ
ラ
煮

え
返
り
な
が
ら
、
最
後
に
大
淵
の
物
凄
い
瀞



か
ら
サ
ッ
と
溢
れ
て
、
急
瀬
に
白

泡
を
立
て
て
走
り
下
っ
て
行
く
。
河
の
中
に
突
き
出
し
た
巌
の
上
に
立
っ
て
眼

を
上
流
に
放
つ
と
、
お
も
し
ろ
い
形
を
し
た
巨
岩
が
或
は
横
に
蟠




り

或
は
縦
に

峙

っ

て
、
両
岸
に
高
さ
二
丈
許
り
の
崖
を
連
ね
、
崖
上
に
は
大
樹
枝
を
交
え
て

鬱
蒼
と
し
て
河
を
掩
う
て
い
る
。
鱒



が
こ
の
瀑
を
超
え
よ
う
と
し
て
跳
び
上
る

所
を
素
早
く
掬
い
取
る
為
に
、
漁
夫
が
手
網
を
持
っ
て
岩
蔭
に
待
っ
て
い
る
。

私
達
が
遊
ん
で
居
る
間
に
も
二
度
許
り
網
の
閃
く
の
を
見
た
。
此
外
に
も
上
流

に
は
柳
淀
、
追
淀
、
石
上
淀
な
ど
が
あ
る
。
旅
舎
の
林
忠
七
方
は
柳
淀
に
近
い

か
ら
其
名
を
屋
号
と
し
て
い
る
。
西
ノ
セ
ン
は
横
山
か
ら
西
へ
渡
る
西
橋
の
上

手
に
あ
る
も
の
で
、
全
川
が
河
床
を
斜
に
高
さ
五
、
六
尺
の
瀑
を
な
し
て
い
る
。

此

処

で
も
鱒
が
盛





に
獲
れ
る
そ
う
で
あ
る
。
又
立
岩









と
い
っ
て
黒
部
の
東
鐘








釣

山
を
一
方
か
ら
望
ん
だ
よ
う
な
高
い
絶
壁
を
対
岸
に
仰
ぐ
の
も
柿
平
と
夜

後
と
の
間
で
あ
る
。
此



あ
た
り
は
峡
勢
頗
る
窄
迫
し
て
、
げ
に
藤
原
に
入
る
関

門
と
謂

う
て
よ
い
。
此
処
を
過
ぎ
て
か
ら
畑
の
み
か
田
ま
で
が
村
里
の
よ
う
に

開
け
て
い
よ
う
と
は
、
誰
も
想
像
せ
ぬ
で
あ
ろ
う
が
、
夜
後
橋
を
渡
る
と
右
側

の
山
が
脚
を
投
げ
出
し
た
形
に
身
を
退
け
て
、
広
袤






二
里
に
余
る
山
ふ
と
こ
ろ

の
諸
所
に
、
一
か
た
ま
り
の
部
落
が
点
在
し
て
、
青
々
と
し
た
水
田
を
見
る
の

に
驚
く
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
其
水
田
の
向
う
に
多
量
の
残
雪
を
額
に
も
谷
間
に

も
白
く
輝
か
し
た
山
を
見
る
に
到
っ
て
、
一
層
の
驚
き
と
共
に
抃
舞





し
て
喜
ば

な
い
者
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
元
来
奥
上
州
、
殊
に
利
根
川
の
水
源
地
を
囲
む
山
の
中
に
は
、
二
千
米
を
超

え
て
い
る
も
の
は
誠
に
少
な
い
。
最
高
位
を
占
む
る
至
仏
山
で
さ
え
二
千
二
百

二
十
八
米
一
に
し
か
達
し
て
居
ら
ぬ
。
其
他
は
二
千
百
五
十
八
米
三
の
武
尊
山
、

二
千
百
三
十
九
米
六
の
平



ヶ
岳
、
二
千
五
十
七
米
五
の
笠
ヶ
岳
を
除
け
ば
、
余

7



は
皆
二
千
米
以
下
の
山
許
り
で
あ
る
。
尤
も
千
九
百
米
を
超
え
て
い
る
も
の
は

十
余
座
を
数
う
る
こ
と
を
得
る
が
、
兎

に
角



高
度
に
於
て
秩
父
は
さ
て
措
き
、

日
光
火
山
群
に
す
ら
遥





に
劣
っ
て
い
る
に
拘





ら
ず
、
こ
れ
が
二
千
米
前
後
の
山

で
あ
る
と
は
如
何
し
て
も
思
わ
れ
な
い
、
少
な
く
と
も
二
千
六
、
七
百
米
の
山

脈
を
望
む
の
感
が
あ
る
。
其
中
で
も
利
根
川
の
右
岸
即
ち
西
側
に
在
る
も
の
は
、

越
後
の
駒
ヶ
岳
や
中
ノ
岳
か
ら
清
水
峠
に
連
る
所
謂






清
水
山
塊
の
大
部
分
を
な

す
長
大
な
山
脈
で
あ
っ
て
、
飛
騨
山
脈
で
い
え
ば
立
山
山
脈
に
当
る
も
の
で
あ

る
。
冬
季
日
本
海
上
を
掠
め
て
来
る
西
北
の
風
は
、
悉




く

其
水
蒸
気
を
拉
し
来

っ
て
、
先
ず
立
山
山
脈
に
多
量
の
雪
を
降
ら
す
の
と
同
様
に
、
此
山
脈
に
多
量

の
雪
を
降
ら
す
の
で
、
利
根
川
の
左
岸
即
ち
東
側
に
あ
る
後
立
山
山
脈
に
比
す

可

き
平
ヶ
岳
や
至
仏
山
及







武
尊
山
等
を
連
ね
る
山
脈
よ
り
も
、
高
さ
は
低
い
が

積
雪
の
量
は
余
程
多
い
か
ら
し
て
、
北
寄
り
の
平
ヶ
岳
に
辛
う
じ
て
少
量
の
雪

を
認
め
、
至
仏
山
や
其
の
東
北
に
在
る
附
近
第
一
の
高
峰
二
千
三
百
六
十
米
を

超
え
た
燧





岳
に
さ
え
、
恐
ら
く
雪
の
片
影
を
止



め
ざ
る
八
月
盛
夏
の
候
も
、
尚

お
谷
と
い
う
谷
は
殆
ど
全
部
雪
渓
を
な
し
て
い
る
。
其
壮
観
は
蓋



し
松
本
平
か

ら
仰
望
し
た
常
念
山
脈
を
凌
ぐ
の
概
が
あ
る
。
就

中







駒
ヶ
岳
か
ら
中
ノ
岳
に

至
る
連
嶂
は
、
崔
嵬






た
る
山
容
と
雄
渾






な
る
峰
勢
と
相
俟





っ
て
、
槍
穂
高
の
山

塊
を
想
起
せ
し
む
る
も
の
が
あ
る
の
み
で
な
く
、
北
又
川
の
上
流
に
面
し
て
多

数
の
雪
渓
を
懸
け
連
ね
て
い
る
の
で
、
枝
折





峠
か
ら
北
又
の
谷
に
下
り
込
ん
だ

石
滝
橋
の
附
近
か
ら
西
望
す
る
と
、
宛
と
し
て
上
河
内







の
渓
谷
か
ら
眉
に
迫
る

大
山
岳
を
瞻

仰







す
る
の
観
が
あ
る
。
よ
し
こ
れ
は
少
し
く
比
較
の
埒
外
に
逸

出
し
た
言
葉
で
あ
る
と
し
て
も
、
中
ノ
岳
の
南
方
に
発
源
す
る
栃
木
沢
の
上
部

の
如
き
は
、
細
い
な
が
ら
も
二
十
余
町
の
雪
渓
が
続
い
て
い
る
の
を
見
た
。
下

津
川
山
の
西
北
に
在
る
佐

具

利

山
（
仮
称
）
な
ど
も
、
高
さ
は
千
八
百
米
に
も

達
し
な
い
が
、
東
北
側
に
懸
る
二
条
乃
至







三
条
の
雪
渓
は
、
孰



れ
も
十
余
町
に

亘


る
で
あ
ろ
う
。
奈
良
沢
の
支
流
幽
ノ
沢
の
如
き
も
、
魚
留
ノ
瀑
か
ら
上
は
、

幽
沢
山
と
小
沢
岳
と
を
連
ね
る
最
低
の
鞍
部
の
直
下
ま
で
雪
渓
の
来
て
い
る
こ

と
を
後
に
知
っ
て
、
ひ
ど
い
藪
潜
り
を
し
な
が
ら
尾
根
を
登
っ
た
不
覚
さ
を
悔

い
た
程
で
あ
る
。
此
等
は
僅





に
二
、
三
の
例
を
挙
げ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、

雪
量
の
多
い
こ
と
は
こ
れ
丈



で
も
推
察
す
る
こ
と
を
得
よ
う
と
思
う
。
惜



い
哉



山
が
低
い
為
に
、
こ
の
雪
は
昼
夜
共
に
溶
け
て
い
る
か
ら
、
十
月
中
旬
初
雪
の

降
る
迄
に
は
、
大
部
分
は
消
失
す
る
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
九
月
下
旬
尚
お
利

根
の
右
俣
左
俣
の
奥
に
は
、
皚
々






た
る
白
雪
を
認
め
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
其

中
の
幾
部
分
は
万
年
雪
と
な
っ
て
残
る
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
『
藤
原
温
泉
記
行
』

の
著
者
が
「
布
引
山
よ
り
大
烏
帽
子
山
へ
掛
る
処
に
雪
の
絶
ざ
る
と
こ
ろ
有
と
、

土
人
万
年
雪
と
号



く
。
外
に
も
ヶ
様
の
処
あ
り
と
い
ふ
」
と
書
い
た
の
も
謂
な

し
と
は
い
え
な
い
。

　
此
の
如
く
山
は
低
い
上
に
、
大
水
上








山
一
名
利
根
岳
か
ら
東
西
に
分
岐
し
た

山
脈
は
、
大
体
に
於
て
南
北
の
走
向
を
取
っ
て
は
い
る
が
、
決
し
て
平
行
す
る

事
な
く
広
く
左
右
に
展
開
し
て
い
る
。
従
っ
て
其
間
を
流
れ
る
利
根
の
渓
谷
は
、

極
め
て
上
流
の
小
部
分
例
せ
ば
水
源
か
ら
水
長
沢
の
合
流
点
附
近
に
至
る
直
径

三
里
た
ら
ず
の
間
が
稍



勾
配
が
急
で
あ
っ
て
、
両
岸
に
壁
立
の
岩
崖
が
続
い
て

い
る
。
生

咋







や
シ
ッ
ケ
イ
ガ
マ
ハ
シ
な
ど
い
う
所
の
あ
る
の
も
此
間
で
あ
る
。

生
咋
は
越
後
沢







山
か
ら
東
に
派
出
し
た
尾
根
が
川
に
臨
ん
で
尽
る
あ
た
り
に
あ

っ
て
、
利
根
川
が
長
い
瀞
を
な
し
、
其
奥
に
瀑
が
あ
っ
て
岩
の
洞
窟
か
ら
奔
下

し
て
い
る
。
左
右
は
高
い
岩
壁
で
あ
る
か
ら
容
易
に
近
づ
き
得
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
稀
に
此
処
ま
で
魚
釣
に
来
る
者
も
あ
る
が
、
此
処
か
ら
上
流
へ
は

行
っ
た
者
が
無
い
と
謂



れ
て
い
る
。
『
郡
村
誌
』
に
は
藤
原
村
の
名
勝
の
中
に
、

8利根川水源地の山々



塗
桶
山
筒
川
　
負

塞







ト
モ
云
。
塗
桶
ノ
西
麓
利
根
川
土
中
ヲ
潜
流
ス
ル
コ
ト

壱
里
余
、
其
中
ニ
岩
竅
一
ヶ
所
ア
リ
。

と
あ
る
。
私
達
が
人
夫
か
ら
聞
い
た
所
と
は
相
違
し
て
い
る
点
も
あ
る
が
、
オ

ヒ
は
顕





れ
る
ク
ヒ
は
隠
れ
る
こ
と
で
、
即
ち
隠
顕
す
る
意
味
で
あ
る
か
ら
、
伏

流
の
末
端
が
瀑
を
な
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
一
里
余
り

の
伏
流
は
少
し
大
袈
裟
な
様
で
あ
る
。
シ
ッ
ケ
イ
ガ
マ
ハ
シ
は
長
い
岩
壁
を
搦



み
な
が
ら
廻
る
所
で
、
丁
度
地
図
の
小
穂
口
山
の
東
に
当
っ
て
い
る
。
生
咋
附

近
か
ら
上
流
に
な
る
と
、
山
側
の
傾
斜
も
急
で
あ
る
し
、
横
尾
根
は
孰
れ
も
痩

せ
て
岩
石
の
露
出
し
た
鎌
尾
根
で
、
其
間
の
沢
は
細
い
上
に
深
く
且



瀑
が
多
い

か
ら
、
上
る
に
し
て
も
下
る
に
し
て
も
、
夏
季
の
雪
渓
の
頃
は
反





て
困
難
で
あ

り
危
険
の
場
合
が
あ
る
。
若

し
積
雪
全
渓
を
埋
め
て
固
く
凝
結
し
た
晩
冬
初
春

の
候
か
、
又
は
雪
が
溶
け
去
っ
た
九
月
下
旬
で
あ
る
な
ら
ば
、
其
困
難
も
危
険

も
無
視
し
て
差
支
な
い
程
度
に
緩
和
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
水
長
沢
の
合
流
点
か
ら
下
流
は
、
水
量
は
益




多

く
な
る
が
反
対
に
勾
配
は
愈






緩
く
な
っ
て
、
大
淵
に
至
る
迄
の
六
、
七
里
の
間
に
於
て
二
百
余
米
の
落
差
あ

る
の
み
で
あ
る
か
ら
、
勾
配
の
激
し
い
河
床
を
怒
漲
奔
※
し
て
矢
の
よ
う
に
流



駛


す
る
壮
快
な
急
流
の
趣
は
甚
だ
乏
し
い
。
況

し
て
百
尺
の
崖
底
を
大
嵐
の
よ

う
な
音
を
立
て
な
が
ら
地
響
打
っ
て
滝
の
よ
う
に
た
ぎ
り
落
ち
て
行
く
豪
宕






な

峡
流
の
面
影
は
猶
更
な
い
。
言
わ
ば
尋
常
一
様
の
谷
川
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、

そ
れ
で
も
河
原
が
開
け
て
針
葉
闊
葉
の
美
し
い
樹
林
が
ひ
た
ひ
た
と
河
波
の
打

寄
せ
る
水
際
ま
で
生
え
続
い
て
い
る
一
方
に
は
、
又
サ
ル
バ
ン
ネ
（
猿
飛
）
、

エ
イ
ガ
ヘ
ツ
リ
な
ど
い
う
岩
壁
の
狭
間
や
大
磐
石
の
懸
崖
状
に
露
出
し
た
所
な

ど
も
あ
っ
て
、
流
石





に
幽
峭
な
る
渓
谷
の
景
致
を
存
し
て
い
る
。

●
上
越
国
境
山
脈
（
三
国
山
よ
り
）

利
根
の
支
流
と
水
源
地
の
林
相

　
利
根
水
源
地
の
支
流
の
中
で
は
、
宝
川
、
楢
俣






川
、
矢
木
沢
、
奈
良
沢
、
小

穂
口





沢
、
水
長





沢
の
六
が
最
も
大
き
い
。
此
等





の
沢
の
中
に
は
可

な
り
の
困
難

を
覚
え
し
む
る
も
の
も
あ
る
が
、
孰



れ
も
遡
上
す
る
こ
と
を
得
る
の
で
あ
る
。

其


中
で
最
も
困
難
な
の
は
宝
川
と
水
長
沢
と
で
あ
る
。
然



し
水
長
沢
は
之



を
遡

っ
て
平
ヶ
岳
に
登
る
人
が
漸
次
に
多
く
な
る
ら
し
い
傾
向
が
あ
る
か
ら
、
其
困

難
の
度
も
日
を
追
う
て
減
ず
る
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
今
参
考
と
し
て
左
に
『
郡

村
誌
』
の
記
事
を
抜
抄
し
、
蹈
査
の
不
足
を
補
う
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
は
明
治

十
年
頃
の
書
上
を
基
と
し
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
陸
測
五
万
の
地
図

（
追
貝






、
藤
原
、
八
海
山
、
湯
沢
の
四
図
幅
）
を
拡
げ
て
対
照
し
て
見
る
と
、

明


に

齟
齬
し
て
い
る
点
や
誤
謬
で
あ
る
箇
所
を
可
な
り
発
見
す
る
。
こ
れ
も
実

測
の
結
果
で
な
い
か
ら
止
む
を
得
ぬ
次
第
で
あ
ろ
う
。

宝
川
　
旭
ヶ
岳
、
大
烏
帽
子
岳
ノ
間
ニ
出
シ
、
屈
曲
南
流
シ
テ
東
川
ト
ナ
ル
。

宇
津
穂
渓
、
菊
石
渓
、
石
魚
沢
、
湯
ノ
沢
、
俎
板
倉
沢
、
恵
根
子
沢
、
初
沢
、

山
毛
欅
生
倉













沢
、
湯
ノ
沢
等
ヲ
合
セ
、
東
流
利
根
川
ニ
入
ル
。
長
四
里
半
幅
八

間
。

楢
俣
川
　
日
崎
岳
ニ
発
シ
、
西
南
ニ
流
レ
日
崎
川
ト
ナ
リ
、
沢
種
沢
ヲ
合
セ
初

メ
テ
楢
俣
ノ
名
ア
リ
。
又
前
深
沢
、
後
深
沢
、
矢
種
沢
、
狩
小
屋
沢
、
塀
弦






沢
、

小
楢
俣
川
等
ヲ
入
レ
、
中
手
山
ノ
東
麓
ヲ
南
下
シ
テ
木
ノ
根
沢
ニ
入
ル
。
長
七

9



里
幅
八
間
。

木
ノ
根
沢
　
湯
ノ
小
屋
川
ト
モ
云
。
小
高
岳
南
方
大
日
向
ヨ
リ
出
テ
、
田
代
沢
、

逆
川
、
蝉
ヶ
沢
、
手
小
屋
沢
、
先
倉






沢
ヲ
合
セ
、
湯
小
屋
村
ヲ
貫
キ
、
奈
良
股

川
ヲ
合
セ
テ
中
手
山
ノ
南
麓
ヲ
西
流
シ
、
利
根
川
ニ
入
ル
。
長
四
里
三
十
五
町

幅
八
間
。
流
域
岩
崖
多
ク
シ
テ
所
々
ニ
瀑
布
多
シ
。

山
羊
沢
　
大
烏
帽
子
岳
ニ
発
シ
、
小
烏
帽
子
岳
ニ
出
ル
前
ク
ウ
リ
沢
ヲ
合
セ
、

東
流
利
根
川
ニ
入
。
長
四
里
幅
二
間
三
尺
。

奈
良
沢
　
琴
牛
岳
ニ
発
シ
、
小
沢
ヲ
合
セ
、
又
小
繋
川
、
幽
ノ
沢
ヲ
入
レ
、
流

塵
堀





原
ヲ
過
キ
テ
東
流
利
根
川
ニ
入
ル
。
長
四
里
半
幅
拾
間
。

小
繋
川
　
琴
牛
岳
ノ
南
ヨ
リ
出
、
白
檜
渓
（
大
烏
帽
子
ノ
山
脚
刃
物
ヶ
崎
ノ
岩

峡
ニ
発
ス
）
ヲ
合
セ
、
東
流
奈
良
沢
ニ
入
ル
。
長
二
里
幅
八
間
。

小
穂
口
渓
　
駒
ヶ
岳
ノ
東
南
峡
ヨ
リ
出
テ
、
北
ノ
谷
南
ノ
谷
ヲ
合
セ
、
又
前
長

倉
（
幅
九
尺
）
後
長
倉
（
幅
壱
尺
）
ニ
渓
水
ヲ
入
レ
、
東
流
躑
躅
ヶ
滝
ト
ナ
リ
、

下
流
利
根
川
ニ
入
ル
。
長
三
里
幅
拾
二
間
。

　
水
長
沢
の
記
事
は
既
に
前
に
引
用
し
て
あ
る
。
宝
川
に
就
て
は
武
田
君
が
こ

れ
を
遡
っ
て
笠
ヶ
岳
に
登
ら
れ
た
記
行
（
『
山
岳
』
十
六
年
三
号
）
が
あ
る
か

ら
、
参
照
し
て
戴
き
た
い
。
『
藤
原
温
泉
記
行
』
に
は
、

宝
川
を
上
へ
マ
ナ
イ
タ
倉
と
い
ふ
を
過
て
大
烏
帽
子
を
越
れ
ば
、
六
里
に
し
て

越
後
の
魚
沼
郡
清
水
村
へ
出
る
と
な
り
（
清
水
村
の
村
長
は
阿
部
氏
に
し
て
、

阿
部
左
衛
門
尉
が
子
孫
に
て
、
世
々
清
水
越
の
関
守
た
り
と
い
ふ
。
此
清
水
越

と
い
ふ
は
山
中
を
粟
沢
辺
り
へ
越
す
道
あ
り
と
也
、
今
に
道
の
て
い
大
凡
分
る

と
な
り
。
此
事
は
糾
す
可
し
。
此
山
越
後
に
て
は
東
に
あ
た
る
故
に
や
朝
日
ヶ

岳
と
い
ふ
な
り
）
是
雪
中
を
越
す
な
り
、
さ
れ
ど
雪
ふ
る
こ
ろ
又
雪
な
き
と
き

は
こ
え
か
た
し
。
春
の
彼
岸
過
て
雪
ふ
り
や
み
、
深
き
谷
々
埋
み
た
る
雪
の
上

を
渡
り
て
こ
す
な
り
と
也
。
過
し
頃
小
泉
兵
助
此
温
泉
に
浴
し
、
病
の
い
と
ま

あ
る
時
に
狩
人
を
あ
な
い
に
や
と
い
て
、
か
の
大
烏
帽
子
へ
登
り
し
と
也
。
時

節
少
し
お
く
れ
た
れ
ば
、
す
で
に
マ
ナ
イ
タ
倉
の
雪
抜
落
て
漸
く
に
し
て
難
所

を
越
ぬ
。
是
よ
り
奥
は
谷
に
雪
あ
り
て
其
上
を
行
に
、
大
木
の
こ
ず
へ
少
し
つ
ゝ

出
た
る
も
あ
り
て
、
さ
な
が
ら
大
路
を
行
や
う
な
り
と
。
又
山
の
半
覆
の
雪
を

横
ぎ
る
に
は
、
よ
き
も
て
一
打
つ
ゝ
雪
を
穿
ち
つ
ゝ
そ
れ
を
足
掛
り
に
行
と
な

り
。
あ
や
ま
つ
て
倒
る
ゝ
時
は
何
ほ
ど
下
へ
す
べ
り
落
べ
き
や
。
漸
く
し
て
大

烏
帽
子
（
越
後
に
て
は
朝
日
岳
と
い
ふ
）
の
頂
き
に
よ
じ
登
り
た
り
。
木
な
ん

ど
は
な
く
、
雪
間
の
岩
の
あ
は
い
に
は
小
笹
の
や
う
な
る
も
の
、
又
た
目
な
れ

ぬ
こ
ま
か
な
る
木
生
繁
り
て
、
庭
造
り
な
ん
ど
が
た
く
め
る
や
う
に
見
え
て
う

つ
く
し
と
也
。

同
書
に
は
外
に
も
天
保
十
二
年
の
春
彼
岸
十
日
過
に
、
万
次
郎
と
い
う
者
が
其

妻
と
案
内
者
を
同
伴
し
て
、
宝
川
か
ら
清
水
に
越
え
、
六
日
町
に
て
白
米
八
斗

に
塩
鮭
や
糀





な
ど
を
購





い
、
人
夫
を
雇
い
て
都
合
五
人
で
元
の
山
路
を
帰
っ
た

と
こ
ろ
、
霧
の
為
に
路
に
迷
い
、
谷
間
に
露
営
し
て
翌
日
午
の
刻
頃
宝
川
に
帰

着
し
た
本
人
の
直
話
を
長
々
と
書
き
記
し
て
あ
る
。

　
楢
俣
川
は
水
源
地
に
於
け
る
利
根
川
最
大
の
貢
流
で
あ
る
。
『
郡
村
誌
』
に

は
木
之
根
川
の
方
を
本
流
と
し
て
あ
る
よ
う
だ
。
勿
論
こ
の
二
の
川
は
大





さ
も

水
量
も
幾





ど
伯
仲
の
間
に
あ
っ
て
、
孰
れ
を
本
流
と
す
る
も
差
支
な
い
よ
う
で

あ
る
が
、
長
さ
か
ら
い
え
ば
楢
俣
の
方
が
優
っ
て
い
る
か
ら
、
之
を
本
流
と
認
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め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
利
根
に
合
流
す
る
所
は
洞
元
の
落
合
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
こ
は
花
崗
岩
の
一
枚
岩
が
幅
九
尺
あ
る
か
な
し
の
樋
の
形
に
抉



れ
て
銚
子
口

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
附
近
に
は
直
径
二
、
三
尺
の
甌
穴






が
水
中
に
二
、
三

個
穿
た
れ
て
い
る
の
を
見
た
。
木
之
根
川
は
洞
元
の
落
合
か
ら
半
里
ば
か
り
の

上
流
で
楢
俣
に
合
す
る
。
其

処

に
瀑
が
あ
っ
て
洞
元
瀑
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
第

一
瀑
は
木
之
根
川
が
花
崗
岩
の
一
枚
岩
を
直
下
す
る
こ
と
四
、
五
丈
で
、
岩
壁

に
囲
ま
れ
た
深
潭
を
湛
え
、
そ
こ
か
ら
屈
曲
し
た
幅
五
、
六
尺
の
岩
の
屏
風
の

間
を
流
れ
て
楢
俣
に
入
る
の
で
あ
る
。
其
距
離
は
十
間
も
あ
る
ま
い
と
思
う
が
、

残
念
な
が
ら
合
流
点
か
ら
瀑
は
望
め
な
い
。
元
は
瀑
壺
の
上
を
横
切
っ
て
橋
が

架
け
て
あ
っ
た
も
の
と
見
え
て
、
危
く
朽
ち
残
っ
て
い
る
。
第
二
瀑
と
第
三
瀑

は
共
に
楢
俣
に
あ
っ
て
、
相
互
に
六
、
七
十
間
を
隔
て
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

高
さ
は
四
、
五
尺
か
ら
七
、
八
尺
を
超
え
ぬ
も
の
ら
し
い
。

　
此



沢
筋
は
古
く
か
ら
戸
倉
又
は
尾
瀬
へ
の
通
路
と
し
て
、
時
折
往
来
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
藤
原
温
泉
記
行
』
に
も

一
、
湯
小
谷
川
を
上
へ
木
根
沢
を
越
行
は
、
東
入
の
十
倉
と
い
ふ
処
へ
出
る
と

也
。
東
入
は
廿
三
ヶ
村
あ
り
て
、
十
倉
は
人
家
の
詰
り
に
て
、
山
を
越
は
八
里

に
し
て
奥
州
会
津
ヒ
ノ
ヘ
又
村
へ
出
る
と
也
。
湯
小
谷
よ
り
北
の
方
大
ナ
ラ
又

の
沢
大
な
る
川
也
と
を
詰
れ
ば
、
尾
瀬
ヶ
原
尾
瀬
の
尾
山
な
ん
と
へ
い
で
会
津

へ
こ
す
、
十
四
五
里
も
あ
り
と
い
ふ
。
会
津
に
て
は
是
を
三
十
里
越
と
い
ふ
よ

し
也
。
是
ら
は
道
あ
り
と
い
ふ
の
み
に
し
て
越
し
た
る
人
も
き
か
ず
。

と
書
い
て
あ
る
。
五
万
の
地
図
に
あ
る
小
径





は
、
湯
小
屋
か
ら
八
谷
越







を
経
て

小
楢
俣
に
出
で
、
更
に
小
さ
な
峠
を
上
下
し
て
、
東
桶
小
屋
沢
か
ら
楢
俣
に
沿

い
、
狩
小
屋
沢
の
或
地
点
ま
で
通
じ
て
い
る
。
大
正
九
年
に
私
達
が
通
っ
た
時

は
、
東
桶
小
屋
沢
か
ら
峠
へ
か
か
ら
ず
に
楢
俣
に
沿
う
て
下
り
、
山
の
鼻
を
左

に
廻
っ
て
小
楢
俣
に
出
で
、
八
谷
越
の
道
に
合
し
た
。
尤
も
八
谷
越
を
通
ら
な

く
と
も
、
洞
元
瀑
か
ら
楢
俣
に
沿
う
て
魚
釣
の
往
来
す
る
径
が
あ
る
。
狩
小
屋

沢
か
ら
上
は
谷
も
狭
く
両
岸
に
岩
石
が
露
出
し
、
殊
に
日
崎
沢
に
は
二
、
三
の

瀑
も
あ
る
が
、
水
量
が
著
し
く
減
ず
る
の
で
、
大
し
た
困
難
も
な
く
尾
瀬
へ
出

ら
れ
る
そ
う
で
あ
る
。
近
年
関
東
水
電
で
尾
瀬
か
ら
此
沢
に
沿
う
て
藤
原
に
通

ず
る
道
を
作
る
と
の
話
で
あ
っ
た
。
若

し
夫



が
実
現
さ
れ
た
暁
に
は
登
山
者
に

取
っ
て
も
誠
に
便
利
な
道
と
な
る
訳
で
あ
る
。
が
、
恐
ら
く
こ
れ
も
他
の
例
と

同
じ
く
話
だ
け
で
終
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
う
。
矢
木
沢
に
関
し
て
は
特

に
記
載
す
可

き
こ
と
も
な
い
。
前
ク
ウ
リ
沢
と
い
う
の
は
、
標
高
千
六
百
二
十

六
米
の
天
ヶ
立
の
西
北
側
か
ら
発
す
る
沢
で
、
今
は
前



グ
リ
ウ
と
呼
ば
れ
て
い

る
。

　
奈
良
沢
は
楢
俣
に
次
ぐ
大
き
な
流





で
、
而



も
楢
俣
と
違
っ
て
本
流
と
の
出
合

は
幅
が
広
い
か
ら
、
出
水
の
際
は
徒
渉






は
勿
論
架
橋
も
不
可
能
で
あ
る
為
に
、

山
に
入
る
に
も
山
か
ら
出
る
に
も
、
大
雨
が
続
く
と
之
が
為
に
喰
止
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
支
流
の
小
繋
沢
も
幽
ノ
沢
と
頡
頏






す
る
大
さ
で
、
本
流
と
同
様

可
な
り
奥
ま
で
魚
釣
が
入
り
込
む
ら
し
い
。
白
檜
渓
と
い
う
の
が
刃
物





ヶ
崎
の

岩
峡
か
ら
発
源
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
其
東
側
の
岩
巣
か
ら
発
し
て
北
流
し
て

小
繋
に
合
す
る
沢
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
果
し
て
そ
れ
な
ら
ば
今
は
日
向
倉







の
名

で
呼
ば
れ
て
い
る
。
小
穂
口
沢
に
就
て
は
何
の
知
る
所
も
な
い
。
水
長
沢
も
高

廻
り
を
し
た
上
に
甚
し
く
不
注
意
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
向
に
記
憶
に
残
っ
て
い

な
い
。
聞
く
所
に
拠

る
と
此
沢
は
崖
も
あ
り
瀑
も
あ
っ
て
、
河
床
を
遡
上
す
る

こ
と
は
可
な
り
困
難
で
あ
る
が
、
二
、
三
ヶ
所
少
し
高
廻
り
を
す
る
だ
け
で
、
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平
ヶ
岳
ま
で
沢
を
上
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
所
謂






三
弦





は
五
万
の
図
に

水
長
沢
と
記
入
し
て
あ
る
長
の
字
の
所
の
三
渓
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
水
の
字

の
附
近
の
三
渓
で
あ
る
か
判
然
し
な
い
。
人
夫
の
言
う
所
で
は
後
者
ら
し
く
思

わ
れ
た
。

　
序





に
水
源
地
の
林
相
を
陳

べ
て
見
る
と
、
こ
の
地
方
で
は
秩
父
な
ど
で
見
る

よ
う
に
喬
木
帯
が
闊
葉
、
針
闊
混
淆
、
針
葉
と
い
う
順
序
に
判
然
と
認
め
ら
れ

な
い
。
こ
れ
は
主
と
し
て
山
が
低
く
、
漸
く
闊
葉
喬
木
帯
の
上
部
に
達
し
て
い

る
の
み
に
過
ぎ
な
い
為
で
あ
ろ
う
。
然



る
に
そ
こ
は
既
に
風
雪
の
激
し
い
山
頂

若
し
く
は
夫
に
近
い
所
で
あ
る
か
ら
、
椈



や
楢



や
七

竈







ま
で
が
令
法






や
万
作

な
ど
と
同
じ
よ
う
に
灌
木
状
を
な
し
て
曲
り
く
ね
っ
て
い
る
中
へ
、
米
躑
躅







や

石

楠







な
ど
が
割
り
込
み
、
甚
し
い
場
所
で
は
更
に
黒
檜
や
米
栂






や
偃
松






を
さ

え
交
え
て
い
る
。
就

中







偃
松
は
千
八
百
米
附
近
か
ら
姿
を
顕





し
、
陣
竹
（
根

曲
り
竹
）
と
混
生
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
あ
っ
た
。
闊
葉
喬
木
で
は
千
米
前
後

の
地
点
に
亘



っ
て
、
掬
の
大
深
林
が
至
る
所
に
見
ら
れ
る
。
二
抱
も
三
抱
も
あ

る
大
木
が
眼
の
及
ぶ
限
り
銀
灰
色
の
幹
を
す
く
す
く
と
立
て
な
ら
べ
て
い
る
有

様
は
実
に
立
派
な
も
の
で
あ
る
。
東
桶
小
屋
沢
か
ら
小
楢
俣
に
至
る
間
の
米
小

屋
平
と
八
谷
越
な
ど
は
全
く
掬
の
純
林
で
あ
っ
て
、
私
が
曾
て
見
た
最
も
美
し

い
森
林
の
一
で
あ
る
こ
と
を
断
言
す
る
に
躊
躇
せ
ぬ
。

　
針
葉
喬
木
は
姫
小
松







、
黒
檜
、
羅
漢
柏
、
犬
榧






な
ど
が
多
い
。
此
等
は
皆
散

生
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
其
生
育
す
る
高
さ
の
範
囲
は
自
ら
一
定

し
て
い
る
、
黒
檜
は
笠
ヶ
岳
を
中
心
と
し
て
千
七
、
八
百
米
の
西
側
の
山
腹
に
、

殆
ど
他
の
一
木
を
交
え
ず
し
て
密
生
し
て
い
る
の
を
見
た
。
然
し
ま
だ
森
林
と

称
す
る
程
度
に
木
が
生
長
し
て
い
な
い
。
千
九
百
米
を
超
え
た
山
腹
で
あ
る
と
、

土
地
の
人
が
ブ
サ
と
呼
ん
で
い
る
大
白
檜








の
純
林
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

こ
れ
は
寧
ろ
稀
で
あ
っ
た
。

　
山
の
上
か
ら
の
展
望
と
実
地
の
観
察
と
か
ら
推
し
て
、
森
林
の
限
界
は
概
し

て
千
四
、
五
百
米
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
夫
以
上
の
高
さ
に
な
っ
て
も
無

論
木
は
生
え
て
い
る
が
、
四
、
五
尺
か
ら
一
丈
あ
ま
り
の
丈
に
短
縮
し
て
い
る

の
で
、
遠
望
し
た
所
で
は
草
地
と
択



ぶ
所
が
な
い
、
実
際
草
地
も
あ
る
に
は
あ

る
。
け
れ
ど
も
こ
の
遠
望
し
た
外
観
に
欺
か
れ
て
、
迂
闊
に
其
中
に
蹈
み
込
む

と
意
想
外
の
困
難
に
出
逢
う
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
地
方
の

山
脈
縦
走
の
困
難
は
、
全
く
い
や
で
も
此
藪
を
押
分
け
た
り
潜
り
抜
け
た
り
し

て
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に
存
す
る
。

水
源
地
の
山

『
上
野
名
跡
考
』
を
読
む
と
、
「
思
ふ
に
利
根
は
ト
ガ
リ
た
る
嶺

多

な
れ
ば
利

嶺


の
郡
な
る
べ
し
」
と
説
明
し
て
あ
る
が
、
実
際
は
利
根
川
の
水
源
地
に
は
尖

っ
た
山
が
多
い
所
が
極
め
て
少
な
い
の
で
、
或
は
殆
ど
絶
無
と
称
し
て
よ
い
程

で
あ
る
。
大
小
烏
帽
子
や
笠

又

は
剣
ヶ
倉
な
ど
い
う
名
は
多
小
尖
っ
た
感
じ
を

与
え
る
が
、
そ
れ
す
ら
飛
騨
山
脈
の
同
名
を
冠
す
る
諸
山
に
比
す
れ
ば
、
お
話

に
な
ら
ぬ
ほ
ど
穏




な

山
容
を
呈
し
て
い
る
。
尾
根
は
幅
が
広
く
、
小
さ
な
沼
や

窪
地
が
至
る
所
に
あ
っ
て
、
毛
氈
苔
と
白
山
小
桜
の
多
い
の
を
特
徴
と
す
る
。

そ
し
て
積
雪
の
多
い
東
側
に
草
地
が
連
続
し
て
い
る
の
で
、
縦
走
の
際
は
そ
れ

を
辿
っ
て
少
な
か
ら
ず
藪
潜
り
の
困
難
を
免
れ
る
こ
と
を
得
る
の
で
あ
る
。
木

は
皆
斜
面
に
沿
う
て
下
向
き
に
生
え
て
い
る
。
こ
れ
は
雪
量
の
多
い
山
地
に
固

有
の
事
実
で
、
春
の
半

頃







で
あ
る
と
直
径
四
寸
以
上
五
、
六
寸
も
あ
る
よ
う

な
木
が
雪
の
為
に
地
面
に
押
伏
せ
ら
れ
て
い
る
。
も
う
雪
が
薄
く
な
っ
て
い
れ

ば
人
の
跫
音






に
も
均
衡
は
破
れ
て
、
木
は
ひ
ど
い
勢




で

跳
ね
返
る
。
運
悪
く
其



木
の
上
に
足
を
掛
る
か
又
は
夫



を
ま
た
い
だ
瞬
間
で
あ
ろ
う
も
の
な
ら
、
弾
き
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飛
ば
さ
れ
る
か
打
ち
の
め
さ
れ
る
か
し
て
、
痛
い
目
に
遭
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
葉
を
振
り
落
し
た
木
が
如
何
に
雪
に
降
り
埋
め
ら
れ
た
か
ら
と
て
、
斯
様





に
押
伏
せ
ら
れ
る
訳
は
な
い
。
是



は
深
く
積
っ
た
雪
が
一
旦
水
気
付
い
て
又
寒

さ
の
為
に
冰



る
と
木
を
取
り
巻
い
て
固
く
凝
結
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
地
面
に

接
し
た
部
分
が
よ
り
多
く
溶
け
る
と
す
る
。
斯
く
て
雪
の
塊
は
漸
く
沈
下
す
る

と
同
時
に
其
重
さ
で
次
第
に
木
を
撓



め
て
行
く
一
方
、
急
斜
面
の
地
で
あ
れ
ば

雪
は
木
の
枝
や
幹
に
固
結
し
て
い
て
離
れ
な
い
が
、
雪
崩
れ
落
ち
ん
と
す
る
形

勢
が
あ
る
か
ら
、
木
は
益




押

す
く
め
ら
れ
て
、
終
に
斜
面
に
沿
う
て
生
長
す
る

の
で
あ
る
。
此



中
を
横
さ
ま
に
歩
い
た
り
下
か
ら
押
分
け
て
登
る
困
難
は
、
誰

に
取
っ
て
も
苦
し
い
経
験
と
云
う
て
よ
か
ろ
う
。
け
れ
ど
も
初
春
の
雪
中
に
登

山
す
れ
ば
、
如
何
に
頑
強
な
藪
で
あ
ろ
う
と
も
、
雪
の
為
に
楽
々
と
其
上
を
通

行
し
得
る
の
は
実
に
愉
快
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
下
水
源
地
の
山
に
就
て
少
し
く
記
述
し
て
見
た
い
。
そ
れ
に
は
先
ず
清
水

峠
か
ら
始
め
る
こ
と
に
す
る
。

清
水
峠

　
上
州
の
湯
檜
曾
か
ら
越
後
の
清
水
へ
踰

え
る
峠
で
、
清
水
山
塊
の
名
は
此



峠

か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
、
古
く
は
直
越






（
『
上
杉
記
』
）
又



は
馬
峠
（

『
新
編
会
津
風
土
記
』
）
の
名
が
あ
っ
た
。
標
高
千
四
百
四
十
八
米
。
湯
檜
曾

か
ら
は
約
八
百
九
十
米
、
清
水
か
ら
は
八
百
五
十
米
の
登
り
に
な
っ
て
い
る
。

先
ず
峠
と
し
て
は
低
く
且



至
っ
て
楽
な
方
で
あ
る
。
従
っ
て
ど
っ
ち
側
の
道
も

平
凡
で
あ
る
を
免
れ
な
い
が
、
上
州
側
は
谷
川
連
峰
の
素

派

ら
し
い
赭
色
の
岩

崖
を
仰
ぎ
な
が
ら
上
下
す
る
こ
と
を
得
る
の
が
せ
め
て
も
の
心
遣
り
で
あ
ろ
う
。

頂
上
の
展
望
も
相
当
に
広
い
で
あ
ろ
う
が
、
私
が
此

処

を
通
過
し
た
時
は
い
つ

も
霧
か
雨
で
、
僅





に
雲
霧
の
途
切
れ
目
か
ら
一
ノ
倉
山
の
頂
を
垣
間
見
た
の
み

で
あ
っ
た
。

●
万
太
郎
山
・
谷
川
岳
・
小
出
俣
岳
（
三
国
山
よ
り
）

　
清
水
峠
が
通
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
可

な
り
古
い
時
代
か
ら
で
あ

る
ら
し
い
が
記
録
の
徴
す
可

き
も
の
が
な
い
。
そ
の
明
確
に
文
書
の
上
に
あ
ら

わ
れ
て
い
る
の
は
天
正
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
『
上
杉
記
』
に
拠

る
と
天
正
六

年
三
月
に
上
杉
謙
信
が
卒
し
て
、
養
子
三
郎
景
虎
と
甥
喜
平
次
景
勝
と
の
間
に

家
督
争









が
起
り
、
景
虎
の
実
家
北
条
氏
が
応
援
の
為
に
此
峠
を
踰
え
て
越
後
へ

出
兵
し
た
。

右
ニ
記
如
ク
上
野
衆
北
条
ト
一
味
故
、
越
後
ヘ
之
通
路
自
由
ニ
テ
、
三
郎
殿
ヘ

加
勢
ノ
兵
北
上
野
ヘ
ハ
志
水
谷
ヘ
下
テ
ハ
長
尾
伊
賀
守
城
ヲ
取
巻
ク
。
三
国
ヶ

峠
ヲ
越
テ
ハ
坂
戸
山
樺
沢
城
ヲ
打
囲
テ
攻
ル
。

樺
沢
ノ
栗
林
肥
前
守
、
志
水
長
尾
伊
賀
、
坂
戸
山
城
ヘ
入
ル
故
、
越
後
ヘ
直
越

ノ
道
自
由
ナ
ル
故
、
八
月
上
州
厩
橋
城
主
北
条
安
芸
守
ノ
子
丹
後
守
ニ
初
ハ
弥

五
郎
ト
云
。
謙
信
公
御
代
十
六
歳
初
陣
シ
テ
、
ヨ
ク
数
度
剛
強
働
仕
、
鬼
弥
五

郎
ト
云
レ
タ
ル
士
ナ
リ
。
北
条
殿
ヨ
リ
五
百
騎
差
越
、
三
郎
殿
ヘ
加
勢
也
。
丹

後
守
南
方
衆
ヲ
引
率
シ
、
北
上
野
ヨ
リ
直
越
ニ
松
ノ
山
ノ
峠
ヲ
越
、
御
館
ヘ
来

リ
云
々
。

同
書
に
又
沼
田
の
城
主
藤
田
能
登
守
信
吉
が
北
条
氏
と
の
戦
に
敗
れ
て
、
天
正

十
年
六
月
十
三
日
の
夜
に
こ
の
峠
を
踰
え
て
、
翌
日
清
水
へ
着
い
た
こ
と
が
記

13



し
て
あ
る
。

藤
田
能
州
戸
根
川
ノ
河
上
北
上
野
ノ
内
伊
濃
飛
楚
ヘ
懸
リ
、
直
越
ノ
峠
ヲ
越
テ

越
後
ノ
志
水
谷
ヘ
下
、
長
尾
伊
賀
守
持
ノ
志
水
城
ヘ
入
。

伊
濃
飛
楚
は
他
書
に
犬
伏
と
も
な
っ
て
い
る
。
湯
檜
曾
村
の
言
い
伝
え
で
は
、

往
古
湯
ノ
ソ
ヽ
又
は
湯
ノ
ス
ソ
通
り
と
称
し
た
由
で
あ
れ
ば
、
ユ
ノ
ス
ソ
が
イ

ノ
ヒ
ソ
と
転
訛
し
た
の
か
と
思
わ
れ
る
。
此
等





の
記
事
は
同
時
に
此
峠
が
か
な

り
古
く
か
ら
通
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
『
新
編
会
津

風
土
記
』
に
は
、
清
水
口
の
番
守
安
部
弥
左
衛
門
の
家
に
伝
え
た
古
文
書
と
い

う
の
が
数
通
載
っ
て
い
る
。

　
　
尚
々
其
元
偏
に
頼
入
候
。
以
上
。

急
度
以
書
札
申
入
候
。
仍
当
地
あ
は
さ
は
よ
り
百
姓
共
欠
落
、
其
元
へ
参
候
。

御
意
見
候
て
此
方
へ
罷
帰
候
様
被
成
可
給
候
。
当
年
中
諸
役
儀
ゆ
る
し
可
申
候

間
、
此
筋
目
其
身
共
に
被
仰
候
て
、
早
々
作
前
に
候
間
御
返
し
頼
入
候
。
爰
元

御
用
も
候
は
ゞ
可
被
仰
候
。
如
在
申
間
敷
候
。
恐
々
謹
言
。

　
　
壬
三
月
五
日
。
羽
筑
後
守
昌
幸
　
花
押

忍
越
前
守
能
之
　
花
押

安
弥
左
衛
門
様
　
参
人
々
中

粟
沢
村
の
百
姓
が
清
水
へ
逃
げ
て
行
っ
た
の
を
、
意
見
し
て
帰
し
て
呉

れ
る
よ

う
に
と
の
頼
み
の
状
で
、
羽
筑
後
守
昌
幸
は
沼
田
の
城
主
真
田
安
房
守
で
あ
る
。

忍
越
前
守
能
之
は
沼
田
七
人
衆
と
呼
ば
れ
た
中
の
一
人
で
あ
る
恩
田
越
前
守
で

あ
ろ
う
。
忍
と
恩
と
は
草
字
体
が
酷
似
し
て
い
る
の
で
能

く
誤
ら
れ
る
。
閠
三

月
と
あ
る
の
で
前
後
の
事
情
か
ら
慶
長
四
年
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

　
　
以
上
。

急
度
申
遣
候
。
仍
清
水
越
を
堅
令
停
止
候
間
、
た
れ
〳
〵
者
成
共
通
候
は
ゞ
、

う
ち
取
可
申
候
、
則
さ
い
ほ
う
之
儀
者
其
者
に
可
令
扶
助
条
、
可
有
其
心
得
候
。

又
自
然
清
水
越
通
候
由
申
候
者
在
之
者
、
重
て
聞
届
次
第
に
其
在
々
之
者
共
可

加
成
敗
候
者
也

　
　
九
月
二
十
日
丹
後
守
直
寄
　
花
押

清
水
村
百
姓
中

清
水
越
の
名
が
物
に
見
え
た
初





で
あ
ろ
う
。
此
状
は
明




に

峠
の
通
行
を
禁
止
し

た
も
の
で
、
之



を
犯
し
た
も
の
は
打
取
っ
て
よ
ろ
し
い
、
其



者
の
財
宝
は
打
取

っ
た
者
へ
与
え
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
堀
丹
後
守
直
寄
が
坂
戸
の
城
主
と
な
っ

た
の
は
慶
長
三
年
か
ら
同
十
五
年
迄
で
、
此
禁
令
を
出
し
た
の
も
其
間
の
事
で

あ
ろ
う
。
或
は
前
記
慶
長
四
年
の
百
姓
の
欠
落
一
件
な
ど
が
あ
っ
て
、
交
渉
が

面
倒
な
の
で
此
挙
に
出
た
の
か
も
知
れ
な
い
、
そ
う
す
れ
ば
矢
張





四
年
か
五
年

頃
の
事
と
思
わ
れ
る
。

　
此
禁
令
の
結
果
領
主
は
変
っ
て
も
、
上
州
方
面
か
ら
は
余
り
往
来
す
る
人
も

な
か
っ
た
と
覚
し
く
、
道
の
あ
る
こ
と
さ
え
も
既
に
忘
ら
れ
た
か
、
正
保
の
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『
上
野
図
』
は
勿
論
天
保
十
三
年
の
『
富
士
見
十
三
州
輿
地
之
全
図
』
に
も
、

湯
檜
曾
か
ら
先
に
は
道
が
な
い
。
然



る
に
同
じ
く
天
保
十
三
年
版
の
『
越
後
国

細
見
図
』
に
は
、
路
も
あ
れ
ば
清
水
越
の
文
字
も
あ
り
、
上
州
大
元
村
（
○
之

は
大
穴
村
の
誤




で

あ
る
）
へ
出
る
と
記
し
て
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘





ら
ず
同
じ
年

に
宝
川
へ
湯
治
に
行
っ
た
『
藤
原
温
泉
記
行
』
の
著
者
は
、
既
記
の
如
く
「
清

水
越
と
い
ふ
は
山
中
を
粟
沢
辺
り
へ
越
す
道
あ
り
と
也
、
今
に
道
の
て
い
大
凡

分
る
と
な
り
、
云
々
」
と
伝
聞
の
儘



を
書
い
て
い
る
の
を
見
て
も
、
上
州
側
の

荒
廃
し
て
い
た
証
左
と
す
る
こ
と
を
得
よ
う
。
『
郡
村
誌
』
は
利
根
川
の
西
岸

か
ら
小
烏
帽
子
岳
の
麓
を
繞
っ
て
越
後
へ
の
山
径






が
あ
っ
て
、
謙
信
馬
返
し
岩

と
い
う
の
が
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
一
寸






考
え
る
と
謙
信
が
通
っ
た
若

し
く
は

通
ろ
う
と
し
た
道
ら
し
く
思
わ
れ
る
が
、
越
後
方
面
で
は
此
道
に
就
て
何
等
の

記
事
も
見
当
ら
な
い
。
山
径
と
は
い
い
条
樵
夫
か
猟
師
な
ど
の
稀
に
通
行
す
る

位
の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
謙
信
馬
返
し
岩
は
粟
沢
の
奥
に
あ
る
と
い
う
謙
信

ヶ
洞
と
同
じ
く
、
其
猛
威
に
慴

伏







し
た
土
地
の
人
が
命
名
し
た
も
の
で
、
所



謂


弁
慶
と
同
様
に
意
昧
の
な
い
も
の
と
信
ず
る
。

　
文
化
年
中
（
多
分
六
、
七
年
頃
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
）
越
後
の
米
を
江
戸

に
輸
送
す
る
為
に
、
舟
運
の
許
す
限
り
上
流
ま
で
、
魚
沼
川
と
利
根
川
と
を
利

用
し
、
清
水
峠
を
開
鑿






し
て
、
二
者
を
聯
絡






し
よ
う
と
企
て
た
も
の
が
あ
っ
た
。

開
鑿
と
い
っ
て
も
車
と
迄
は
ゆ
か
ず
、
単
に
牛
馬
を
通
ず
る
に
足
る
路
を
作
る

程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
其
詳
細
は
も
と
よ
り
実
際
工
事
に
着
手
し
た

か
否
か
も
不
明
で
あ
る
が
、
其
時
代
の
状
態
か
ら
推
せ
ば
、
こ
れ
が
実
現
は
不

可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
。
唯



開
鑿
の
道
筋
と
い
う
の
が
、
ど
う
も
湯
檜
曾
谷
で
は

な
く
、
笠
ヶ
岳
の
長
い
尾
根
に
沿
い
、
南
下
し
て
利
根
河
畔
に
達
す
る
計
画
だ

っ
た
よ
う
に
思
え
る
の
で
、
『
藤
原
温
泉
記
行
』
に
い
う
粟
沢
あ
た
り
へ
越
す

道
と
い
う
の
も
、
此
尾
根
筋
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
改
修
し
て
用
に
充

て
よ
う
と

目
論
だ
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考




が

起
っ
た
。
『
郡
村
誌
』
に
越
後
へ
の
山
径

と
い
う
の
も
、
或
は
之
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
或
は
其
一

派
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
と
す
れ
ば
昔
は
或
期
間
だ
け
こ
れ
が
清
水
越

の
道
で
あ
っ
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
、
又
謙
信
が
通
っ
た
こ
と
が
な
い
と
は
い
え

な
い
。
し
か
し
私
は
ま
だ
疑




を

抱
い
て
い
る
。
『
富
士
見
十
三
州
図
』
や
『
利

根
川
図
志
』
の
挿
図
に
は
、
藤
原
の
手
前
か
ら
大
小
烏
帽
子
の
間
に
向
け
て
、

途
中
ま
で
路
が
書
き
入
れ
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
に
宝
川
温
泉
へ
の
道
で
あ
る

べ
き
も
の
が
誤
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
を
憚





ら
な
い
。
と
い
う
の
は
正

保
以
後
の
地
図
が
孰



れ
も
同
図
の
温
泉
へ
の
道
を
記
入
し
な
が
ら
、
湯
有
の
二

字
や
小
屋
の
記
号
を
脱
落
し
た
誤
を
踏
襲
し
て
、
意
味
の
不
明
な
る
ま
ま
に
、

勝
手
に
路
線
を
長
く
し
た
り
、
短
く
し
た
り
、
或
は
位
置
を
換
え
た
り
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

　
維
新
後
交
通
が
頻
繁
と
な
る
に
連
れ
て
、
道
路
改
築
が
企
て
ら
れ
、
明
治
十

四
年
七
月
か
ら
新
道
の
工
事
に
着
手
し
、
同
十
八
年
八
月
に
至
っ
て
竣
工
し
た
。

其
当
時
は
元
よ
り
同
三
十
年
頃
ま
で
は
、
運
送
馬
車
も
通
行
し
て
い
た
が
、
其

後
比
較
的
足
場
の
悪
い
上
州
側
か
ら
次
第
に
荒
廃
し
て
、
今
は
白
樺
小
屋
以
南

は
人
に
も
通
行
不
可
能
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
後
現
に
工
事
中
の
上
越
鉄
道

が
通
ず
る
に
至
れ
ば
、
立
派
に
廃
道
と
な
る
の
運
命
を
有
し
て
い
る
。

笠
ヶ
岳

　
清
水
峠
の
東
南
東
に
聳
ゆ
る
山
で
、
戸
倉
界
の
笠
ヶ
岳
と
区
別
す
る
為
に
私

達
は
之



を
宝
川
笠
ヶ
岳
と
称
し
て
い
る
が
、
此



名
は
測
量
部
の
五
万
の
図
で
初

め
て
知
っ
た
の
で
あ
る
。
古
い
『
正
保
図
』
を
始
め
其



後
の
地
図
に
も
、
一
と

し
て
此
名
を
記
載
し
て
い
る
も
の
は
な
い
許



り
か
、
明
治
十
二
年
の
『
利
根
郡

村
誌
』
や
同
二
十
一
年
の
藤
原
村
及







湯
桧
曾
村
の
書
上
に
も
決
し
て
見
当
ら
な
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い
所
か
ら
推
す
と
、
極
め
て
近
年
の
称
呼
か
或
は
他
の
地
方
で
呼
ん
で
い
た
も

の
が
地
元
へ
輸
入
さ
れ
た
も
の
と
信
ず
る
。
こ
れ
が
藤
原
の
奥
に
で
も
あ
る
こ

と
か
、
其
入
口
に
あ
っ
て
而



も
標
高
は
千
九
百
四
十
五
米
三
と
測
ら
れ
、
利
根

川
右
岸
の
最
高
峰
牛
ヶ
岳
に
比
し
て
、
僅





に
十
五
、
六
米
ほ
ど
低
い
に
過
ぎ
な

い
顕
著
な
山
で
あ
り
な
が
ら
、
地
図
に
其
名
が
記
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、

固
有
の
名
を
紛
失
し
た
り
す
る
の
は
、
寧
ろ
不
思
議
と
称
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

藤
原
方
面
か
ら
は
余
り
高
低
の
な
い
長
い
尾
根
を
真
横
に
見
る
為
に
、
ど
う
こ

じ
つ
け
て
も
笠
に
は
な
ら
な
い
。
南
方
大
穴
村
あ
た
り
で
は
勿
論
最
高
点
は
見

え
な
い
が
、
秀
麗
と
は
言
い
兼
ね
る
ま
で
も
、
先
ず
檜
笠
位
の
形
に
は
見
え
る
。

『
郡
村
誌
』
に
は
旭
ヶ
岳
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
湯
檜
曾
村
の
名
で
あ
っ
て
、

藤
原
方
面
で
は
広
河
原
岳
と
呼
ん
で
い
た
ら
し
い
。

旭
ヶ
岳
　
広
ヶ
原
岳
ト
モ
云
。
高
二
十
九
町
、
村
ノ
西
方
ニ
ア
リ
。
西
南
ハ
湯

檜
曾
村
粟
沢
村
ニ
属
シ
、
山
脈
夜
後
村
垂
木
沢
峰
ニ
連
リ
、
利
根
川
ノ
西
岸
ニ

限
ル
。
北
ハ
大
烏
帽
子
岳
東
北
ハ
小
烏
帽
子
岳
ニ
連
ル
。
渓
水
数
条
ヲ
出
ス
。

こ
れ
は
藤
原
村
の
条
で
あ
る
が
、
湯
檜
曾
村
の
方
に
は

朝
日
岳
　
高
二
百
丈
、
村
ノ
東
北
ニ
ア
リ
。
嶺
上
ヨ
リ
南
方
本
村
、
北
方
越
後

国
魚
沼
郡
清
水
村
、
東
方
藤
原
村
ニ
属
ス
。
山
脈
東
方
藤
原
村
ノ
大
烏
帽
子
小

烏
帽
子
岳
ニ
連
リ
、
南
方
ニ
延
テ
村
中
ニ
起
伏
シ
、
北
方
ニ
走
シ
テ
清
水
村
ノ

諸
山
ニ
連
ル
。
西
方
ニ
走
ル
モ
ノ
ハ
谷
川
ノ
奥
富
士
山
ニ
通
亘
シ
テ
越
後
国
境

ヲ
ナ
ス
。
山
中
雑
木
多
シ
。
登
路
三
条
、
一
ハ
本
村
ヨ
リ
上
ル
、
高
サ
二
里
十

五
町
。
一
ハ
南
方
湯
檜
曾
橋
ヨ
リ
上
ル
、
高
一
里
十
四
町
。
両
道
易
シ
テ
遠
シ
。

一
ハ
山
中
ノ
字
一
ノ
倉
ヨ
リ
上
ル
、
高
十
五
町
、
嶮
ニ
シ
テ
近
シ
。
渓
水
二
条

ア
リ
、
下
流
湯
檜
曾
川
ニ
入
ル
。

上
ノ
原
よ
り
見
た
る
笠
ヶ
岳

『
郡
村
誌
』
は
各
村
の
書
上
を
唯
一
の
材
料
と
し
て
編
纂
し
た
も
の
で
、
多
く

の
場
合
編
者
は
少
し
も
実
際
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
幸




に

其
人
が

適
材
で
あ
る
な
ら
ば
立
派
な
書
物
が
出
来
上
る
で
あ
ろ
う
が
、
左

も
な
い
時
に

は
其
編
纂
が
反





て
累
を
な
し
て
、
取
捨
に
迷
う
よ
う
な
記
事
に
屡




遭

遇
す
る
。

『
利
根
郡
村
誌
』
な
ど
は
不
幸
に
し
て
よ
い
編
纂
と
は
申
し
悪



い
。
同
じ
山
に

旭
と
書
い
た
り
朝
日
と
書
い
た
り
し
て
更
に
統
一
が
な
い
、
其
上
に
前
後
撞
着

左
右
齟
齬
彼
此
混
同
と
い
う
工
合
に
不
得
要
領
の
記
事
が
至
る
所
に
あ
る
の
で
、

之
を
読
む
際
に
は
細
心
の
注
意
を
要
す
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
登
路
な
ど
も
、

最
も
遠
か
る
可
藤
筈
の
湯
檜
曾
橋
か
ら
の
登
路
が
、
本
村
か
ら
の
登
路
よ
り
一

里
も
近
く
、
そ
し
て
一
ノ
倉
か
ら
は
十
五
町
と
あ
る
。
そ
ん
な
路
が
あ
る
と
し

て
も
そ
れ
は
尨
大
な
山
塊
の
一
地
点
へ
の
路
で
、
決
し
て
最
高
点
へ
の
路
で
は

な
い
。
或
は
考
え
よ
う
に
依
っ
て
は
、
千
七
百
五
十
米
の
峰
か
若



く
は
千
八
百

五
十
二
米
の
峰
が
旭
ヶ
岳
で
あ
っ
て
、
山
塊
の
最
高
点
は
大
烏
帽
子
山
で
は
な

い
か
と
も
取
れ
る
。
然



し
そ
う
す
る
と
不
都
合
を
生
ず
る
場
合
の
方
が
多
い
か

ら
、
此
考






は
撤
回
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
要
す
る
に
最
高
点
へ
の
登
路
は
無
い
の

で
、
藤
原
方
面
か
ら
は
宝
川
に
沿
う
て
、
湯
檜
曾
方
面
か
ら
は
清
水
峠
又





は
其

附
近
か
ら
登
る
の
が
、
比
較
的
楽
で
あ
る
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
。
詳
細
は
前
記
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武
田
君
の
記
事
に
就
て
知
ら
れ
た
い
。
尚

お
湯
檜
曾
川
は
北
方
越
後
国
境
の
大

峰
山
か
ら
発
源
す
と
『
郡
村
誌
』
の
湯
檜
曾
村
の
条
に
あ
る
の
で
、
笠
ヶ
岳
に

大
峰
山
の
異
名
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
他
に
大
峰
山
の
記
事
が
な
い
の

で
何
と
も
判
断
の
下
し
よ
う
が
な
い
。
し
か
し
同
村
の
書
上
に
は
、
源
を
旭
日

岳
に
発
し
と
記
し
て
あ
る
。

朝
日
岳
（
大
烏
帽
子
岳
）
と
小
烏
帽
子
岳

　
朝
日
岳
は
所
謂






大
烏
帽
子
岳
で
あ
る
。
古
く
は
『
正
保
図
』
よ
り
最
近
測
量

部
の
輯
製
二
十
万
に
至
る
ま
で
、
如
何
な
る
地
図
に
も
大
小
烏
帽
子
の
名
は
記

載
し
て
あ
る
が
、
さ
て
そ
れ
が
実
際
ど
の
山
に
相
当
す
る
か
に
就
て
は
、
ま
る

で
雲
を
つ
か
む
よ
う
に
捉
え
所
が
な
か
っ
た
。
土
地
の
人
に
聞
き
質



し
て
見
て

も
、
大
小
烏
帽
子
の
名
は
知
っ
て
い
る
が
、
今
で
は
夫



が
ど
の
山
で
あ
る
か
を

指
点
す
る
こ
と
を
得
な
い
有
様
で
あ
る
。
已

む
な
く
之



を
記
文
に
攷





え
て
朝
日

岳
を
大
烏
帽
子
岳
と
断
定
し
た
の
で
あ
る
。

大
烏
帽
子
岳
　
高
廿
八
町
、
村
ノ
西
北
ニ
峙
立
ス
。
山
脈
南
方
旭
ヶ
岳
ニ
連
リ
、

東
方
二
脈
ト
ナ
リ
、
一
ハ
利
根
川
ニ
至
リ
、
一
ハ
小
烏
帽
子
岳
ニ
亘
リ
、
北
方

ハ
琴
伏
岳
（
○
琴
牛
）
ニ
連
リ
、
西
ハ
越
後
国
魚
沼
郡
清
水
村
ノ
奥
巻
旗
山
牛

ヶ
岳
ニ
通
亘
ス
。
山
羊
沢
小
繋
沢
東
方
ニ
発
ス
。

例
の
『
郡
村
誌
』
の
記
事
で
あ
る
。
小
繋
沢
が
東
方
に
発
源
す
と
あ
る
こ
と
や
、

又


小
繋
川
の
条
に
白
檜
渓
が
大
烏
帽
子
の
山
脚
刃
物
ヶ
崎
の
岩
峡
よ
り
発
す
と

あ
る
事
な
ど
か
ら
推
せ
ば
、
朝
日
岳
の
北
に
あ
る
千
七
百
四
十
四
米
の
峰
が
大

烏
帽
子
ら
し
く
考
え
ら
れ
る
。
然



し
こ
れ
は
高
さ
の
関
係
か
ら
い
う
て
「
東
方

二
脈
と
な
り
、
一
は
利
根
川
に
至
り
云
々
」
と
あ
る
其



脈
が
大
烏
帽
子
か
ら
千

七
百
四
十
四
米
の
峰
を
経
て
刃
物
ヶ
崎
に
至
る
も
の
と
取
れ
ぬ
事
も
な
い
。
何

に
せ
牛
ヶ
岳
や
巻
機






山
が
西
に
当
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
推
定
に
骨
の
折
れ

る
こ
と
一
通
り
で
は
な
い
。
『
上
野
国
志
』
に
は
「
小
烏
帽
子
の
東
（
○
実
は

東
で
な
く
正
し
く
は
西
北
の
誤
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
昔
の
地
図
に
拠

れ
ば
東
と

書
く
も
無
理
は
な
い
）
に
あ
り
、
越
後
に
て
も
同
名
」
と
あ
る
の
で
、
『
会
津

風
土
記
』
を
見
る
と
魚
沼
郡
の
条
に

大
烏
帽
子
山
　
同
組
（
○
塩
沢
組
）
早
川
村
ノ
枝
村
清
水
ノ
南
ニ
ア
リ
。
支
峰

多
ク
高
山
ナ
リ
。
登
川
是
ヨ
リ
出
。
山
中
ニ
馬
峠
ト
テ
上
野
国
利
根
郡
湯
檜
曾

村
ニ
出
ル
路
ア
リ
。
東
南
ハ
利
根
郡
藤
原
村
湯
檜
曾
村
ノ
山
ニ
連
リ
、
西
ハ
土

樽
村
ノ
西
ニ
続
キ
、
北
ハ
清
水
滝
谷
村
ト
ニ
属
ス
。

清
水
村
の
山
川
の
部
に
は
、

大
烏
帽
子
山
　
清
水
ノ
南
三
里
許
ニ
ア
リ
、
登
ル
コ
ト
一
里
三
十
町
余
、
東
南

ハ
藤
原
村
及
湯
檜
曾
村
ノ
山
ニ
連
レ
リ
。

上
ノ
原
よ
り
西
北
を
望
む

17



こ
れ
で
見
る
と
大
烏
帽
子
岳
は
朝
日
岳
の
よ
う
で
も
あ
り
、
又
宝
川
笠
ヶ
岳
の

よ
う
で
も
あ
る
。
或
は
寧
ろ
笠
ヶ
岳
の
方
が
記
事
に
適
切
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、

笠
ヶ
岳
は
僅





に
山
脚
の
一
部
の
み
が
越
後
に
属
し
て
い
る
点
と
、
清
水
方
面
か

ら
眺
め
て
は
朝
日
岳
の
方
が
高
さ
は
低
い
が
山
容
顕
著
で
あ
る
ら
し
く
想
像
さ

れ
る
の
で
、
朝
日
岳
を
そ
れ
に
充

て
る
こ
と
に
し
た
。
『
藤
原
温
泉
記
行
』
に

は
既
記
の
如
く
大
烏
帽
子
を
越
後
に
て
は
朝
日
岳
と
い
う
と
明
瞭
に
記
し
て
あ

る
。
尤
も
こ
れ
と
て
も
湯
檜
曾
で
い
う
旭
ヶ
岳
（
既
ち
笠
ヶ
岳
）
の
名
が
越
後

へ
も
広
ま
っ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
と
す
れ
ば
、
笠
ヶ
岳
が
大
烏
帽
子
岳
と
な
る
訳

で
あ
る
し
、
又
宝
川
を
遡
っ
て
山
へ
登
る
程
な
ら
ば
、
朝
日
岳
よ
り
も
笠
ヶ
岳

の
方
が
高
く
且



近
い
か
ら
、
ど
う
も
こ
れ
へ
登
り
そ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
又
逆

に
こ
の
朝
日
岳
か
ら
笠
ヶ
岳
ま
で
も
上
州
側
で
朝
日
岳
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た

の
か
も
知
れ
ぬ
と
も
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
そ
う
悪
く
気
を
廻
す
に
も
及
ば
な

い
で
あ
ろ
う
。
同
書
に
布
引
山
よ
り
大
烏
帽
子
へ
掛
る
処
云
々
と
あ
る
布
引
山

は
、
朝
日
岳
か
ら
東
南
に
派
出
し
た
尾
根
が
千
六
百
六
十
米
の
圏
を
有
す
る
峰

か
ら
南
方
に
延
び
た
連
嶺
の
称
で
あ
る
か
ら
、
此



場
合
大
烏
帽
子
は
よ
く
朝
日

岳
に
あ
て
は
ま
る
。
畢

竟







す
る
に
大
烏
帽
子
断
定
の
根
本
資
料
は
、
宝
川
が

旭
ヶ
岳
即
ち
笠
ヶ
岳
と
大
烏
帽
子
岳
と
の
間
に
発
源
す
と
あ
る
記
事
が
第
一
で
、

此
山
が
上
越
界
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
第
二
で
あ
る
。
そ
し
て
山
名
の
因



て
起

る
に
至
っ
た
烏
帽
子
に
似
た
山
を
其
範
囲
で
物
色
し
た
な
ら
ば
、
山
稜
上
に
八

十
米
の
円
錐
塔
を
押
立
て
て
い
る
朝
日
岳
は
、
他
の
紛
ら
わ
し
い
候
補
者
を
一

蹴
し
て
、
正
し
く
其
座
を
占
む
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
此
山
は
越
後
方
面
の
清
水
街
道
か
ら
登
れ
ば
、
沢
に
し
て
も
尾
根
に
し
て
も

僅
に
五
百
米
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
よ
し
や
急
峻
で
あ
っ
て
も
大
し
た
事
は
あ
る

ま
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
小
烏
帽
子
は
『
上
野
国
志
』
に
「
越
後
界
に
あ
り
、
越
後
に
て
吾
妻
山
と
云

ふ
」
と
あ
る
が
、
『
会
津
風
土
記
』
に
拠
る
と
「
ア
ツ
マ
山
、
清
水
の
辰
巳
の

方
一
里
余
に
あ
り
、
登
る
こ
と
一
里
十
八
町
、
藤
原
村
と
峰
を
界
と
す
」
と
あ

っ
て
、
五
万
の
地
図
の
柄
沢
山
に
相
当
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
他
に
小
烏
帽

子
の
記
事
は
見
当
ら
な
い
。
『
上
野
国
志
』
が
越
後
界
と
書
い
た
の
は
、
つ
ま

り
地
図
に
誤
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
此
山
は
全
然
藤
原
に
属
し
た
山
で
越
後
界
の

山
で
は
な
い
。
『
郡
村
誌
』
の
記
事
は
比
較
的
要
領
を
得
て
い
る
。

小
烏
帽
子
岳
　
高
廿
六
町
、
村
ノ
西
北
ニ
ア
リ
。
山
脈
北
西
方
大
烏
帽
子
岳
ニ

連
リ
、
山
脚
東
方
赴
ク
モ
ノ
芦
沢
ノ
両
岸
ヲ
圧
シ
テ
利
根
川
ニ
限
リ
、
南
方
ハ

字
宝
川
ニ
至
ツ
テ
布
川
山
（
○
布
引
山
ノ
誤
写
）
ト
ナ
リ
、
北
方
山
羊
沢
ニ
達

ス
。
南
方
宝
川
ノ
源
ヲ
出
シ
、
俎
板
倉
沢
恵
根
子
沢
等
之
ニ
会
ス
。
利
根
川
ノ

西
岸
ヨ
リ
山
東
ヲ
繞
テ
越
後
国
ヘ
ノ
山
道
ア
リ
、
コ
ヽ
ニ
謙
信
馬
返
シ
岩
ト
云

ア
リ
。

上
ノ
原
よ
り
見
た
る
柄
沢
山

之
を
五
万
の
地
図
に
照
し
て
見
る
と
、
疑
う
余
地
も
な
く
前
記
の
千
六
百
六
十

米
の
圏
を
有
す
る
峰
即
ち
布
引
山
の
最
高
点
に
当
っ
て
い
る
。
然
し
此
峰
は
烏

帽
子
状
を
呈
し
て
い
る
と
は
称
し
難
い
。
そ
こ
で
私
の
考




で

は
此
峰
と
朝
日
岳

と
の
中
間
に
在
る
千
七
百
六
〇
米
の
圏
を
有
す
る
峰
が
そ
れ
で
は
な
い
か
と
思

う
。
『
郡
村
誌
』
の
記
事
は
結
構
此
位
の
寛
容
度
を
有
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

私
達
が
奥
山
の
旅
を
終
え
て
、
湯
之
小
屋
か
ら
打
上
へ
の
帰
途
上
ノ
原
附
近
で
、
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夕
立
あ
が
り
の
横
雲
の
た
だ
よ
う
西
北
の
連
山
を
眺
め
な
が
ら
、
沢
に
は
最
も

精


し
い
人
夫
の
一
人
が
、
一
は
高
く
一
は
低
く
相
接
し
て
雲
の
上
に
尖
っ
た
頭

を
露
し
て
い
る
山
を
指
し
て
、
「
大
烏
帽
子
小
烏
帽
子
は
あ
れ
で
は
な
い
か
な

あ
」
と
半
ば
独
語
の
よ
う
に
い
う
た
が
、
そ
れ
が
こ
の
山
と
朝
日
岳
と
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

朝
日
岳
以
北
の
諸
山

　
大
小
烏
帽
子
山
の
名
は
昔
か
ら
著
名
で
あ
る
に
拘





ら
ず
、
ど
の
山
が
そ
れ
で

あ
る
か
判
然
し
な
い
為
に
、
私
の
能



う
限
り
の
範
囲
内
に
於
て
試
に
断
定
を
下

し
て
見
た
訳
で
あ
る
が
、
実
際
登
山
し
よ
う
と
す
る
人
に
対
し
て
役
に
立
つ
一

言
半
句
を
附
け
加
え
る
こ
と
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
朝
日
岳
か
ら
小
沢
岳
に
至

る
間
の
国
境
山
脈
の
諸
山
に
就
て
も
遺
憾
な
が
ら
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
で
此
等





は
総
て
実
査
の
後
に
取
扱
う
こ
と
に
し
て
、
茲



に
は
省
略
す
る
こ
と
に
し
た
。

私
の
経
験
で
は
千
八
百
米
を
超
え
て
い
れ
ば
、
尾
根
は
概
し
て
木
は
少
な
く
、

主
と
し
て
笹
を
生
じ
て
い
る
が
、
其



笹
も
二
尺
に
余
る
場
合
は
殆
ど
な
い
。
多

く
は
一
尺
前
後
で
あ
る
か
ら
、
さ
し
て
歩
行
を
妨
げ
ら
れ
る
憂
は
な
い
と
い
う

て
よ
い
。
然



し
夫



以
下
の
標
高
で
は
先
ず
藪
が
深
い
も
の
と
覚
悟
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
朝
日
岳
か
ら
牛
ヶ
岳
に
至
る
間
に
も
、
二
、
三
ヶ
所
は
こ
う
い
う

所
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
牛
ヶ
岳
は
高
頭






君
が
清
水
か
ら
登
ら
れ
、
第
八
回
日
本

山
岳
会
小
集
会
の
席
上
で
其
話
を
さ
れ
た
。
其
大
要
は
『
山
岳
』
第
十
四
年
第

三
号
に
載
せ
て
あ
る
。

　
牛
ヶ
岳
か
ら
山
脈
が
東
に
折
れ
て
東
五
十
沢
山
（
仮
に
五
十
沢
川
の
源
頭
に

あ
る
千
九
百
一
米
の
峰
を
西
峰
、
千
八
百
三
十
四
米
七
の
峰
を
東
峰
と
し
、
総

称
し
て
五
十
沢
山
と
い
う
）
に
至
る
迄
と
、
又



小
沢
岳
か
ら
三
番
手
山
（
千
七

百
九
十
米
四
の
三
角
点
を
含
む
山
）
、
三
石






山
（
千
六
百
二
十
一
米
の
峰
）
に

至
る
迄
と
は
、
遠
望
し
た
所
で
は
さ
し
た
る
事
も
有
る
ま
い
と
見
た
が
、
両
者

の
中
間
に
在
る
千
五
百
米
前
後
の
部
分
は
藪
が
深
か
ろ
う
と
思
わ
れ
た
。
然
し

牛
ヶ
岳
を
早
発
し
て
強
行
す
れ
ば
、
或
は
一
日
で
小
沢
岳
に
到
り
得
る
か
も
知

れ
な
い
。
勿
論
日
の
短
い
秋
の
頃
で
は
覚
束
な
い
で
あ
ろ
う
。

小
沢
岳
（
月
ヶ
岳
）

　
打
上
か
ら
湯
之
小
屋
へ
行
く
途
中
に
上
ノ
原
と
呼
ぶ
高
台
が
あ
る
、
高
さ
は

千
米
前
後
で
あ
る
が
、
極
め
て
広
闊
な
原
で
あ
っ
て
、
且



眺
望
に
富
ん
で
い
る
。

村
で
は
一
も
見
る
こ
と
を
得
な
い
奥
山
、
殊
に
利
根
川
右
岸
の
雪
に
輝
く
山
々

の
姿
を
望
む
こ
と
が
出
来
る
。
中
に
も
小
沢
岳
を
中
心
と
し
て
右
は
幽
沢
山
、

左
は
三
番
手
及







三
石
の
二
山
に
亘



る
一
連
の
山
塊
は
、
紺
青
の
肌
に
幾
多
の
雪

渓
を
鏤





め
た
全
容
を
露
し
て
、
最
も
壮
観
を
呈
し
て
い
る
。
何
の
二
千
米
足
ら

ず
の
山
と
多
寡
を
括
っ
て
い
る
人
も
、
見
て
は
登
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な
る

山
で
あ
る
。
私
達
が
奥
山
跋
渉
の
振
出
し
に
よ
く
も
此



山
を
選
び
当
て
た
と
感

じ
た
時
の
喜




と

満
足
と
は
言
う
に
及
ば
な
い
事
で
あ
っ
た
。
標
高
千
九
百
四
十

四
米
、
笠
ヶ
岳
と
共
に
牛
ヶ
岳
に
次
ぐ
利
根
川
右
岸
の
高
峰
で
あ
る
。

月
ヶ
岳
　
小
沢
岳
、
幽
ノ
沢
峰
ト
モ
云
。
高
一
里
、
村
ノ
北
ニ
ア
リ
。
北
方
駒

ヶ
岳
ニ
連
リ
、
東
方
ノ
山
脚
ハ
赤
松
山
ト
ナ
リ
、
利
根
川
ノ
西
岸
ニ
達
シ
、
湯

ノ
花
温
泉
ア
リ
。
南
方
小
沢
一
番
手
渓
ヨ
リ
五
番
手
渓
ノ
五
渓
水
ヲ
出
シ
、
北

方
琴
牛
岳
ニ
通
シ
、
西
方
越
後
国
伊
香
沢
村
ニ
属
ス
。
同
村
之
ヲ
月
山
ト
云
。

東
ノ
嶺
上
ニ
沼
ア
リ
、
月
ノ
沼
ト
イ
フ
。
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こ
れ
は
『
郡
村
誌
』
の
記
事
で
あ
る
が
、
幽
ノ
沢
峰
と
唱
え
る
に
は
少
し
距
離

が
遠
き
に
失
す
る
。
私
が
『
郡
村
誌
』
の
記
事
に
寛
容
度
が
あ
る
と
い
う
た
の

は
、
斯
様





な
場
合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
五
万
分
一
図
の
幽
ノ
沢
山
は
蓋



し
そ

の
所
を
得
た
も
の
と
称
し
て
よ
い
。
輯
製
二
十
万
の
日
光
図
幅
に
大
烏
帽
子
山

と
小
烏
帽
子
山
と
の
間
に
月
山
と
記
し
て
あ
る
の
は
此
山
を
意
味
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
。

　
藤
原
か
ら
此
山
に
登
る
捷
路
は
、
先
ず
利
根
の
本
流
に
沿
う
て
遡
り
、
奈
良

沢
か
ら
其



支
流
幽
ノ
沢
に
入
り
、
幽
ノ
沢
山
の
西
方
鞍
部
に
出
で
、
其

処

か
ら

山
稜
を
北
進
し
て
頂
上
に
達
す
る
こ
と
で
あ
る
。
打
上
か
ら
優
に
二
日
を
要
す

る
で
あ
ろ
う
。
私
達
は
初
日
に
大
芦
で
米
味
噌
其
他
の
買
入
に
手
間
取
り
、
午

後
は
又



大
夕
立
に
降
り
込
め
ら
れ
て
、
未
だ
三
時
に
も
な
ら
ぬ
う
ち
に
矢
木
沢

の
手
前
に
在
る
大
巻
の
小
屋
で
泊
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
翌
日
は
幽
ノ
沢
が
魚
留
瀑
以
上
全
部
雪
渓
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
か

っ
た
の
で
、
瀑
の
多
い
峡
谷
を
遡
行
す
る
困
難
を
慮





っ

て
、
本
流
と
平
沢
と
の

間
の
尾
根
を
登
る
こ
と
に
し
た
。
初





は
下
生
え
の
少
な
い
椈
の
大
森
林
の
中
を

登
る
の
で
至
っ
て
暢
気





で
あ
っ
た
が
、
千
三
百
米
位
か
ら
喬
木
が
減
じ
て
次
第

に
藪
が
甚
し
く
な
り
、
令
法






や
石
楠
や
、
犬
黄
楊









な
ど
の
密
叢
が
最
も
人
を
苦

し
め
る
。
伊
良
沢
岳
に
続
く
尾
根
に
合
し
て
か
ら
は
、
可

な
り
年
数
を
経
た
相

応
に
太
い
一
丈
あ
ま
り
の
頑
強
な
木
立
の
中
に
取
り
込
め
ら
れ
、
そ
れ
が
又



意

地
悪
く
密
生
し
て
い
る
の
で
、
ど
う
に
も
動
き
が
取
れ
な
い
。
漸
く
の
こ
と
で

四
番
手
渓
の
上
部
に
当
る
尾
根
の
側
面
に
残
雪
の
あ
る
所
ま
で
漕
ぎ
付
け
て
、

す
り
鉢
状
の
窪
地
に
野
営
し
た
。
三
日
目
は
小
沢
岳
の
東
南
に
在
る
岩
峰
か
ら

正
南
に
派
出
し
た
尾
根
の
突
端
の
隆
起
を
目
懸
け
て
、
今
度
は
束
に
し
た
よ
う

な
陣
竹
の
藪
を
掻
き
分
け
な
が
ら
登
っ
て
行
く
と
、
右
側
に
薬
研





状
の
長
い
窪

地
が
続
い
て
内
側
に
は
竹
が
少
な
い
。
そ
れ
を
登
り
詰
め
て
右
に
小
高
い
土
堤

を
超
え
た
向
う
側
が
草
地
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
初
め
て
解
放
さ
れ
た
よ
う
な

心
安
さ
を
感
じ
た
。
白
根
葵








、
小
岩
鏡








、
白
い
花
の
撫
子






、
日
光
黄
菅









、
白
花

石
楠
な
ど
が
花
盛
り
で
、
一
見
お
花
畑
の
よ
う
で
あ
る
。
此

処

か
ら
瞰
下
す
る

と
幽
ノ
沢
の
全
渓
が
雪
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
の
が
分
っ
た
。
若

し
第
一
日
に
私

達
の
よ
う
に
四
時
間
以
上
も
空
費
す
る
事
が
な
け
れ
ば
、
打
上
か
ら
カ
ハ
ゴ
ッ

沢
ま
で
は
来
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
沢
は
地
図
に
幽
ノ
沢
と
記
入
し
て
あ
る

沢
の
字
の
下
で
右
か
ら
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
翌
日
は
河
伝
い
に

遅
く
も
午
後
二
時
か
二
時
半
に
は
鞍
部
に
登
り
着
け
る
。
大
略
七
時
間
の
行
程

と
思
え
ば
間
違
あ
る
ま
い
。
そ
れ
か
ら
頂
上
ま
で
は
一
時
間
半
で
楽
に
登
れ
る
。

然


し
幽
ノ
沢
の
雪
が
連
続
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
尾
根
を
登
る
よ
り
外
に
方

法
は
な
い
。

上
ノ
原
よ
り
正
面
に
小
沢
岳
を
望
む

　
草
地
か
ら
試
に
尾
根
上
に
出
て
見
た
。
人
長
よ
り
少
し
短
い
が
相
変
ら
ず
藪

が
ひ
ど
い
。
陣
竹
、
七
竈
、
白
花
石
楠
な
ど
が
主
な
る
邪
魔
物
で
あ
る
。
ギ
ュ

ッ
と
雪
の
詰
っ
た
小
沢
の
谷
を
超
え
て
向
う
に
続
く
牛
ヶ
岳
の
連
嶺
に
は
、
吹

き
募
る
風
に
送
ら
れ
て
絶
え
ず
綿
の
よ
う
な
雲
が
屯





し
て
い
た
。
ま
た
草
地
を

縫
い
な
が
ら
幽
ノ
沢
山
と
の
連
絡
点
に
出
る
。
東
の
鞍
部
に
は
水
を
湛
え
た
小

池
が
二
つ
程
見
ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら
は
岩
石
の
露
出
し
た
偃
松
と
石
楠
の
非
常

に
繁
っ
て
い
る
痩
尾
根
を
、
同
じ
く
東
側
を
搦



み
登
っ
て
一
寸






し
た
鞍
部
に
下

る
と
右
手
の
陣
竹
の
中
か
ら
熊
が
か
け
出
し
て
、
す
ぐ
左
手
の
藪
に
逃
げ
込
ん

だ
。
暫
く
し
て
後
ろ
で
ワ
イ
ワ
イ
騒
い
で
い
る
声
に
振
り
返
え
る
と
、
今
下
っ

て
来
た
岩
山
の
上
で
三
人
の
人
夫
が
手
に
手
に
石
を
拾
っ
て
下
か
ら
登
っ
て
行

く
熊
に
投
げ
付
け
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
熊
は
慌
て
て
復



西
側
の
陣
竹
の
中
に
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隠
れ
た
様
子
で
あ
る
。
こ
れ
が
奥
山
で
見
た
唯
一
の
熊
で
あ
っ
た
。

　
岩
銀
杏








の
間
に
白
山
小
桜
の
花
叢
が
散
点
し
た
東
側
の
草
地
を
東
北
に
廻
り

込
む
よ
う
に
辿
っ
て
行
く
。
小
さ
い
池
が
あ
る
、
こ
れ
が
『
郡
村
誌
』
に
所
謂






月
ノ
沼
で
あ
ろ
う
、
此
外
に
は
附
近
に
そ
れ
ら
し
い
も
の
は
見
当
ら
な
か
っ
た
。

傾
斜
が
少
し
急
に
な
っ
て
、
間
も
な
く
刈
り
込
ん
だ
よ
う
に
奇
麗
な
一

尺

許

の

笹
の
中
を
左
斜
に
登
り
切
る
と
小
沢
岳
の
円



い
頂
上
で
あ
る
、
打
上
か
ら
二
日

半
を
要
し
た
。
見
渡
し
た
所
一
面
の
笹
原
で
、
少
数
の
禾
本





科
植
物
の
外
に
は
、

岩
石
も
な
け
れ
ば
目
を
喜
ば
せ
る
草
花
も
な
い
、
下
か
ら
眺
め
て
想
像
し
た
の

と
は
打
っ
て
変
っ
た
至
極
平
凡
な
も
の
で
あ
っ
た
。
然
し
頂
上
か
ら
少
し
東
に

下
る
と
石
英
閃
緑
岩
が
露
出
し
、
残
雪
か
ら
滴
る
水
が
ひ
た
ひ
た
と
流
れ
て
い

る
湿
地
に
は
毛
氈
苔
が
美
し
く
、
草
地
に
は
岩
銀
杏
に
交
っ
て
白
山
小
桜
の
花

が
深
紅
に
燃
え
て
い
た
。
人
夫
の
話
に
拠

る
と
下
津
川
は
さ
し
て
困
難
な
く
通

行
さ
れ
る
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
越
後
方
面
か
ら
は
此
沢
を
上
れ
ば
直
接
に
達
せ

ら
れ
る
訳
で
あ
る
。
或
は
下
津
川
よ
り
更
に
奥
の
　
　
恐
ら
く
三
国





川
の
本
流

と
思
わ
れ
る
沢
を
遡
っ
て
下
津
川
山
か
ら
取
り
付
く
も
よ
か
ろ
う
し
、
又
は
牛

ヶ
岳
か
ら
尾
根
を
縦
走
す
る
も
よ
い
。
孰





に
し
て
も
藤
原
か
ら
登
る
の
と
日
程

に
大
差
は
あ
る
ま
い
と
思
う
。
此
日
は
雲
が
頻





に
飛
ん
で
広
い
筈
の
眺
望
も
、

北
で
は
中
ノ
岳
の
連
山
、
西
か
ら
南
に
か
け
て
は
牛
ヶ
岳
か
ら
宝
川
の
笠
ヶ
岳

に
至
る
間
の
諸
山
に
限
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
遺
憾
で
あ
っ
た
。
附
近
に
あ
ま

り
適
当
な
野
営
地
は
な
い
。

下
津
川
山

　
小
沢
岳
の
頂
上
か
ら
北
微
東
に
向
っ
て
草
地
を
二
十
分
も
下
る
と
鞍
部
に
達

す
る
、
こ
の
鞍
部
か
ら
下
津
川
山
の
頂
上
ま
で
は
四
十
分
で
足
り
る
。
初





は
草

地
で
、
次
に
岩
石
の
露
出
し
た
痩
尾
根
と
な
り
、
偃
松
石
楠
大
米
躑
躅
な
ど
が

岩
間
に
簇
生






し
て
い
る
。
頂
上
は
小
沢
岳
よ
り
狭
く
且



高
さ
も
十
六
、
七
米
低

い
が
、
二
等
三
角
点
を
取
り
巻
い
て
岩
塊
の
狼
藉
た
る
上
に
、
偃
松
や
石
楠
が

枝
を
延
し
、
四
、
五
寸
の
小
笹
に
交
っ
て
苔
桃






、
御
前
橘









、
イ
ワ
ハ
ゼ
、
ウ

イ
キ
ョ
ウ
、
深
山
鍬
形









、
三
葉
黄
蓮









な
ど
、
山
の
植
物
も
乏
し
く
な
い
の
で
、

確

に

小
沢
岳
よ
り
も
高
山
相
を
呈
し
て
い
る
。
頂
上
か
ら
東
に
出
る
沢
は
流
れ

て
北
ノ
谷
と
な
り
、
本
谷
と
合
し
て
か
ら
小
沢
岳
の
東
に
発
源
す
る
南
ノ
谷
を

容
れ
、
東
南
に
流
れ
て
小
穂
口
山
の
西
麓
で
ブ
ナ
沢
を
併
せ
、
小
穂
口
沢
と
な

っ
て
利
根
川
に
注
い
で
い
る
。
本
谷
の
瀑
は
細
い
が
可

な
り
高
い
よ
う
で
あ
っ

た
。

　
此
山
か
ら
西
北
に
向
っ
て
派
出
し
た
尾
根
は
、
下
津
川
と
三
国
川
の
上
流
と

の
間
に
蟠
崛
し
て
、
長
い
頂
上
を
南
北
に
展
開
し
た
一
座
の
雄
大
な
山
を
聳
起

し
て
い
る
。
三
角
点
の
標
高
は
千
七
百
七
十
四
米
二
と
測
ら
れ
て
い
る
が
、
最

高
点
は
中
央
に
在
っ
て
五
、
六
米
突









は
高
い
で
あ
ろ
う
。
東
か
ら
望
め
ば
破
風

の
形
に
も
見
え
る
。
高
さ
に
比
し
て
実
に
立
派
な
山
で
、
殊
に
東
面
に
懸
る
数

条
の
長
い
雪
渓
が
一
し
お
の
壮
観
を
添
え
て
い
る
。
名
を
知
ら
な
い
か
ら
仮
に

三
国
川
の
三
国
の
字
を
変
え
て
佐
具
利
山
と
命
名
し
た
。
下
津
川
山
か
ら
は
草

地
続
き
な
の
で
、
三
、
四
時
間
あ
れ
ば
往
復
さ
れ
る
と
思
っ
た
が
、
天
候
の
不

良
と
前
途
を
急
ぐ
の
と
で
割
愛
し
て
し
ま
っ
た
。
『
郡
村
誌
』
に
は
下
津
川
山

に
関
す
る
何
等
の
記
載
も
な
い
。

本
谷
山
（
駒
ヶ
岳
）

　
下
津
川
山
か
ら
東
北
を
指
し
て
少
し
下
っ
た
所
は
黒
い
岩
壁
を
裸
出
し
た
小

隆
起
で
、
夫



を
踰

え
る
と
偃
松
は
絶
え
て
、
短
い
木
本
や
笹
の
生
え
た
比
較
的

狭
い
尾
根
上
を
一
上
一
下
し
な
が
ら
之
字
形
に
辿
っ
て
行
く
。
瘤
の
よ
う
な
高

ま
り
を
五
つ
程
越
し
た
所
に
三

坪

許

の
池
が
あ
る
。
池
の
縁
に
は
日
光
黄
菅
や
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鷺
菅






が
花
を
咲
い
た
り
実
を
結
ん
だ
り
し
て
い
た
。
私
達
が
二
頭
の
珍
ら
し
く

大
き
い
羚
羊






を
見
た
の
は
其

処

か
ら
十
五
分
許
進
ん
だ
所
で
あ
る
。
本
谷
と
北

ノ
谷
と
に
挟
ま
れ
た
枝
尾
根
の
最
高
点
に
当
る
峰
の
東
側
は
、
小
石
交
り
の
草

地
に
残
雪
が
あ
っ
て
、
水
が
ゆ
た
か
に
小
溝
を
流
れ
て
い
た
。
此



辺
か
ら
越
後

側
は
四
、
五
尺
の
陣
竹
が
密
生
し
、
夫
に
交
っ
て
七
竈
が
散
生
し
て
い
る
。
千

七
百
四
十
米
の
圏
を
有
す
る
峰
を
東
に
下
る
と
、
尾
根
の
南
側
が
堤
の
よ
う
に

高
く
な
っ
て
其



間
に
十
五
、
六
坪
の
池
が
あ
る
、
底
が
小
石
で
あ
る
故
か
水
は

綺
麗
だ
。
丁
度
瀑
の
符
号
の
有
る
沢
の
真
上
で
あ
ろ
う
と
思
っ
た
。
此

処

か
ら

二
十
分
を
費
さ
な
い
で
千
八
百
六
十
八
米
の
峰
頭
に
立
つ
こ
と
を
得
よ
う
。
下

津
川
山
か
ら
四
時
間
の
行
程
で
あ
る
。

　
此
山
は
小
穂
口
沢
の
本
谷
の
源
頭
に
位
し
て
い
る
の
で
、
本
来
な
ら
ば
小
穂

口
山
と
命
名
す
可

き
で
あ
る
が
、
其
名
は
此
山
か
ら
南
に
延
び
た
尾
根
の
末
端

に
近
き
千
五
百
二
十
六
米
の
峰
に
充

て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
既
刊
の
而



も
信
用

あ
る
地
図
に
記
入
さ
れ
た
名
を
個
人
が
改
め
た
と
て
一
般
に
は
通
じ
な
い
、
且



此
場
合
強
い
て
改
め
る
必
要
も
な
い
、
そ
れ
で
此
山
に
は
本
谷
山
の
名
を
命
じ

た
の
で
あ
る
。
『
郡
村
誌
』
に
は

駒
ヶ
岳
　
高
サ
二
里
、
村
ノ
北
ニ
ア
リ
。
巌
山
ニ
シ
テ
東
麓
利
根
川
ニ
至
リ
、

南
嶮
峻
屏
列
月
ヶ
岳
ニ
連
リ
、
北
方
巉
巌
重
畳
シ
テ
刀
嶺
ノ
岳
ニ
連
亘
シ
、
西

ハ
越
後
国
伊
香
沢
村
ノ
奥
ニ
跨
ル
。

一
読
し
た
所
で
は
此
山
ら
し
く
も
あ
り
又



北
隣
り
の
越
後
沢
山
ら
し
く
も
あ
る
。

殊
に
巌
山
と
い
い
、
嶮

峻

巉

巌

な
ど
い
う
文
字
は
、
越
後
沢
山
の
方
に
適
し
た

形
容
で
あ
る
し
、
南
方
か
ら
望
め
ば
山
勢
奔
馬
の
如
き
も
の
が
あ
っ
て
、
駒
ヶ

岳
の
名
は
越
後
沢
山
に
冠
せ
し
め
た
方
が
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
同
書

の越
後
沢
　
駒
ヶ
岳
ノ
北
ニ
発
シ
、
東
方
ニ
繞
テ
南
流
利
根
川
ニ
入
ル
。
長
四
里

幅
拾
二
間
。

を
合
せ
読
め
ば
此
山
の
名
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
然



し
此
地
方
に
駒
ヶ
岳
の
名

は
余
り
多
く
て
紛
ら
わ
し
い
上
に
、
村
人
さ
え
既
に
忘
れ
て
し
ま
っ
た
名
で
あ

る
か
ら
し
て
、
之



は
単
に
別
名
と
し
て
存
し
て
置
く
こ
と
に
し
た
。
西
南
方
の

小
穂
口
沢
に
面
し
た
部
分
は
、
山
腹
に
急
崖
を
連
ね
て
、
瀑
な
ど
も
二
、
三
あ

る
様
子
で
あ
る
が
、
『
郡
村
誌
』
の
い
う
如
く
巌
山
で
は
な
い
。
頂
上
は
二
峰

に
分
れ
、
最
高
点
は
南
に
在
っ
て
越
後
沢
山
よ
り
七
米
程
高
く
、
北
方
の
者
は

更
に
二
峰
に
岐
れ
て
い
る
。
西
の
斜
面
か
ら
頂
上
の
一
部
に
か
け
て
松
虫
草








、

玉
簪
花
、
日
光
黄
菅
が
非
常
に
多
い
。
其
外
は
蔓
性
木
本
の
よ
う
に
低
く
匐

っ

た
楢
や
短
い
笹
で
あ
る
が
、
北
側
に
廻
る
と
一
面
の
笹
で
、
一
尺
か
ら
一
尺
五
、

六
寸
の
長
さ
に
延
び
て
い
る
。
其
上
を
滑
る
よ
う
に
し
て
下
る
こ
と
十
五
分
で
、

越
後
沢
山
と
の
鞍
部
に
達
す
る
。
北
の
方
は
左
か
ら
緩
く
引
下
し
て
来
た
線
が

右
へ
緩
く
引
上
げ
て
、
眉
の
高
さ
に
大
な
る
弧
を
描
き
、
弧
の
内
面
に
は
美
し

い
笹
を
青

天

鵝

絨

の
よ
う
に
く
け
て
、
其
上
に
銀
を
象
嵌
し
た
金
字
形
の
八
海

山
と
中
ノ
岳
と
が
程
よ
く
安
置
さ
れ
た
据
物
の
よ
う
だ
。
其
下
の
窪
に
は
二
坪

余
り
の
池
が
叢
に
落
ち
た
一
面
の
古
鏡
の
如
く
横
た
わ
っ
て
い
る
。
南
の
方
の

一
段
低
い
所
に
は
少

許








の
残
雪
が
萋
々






た
る
緑
蕪






の
間
に
一
脈
の
冬
を
蔵
し
、
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雪
消
の
跡
に
は
白
山
小
桜
の
紅
葩





が
あ
た
り
に
華
や
か
な
色
を
添
え
て
い
る
。

当
面
に
屹
立
し
た
岩
壁
の
右
を
廻
り
、
稍



急
な
斜
面
を
登
る
こ
と
十
分
で
、
越

後
沢
山
の
長
い
頂
上
の
一
角
に
立
つ
の
人
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

越
後
沢
山

　
利
根
川
を
挟
ん
で
東
微
南
に
対
峙
し
た
平
ヶ
岳
と
共
に
此



山
は
奥
山
中
の
異

彩
で
あ
る
。
西
南
か
ら
東
北
に
延
び
た
狭
く
し
て
長
い
頂
上
は
、
大
略
之





を
東

西
の
二
峰
に
分
つ
こ
と
を
得
よ
う
。
三
角
点
は
東
の
峰
の
突
端
に
在
っ
て
利
根

水
源
の
地
形
を
観
望
す
る
に
絶
好
の
位
置
を
占
め
て
は
い
る
が
、
流
石





に
本
流

は
急
峻
な
山
脚
の
下
に
深
く
身
を
潜
め
て
い
る
か
ら
目
に
入
ら
な
い
。
頂
上
か

ら
肩
の
あ
た
り
へ
か
け
て
何

処

に
も
こ
れ
と
い
う
程
の
露
岩
が
あ
る
訳
で
も
な

く
、
例
の
如
く
短
い
木
本
や
笹
が
生
え
て
い
る
の
み
な
る
に
も
拘





ら
ず
、
山
勢

頗
る
峭
抜
し
て
恐
ろ
し
く
引
緊






っ
た
感
じ
を
与
え
る
。
尤
も
胸
か
ら
下
は
、
殊

に
東
南
越
後
沢
と
東
北
利
根
の
左
俣
と
に
面
し
て
、
赭
色
の
懸
崖
を
連
ね
て
い

る
。
東
か
ら
東
南
に
転
向
し
て
利
根
川
と
越
後
沢
と
を
分
っ
て
い
る
枝
尾
根
な

ど
も
、
二
百
米
近
く
下
っ
た
所
か
ら
両
側
に
崩
岩
の
頽



れ
を
押
し
下
し
た
薄
ぺ

ら
な
鎌
尾
根
と
変
っ
て
、
縦
走
の
意
外
に
困
難
な
る
べ
き
を
偲
ば
せ
る
も
の
が

あ
る
。
若

し
夫

れ
東
北
の
方
向
か
ら
展
望
せ
ん
か
、
山
容
全
く
一
変
し
て
俄
然

尖
鋭
な
金
字
塔
を
擡



げ
、
左
股
に
落
ち
込
む
谷
と
い
う
谷
は
、
繃
帯
に
似
た
雪

に
掩
わ
れ
て
は
い
る
が
、
生
々
し
い
裂
傷
の
よ
う
な
赭
色
の
岩
壁
を
露
し
て
、

山
の
半
面
を
掻
き
取
っ
た
跡
の
よ
う
に
物
凄
い
。
そ
れ
が
頂
上
を
包
む
雲
の
中

か
ら
半
身
を
見
せ
て
い
る
時
は
、
如
何
な
る
高
い
山
か
と
怪
ま
せ
る
。
頂
の
一

端
か
ら
他
端
ま
で
十
五
分
乃
至







二
十
分
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
三
角
点
か
ら
正
北
に
向
っ
て
下
る
尾
根
は
、
笹
の
深
い
所
も
あ
る
が
、
或
所

で
は
日
光
黄
菅
が
透
間





も
な
く
咲
き
匂
っ
て
、
森
の
奥
の
草
原
に
さ
し
込
ん
だ

日
光
の
よ
う
に
明
る
く
、
或
所
で
は
丸
葉
岳
蕗









が
乱
咲
し
て
、
恰





も
夕
日
に
燃

え
て
金
茶
色
に
焦
げ
た
山
の
一
角
を
望
む
よ
う
だ
。
下
り
切
る
あ
た
り
は
五
、

六
尺
に
伸
び
た
陣
竹
の
密
叢
が
一
町
余
も
続
い
て
い
る
。
夫
を
乗
切
る
と
鞍
部

で
、
池
が
あ
り
残
雪
が
あ
っ
て
、
白
山
小
桜
が
咲
い
て
い
る
。
三
角
点
か
ら
二

十
分
と
は
か
か
ら
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

丹
後
山

　
越
後
沢
山
か
ら
北
の
鞍
部
に
下
っ
て
、
再
び
草
地
を
縫
い
な
が
ら
十
分
も
進

む
と
い
つ
か
小
隆
起
の
上
に
出
る
。
其

処

か
ら
望
ん
だ
行
手
北
の
方
は
、
幅
の

広
い
高
原
状
の
尾
根
が
見
渡
す
限
り
と
い
う
て
差
支
な
い
程
茫
茫
た
る
陣
竹
の

原
を
な
し
、
一
歩
下
る
足
元
か
ら
既
に
等
身
以
上
の
藪
を
押
分
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
一
位





の
拗

曲







し
た
古
木
が
竹
の
中
に
枝
を
拡
げ
て
、
稀
に
来
る
人

間
の
足
を
払
っ
た
り
胴
を
支
え
た
り
す
る
。
斯

う
し
て
三
十
分
程
辿
っ
て
行
く

と
、
原
の
中
央
と
覚
し
き
窪
に
谷
地
が
あ
っ
て
、
岩
銀
杏
や
梅
慶
草








や
禾
本
沙







草


両
科
の
植
物
に
混
じ
て
、
白
山
小
桜
と
小
岩
鏡
が
咲
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

笹
の
中
を
東
に
抜
け
て
芳
草
を
追
う
獣
の
群
の
よ
う
に
草
地
か
ら
草
地
へ
と
移

り
歩
き
、
前
面
に
横
た
わ
っ
て
い
る
二
つ
許





の
小
雪
田
を
い
つ
し
か
右
手
に
過

ぎ
て
、
上
る
と
も
な
く
一
の
峰
頂
に
達
す
る
。
東
側
に
小
雪
田
が
あ
る
。
雪
田

の
附
近
に
は
何
処
も
白
山
小
桜
が
多
い
。
北
ア
ル
プ
ス
で
は
五
色
ヶ
原
や
清
水






平
の
外
に
は
余
り
群
落
を
見
な
い
此



花
も
、
利
根
の
奥
山
で
は
草
地
あ
り
残
雪

あ
れ
ば
殆
ど
必
ず
其



花
叢
を
見
ざ
る
こ
と
な
し
と
い
う
有
様
で
あ
る
。

　
此
山
は
丹
後
山
の
南
に
あ
っ
て
、
千
八
百
米
の
圏
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

丹
後
山
よ
り
は
少
し
低
い
。
東
の
沢
は
即
ち
丹
後
沢
で
、
其
雪
渓
は
直
ぐ
北
に

隣
る
丹
後
小
洞







の
雪
渓
と
共
に
水
源
地
に
於
け
る
最
も
大
な
る
者
の
一
で
あ
る
。

コ
ボ
ラ
と
い
う
語
は
隣
り
合
っ
て
る
沢
に
同
じ
名
を
命
ず
る
際
、
小
さ
い
こ
と
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を
示
す
接
尾
語
で
あ
っ
て
、
利
根
の
支
流
に
は
其
例
に
乏
し
く
な
い
。
小
沢





と

小
沢
コ
ボ
ラ
の
如
き
は
夫



で
あ
る
。
こ
の
峰
頂
か
ら
尾
根
は
極
め
て
緩
い
下
り

を
続
け
て
、
少

許








の
残
雪
あ
る
鞍
部
め
い
た
所
に
達
す
る
と
、
復

徐







ろ
に

上
り
と
な
っ
て
、
間
も
な
く
日
光
黄
菅
の
咲
き
乱
れ
た
広
や
か
な
草
地
を
展
開

す
る
。
其
処
が
千
八
百
八
米
の
丹
後
山
の
頂
上
な
の
で
あ
る
。
伐
り
倒
さ
れ
た

櫓
の
残
り
の
柱
を
頼
り
に
三
角
点
の
標
石
を
草
の
中
か
ら
探
し
出
す
の
も
一
興

で
あ
ろ
う
。
西
北
の
方
に
あ
る
小
突
起
は
、
目
測
で
は
三
角
点
よ
り
二
米
位
高

い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
南
の
方
に
池
が
二
つ
あ
る
。
池
畔
に
は
ほ
う
け
た
綿
の

よ
う
に
白
毛
を
冠
っ
た
鷺
菅
の
実
が
風
に
ゆ
ら
め
い
て
い
る
。
稍



足
に
絡
る
程

の
草
を
蹈
み
分
け
て
、
下
り
気
味
に
十
分
も
行
く
と
又



小
さ
い
池
が
あ
り
、
あ

た
り
に
は
毛
氈
苔
が
多
い
。
今
度
は
再
び
上
り
気
味
に
十
二
、
三
分
も
歩
い
て
、

丹
後
小
洞
の
源
頭
に
懸
る
雪
田
を
横
切
り
、
の
ろ
の
ろ
し
た
山
の
脊

を
伝
っ
て
、

右
に
延
び
た
堤
の
よ
う
な
高
み
を
踰

え
る
と
、
忽
ち
脚
下
に
か
な
り
の
大
雪
田

が
現
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
真
に
利
根
川
の
水
源
を
な
す
も
の
で
、
其
量
か
ら
推
す

と
一
部
分
は
或
は
万
年
雪
と
な
っ
て
残
る
で
あ
ろ
う
と
想
わ
れ
る
。

大
水
上
山
（
利
根
岳
）

　
大
水
上








山
の
名
は
、
一
た
び
『
正
保
図
』
に
あ
ら
わ
れ
て
か
ら
、
其



後
の
絵

図
や
地
志
の
類
は
皆

之

を
蹈
襲
し
て
い
る
。
然



し
伝
写
の
間
に
大
を
ス
に
誤
っ

た
り
、
な
の
変
態
仮
名
を
か
と
間
違
っ
た
り
し
て
、
『
富
士
見
十
三
州
図
』
の

大
ス
ミ
カ
ミ
山
や
、
『
上
野
国
志
』
の
す
み
が
か
み
山
等
の
名
が
作
ら
れ
た
け

れ
ど
も
、
根
本
は
皆
大
み
な
か
み
山
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
容
易

に
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
大
み
な
か
み
山
の
名
が
利
根
川
の
水
源
を

意
味
し
て
い
る
こ
と
も
『
正
保
図
』
を
見
れ
ば
疑
う
余
地
は
な
い
。
勿
論
『
正

保
図
』
の
利
根
川
は
此



山
の
麓
ま
で
記
入
し
て
は
い
な
い
が
、
利
根
の
水
流
が

其
山
の
方
向
を
指
し
、
側



に
利
根
川
水
上
と
書
い
て
あ
る
所
か
ら
判
断
す
れ
ば

意
味
は
自
ら
明
瞭
で
あ
る
。
然



る
に
利
根
川
は
文
殊
岳
よ
り
発
源
す
る
と
い
う

伝
説
が
生
れ
て
か
ら
は
、
大
み
な
か
み
山
に
向
っ
て
い
た
利
根
川
の
水
源
は
、

『
利
根
川
図
志
』
な
ど
の
よ
う
に
い
つ
の
間
に
か
文
殊
岳
に
押
向
け
ら
れ
て
、

大
み
な
か
み
山
は
閑
却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
同
時
に
漸
く
土
地
の
人
に
も
忘
ら

れ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
斯

く
て
文
殊
と
名
の
つ
く
山
も
岩
も
其
存
在
が
疑
わ

し
く
な
り
、
且



其
存
在
と
否
と
に
拘





ら
ず
利
根
の
真
水
源
は
別
に
あ
る
こ
と
を

知
る
に
至
っ
て
、
其
山
に
対
し
て
新





に
利
根
岳
な
る
名
称
が
与
え
ら
れ
た
。
恐

ら
く
こ
れ
は
明
治
十
二
年
に
『
利
根
郡
村
誌
』
を
編
纂
す
る
時
に
下
し
た
新
名

で
あ
ろ
う
と
思
う
。
さ
れ
ば
大
水
上
山
と
利
根
岳
と
は
異
名
同
山
で
あ
っ
て
、

共
に
利
根
川
の
水
源
た
る
こ
と
を
表
わ
す
為
の
名
で
あ
る
可

き
筈
で
あ
る
。

『
郡
村
誌
』
に

刀
嶺
岳
　
高
一
里
拾
九
町
、
村
ノ
西
北
ニ
ア
リ
、
大
利
根
岳
、
利
嶺
岳
ト
モ
云
。

巌
山
利
キ
コ
ト
刃
ノ
如
シ
、
故
ニ
名
ツ
ク
ト
イ
フ
。
山
脈
西
南
駒
ヶ
岳
東
南
塗

桶
山
ニ
連
リ
、
北
方
ハ
岩
代
国
会
津
郡
忠
見
村
ニ
属
ス
。
西
ハ
越
後
国
魚
沼
郡

伊
香
沢
ノ
榊
山
八
海
山
ニ
連
ル
。
上
野
岩
代
越
後
三
国
ニ
跨
ル
。
南
方
利
根
川

ノ
源
ヲ
出
ス
。

と
い
い
、
又



明
治
二
十
一
年
の
藤
原
村
の
書
上
に

大
刀
嶺
岳
　
所
在
、
字
大
利
根
入
。
形
状
、
巌
山
刀
ノ
如
ク
峙
チ
、
岩
代
国
越
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後
国
上
野
国
三
ヶ
国
ニ
跨
リ
、
高
山
ニ
シ
テ
積
雪
四
時
不
絶
、
利
根
川
本
源
ヲ

出
ス
、
嶮
岨
ニ
シ
テ
鳥
声
ス
ラ
稀
也
、
高
一
里
拾
九
町
、
周
囲
五
拾
里
。
登
路

無
之
。
樹
木
、
ヒ
バ
、
ゴ
エ
フ
マ
ツ
、
シ
ヤ
ク
ナ
ギ
、
ブ
ナ
。

と
い
う
て
い
る
の
は
、
畢

竟







之
に
依
っ
て
利
根
の
水
源
た
る
こ
と
を
表
わ
さ

し
む
る
だ
け
で
は
満
足
出
来
な
い
で
、
所
謂






尖
り
た
る
嶺
多
け
れ
ば
利
嶺
の
郡

な
る
べ
し
と
い
え
る
名
跡
考
の
言
葉
ま
で
も
、
具
体
的
に
此
山
に
代
表
さ
せ
よ

う
と
思
う
心
か
ら
、
巌
山
利
き
こ
と
刀
の
如
し
と
い
う
よ
う
な
実
際
と
は
全
く

相
反
し
て
い
る
記
事
さ
え
も
捏
造
し
て
、
故
に
名
づ
く
と
い
う
な
ど
と
と
ぼ
け

て
も
、
文
字
の
上
の
戯
れ
か
又
は
贔
負





の
引
倒
し
に
過
ぎ
ぬ
と
い
う
も
の
で
あ

る
。

　
さ
り
な
が
ら
斯
く
も
此
山
を
峭
抜
し
て
い
る
も
の
と
想
像
せ
し
む
る
に
至
っ

た
こ
と
に
は
相
当
の
理
由
が
あ
る
。
『
正
保
図
』
に
も
大
水
上
山
は
突
兀






と
し

て
南
に
岩
崖
で
も
有
る
か
の
如
く
に
描
か
れ
て
い
る
し
、
「
利
根
水
源
探
検
紀

行
」
の
著
者
す
ら
も
、
「
岩
代
の
燧
岳
、
越
後
の
駒
ヶ
岳
八
海
山
等
皆
巍
然
と

し
て
天
に
朝
し
、
利
根
川
水
源
た
る
大
刀
根
岳
は
之
と
相
頡
頏
し
て
高
さ
を
争

ふ
」
と
い
う
て
い
る
。
こ
れ
は
孰



れ
も
此
山
の
北
に
在
る
兎
岳
を
誤
認
し
た
結

果
で
あ
る
。
『
正
保
図
』
の
如
き
は
明




に

肉
眼
で
南
方
か
ら
遠
見
を
し
た
兎
岳

の
形
状
を
誇
張
し
て
描
い
た
も
の
に
相
違
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
「
探
検
紀
行
」

の
文
は
、
展
望
の
位
置
か
ら
推
し
て
兎
岳
と
重
り
合
っ
て
更
に
其
上
に
聳
立
し

た
中
ノ
岳
を
誤
認
し
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
わ
せ
る
。
兎
岳
が
利
根
の
水

源
と
誤
ら
れ
易
い
例
は
他
に
も
あ
る
。
私
達
の
連
れ
て
行
っ
た
人
夫
の
一
人
は
、

曾
て
測
量
部
の
荷
持
と
な
っ
て
、
平
ヶ
岳
方
面
か
ら
山
稜
を
水
源
地
に
向
け
て

縦
走
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
兎
岳
を
指
し
な
が
ら
「
あ
の
山
へ
つ
な
が
っ
て
い

る
と
許



り
思
っ
て
い
た
が
、
行
っ
て
見
た
ら
違
っ
て
い
た
」
と
話
し
た
。
若

し

何
人






に
も
あ
れ
地
図
を
見
な
い
で
初
め
て
此
地
方
に
来
て
、
南
方
か
ら
兎
岳
を

望
見
し
た
な
ら
ば
、
利
根
川
両
岸
の
山
脈
は
兎
岳
に
於
て
合
す
る
も
の
と
思
わ

ぬ
者
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
利
根
川
の
水
源
は
兎
岳
で
は
な
く
し
て
其
南
に
位
置
す
る

山
で
あ
る
。
刃
の
如
く
峙





っ
た
巌
山
で
は
な
く
し
て
、
弧
の
内
面
を
東
に
向
け

て
彎
曲
し
て
南
北
に
延
び
た
頂
上
の
平
な
山
で
あ
る
。
私
は
利
根
の
水
源
で
あ

る
が
故
に
利
根
岳
又
は
大
刀
嶺
岳
の
名
を
認
容
す
る
に
吝




な

る
も
の
で
は
な
い

が
、
こ
の
局
限
し
た
動



も
す
れ
ば
利
刃
の
如
き
巌
山
と
聯
想






し
易
い
せ
っ
か
ち

な
名
前
よ
り
も
、
『
正
保
図
』
に
記
載
さ
れ
て
不
幸
に
も
水
上
村
の
人
に
す
ら

忘
ら
れ
て
し
ま
っ
た
荘
重
な
大
水
上
山
の
名
を
既
記
の
駒
ヶ
岳
の
場
合
と
は
反

対
に
復
活
せ
し
め
て
、
再
び
此
山
に
与
え
る
の
が
最
も
良
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
大
水
上
山
の
標
高
は
地
図
に
明
記
し
て
な
い
か
ら
正
確
な
事
は
知
れ
な
い
が
、

千
八
百
四
十
米
を
い
く
ら
も
超
え
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
狭
い
平
な
頂
上
は
そ

れ
で
も
南
北
の
両
端
が
中
央
よ
り
少
し
高
い
と
い
う
だ
け
で
、
其
孰
れ
が
最
高

点
で
あ
る
か
は
判
然
し
な
い
。
下
津
川
山
以
来
殆
ど
見
な
か
っ
た
偃
松
が
割
合

に
多
く
、
そ
れ
に
交
っ
て
一
位





も
生
え
て
い
る
。
笹
や
楢
な
ど
の
あ
る
こ
と
は

い
う
迄
も
な
い
。
南
寄
り
の
大
き
な
雪
田
は
扇
を
開
い
た
形
に
東
側
の
斜
面
に

懸
っ
て
、
上
端
は
年
々
尾
根
を
侵
蝕
す
る
も
の
と
覚
し
く
、
赭
色
の
地
肌
が
急

傾
斜
を
な
し
て
六
、
七
尺
の
高
さ
に
露
出
し
て
い
る
の
で
、
雪
の
上
に
立
っ
て

尾
根
を
眺
め
る
と
堤
防
を
見
る
の
感
が
あ
る
。
下
端
は
谷
に
向
っ
て
急
に
蹙
ま

り
、
其
下
か
ら
雪
消
の
水
が
細
い
瀑
を
な
し
て
長
い
雪
渓
の
裡
に
走
り
入
る
の

が
望
ま
れ
る
。
こ
れ
が
利
根
川
の
水
源
を
な
す
本
谷
と
称
す
可
き
も
の
で
あ
ろ

う
。
他
に
幾
つ
か
の
雪
渓
は
あ
る
が
長
さ
か
ら
い
う
て
も
水
量
か
ら
い
う
て
も
、
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之
に
匹
敵
す
る
も
の
は
無
い
の
で
あ
る
。

　
山
側
の
傾
斜
は
思
の
外
緩
く
、
又
谷
に
臨
ん
で
岩
壁
を
露
出
し
て
い
る
こ
と

も
少
な
い
。
然
し
三
百
米
も
下
る
と
傾
斜
は
急
と
な
り
、
且
雪
渓
の
両
側
は
殆

ど
壁
立
の
岩
崖
が
続
き
、
頻
々
と
し
て
瀑
が
現
れ
て
来
る
。
森
林
は
遥
か
下
の

滝
ノ
倉
沢
（
剣
ヶ
倉
山
の
三
角
点
で
は
な
く
、
其
北
の
小
隆
起
か
ら
西
南
に
派

出
し
た
尾
根
の
北
に
あ
る
沢
）
北
方
の
尾
根
を
限
界
と
し
て
、
最
早





上
流
に
は

生
育
し
て
い
な
い
。
枝
尾
根
の
上
も
山
ひ
ら
も
、
場
所
に
よ
っ
て
は
人
長
を
没

す
る
程
の
藪
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
見
懸
け
に
は
刈
り
込
ん
だ
よ
う
に
綺
麗
で

あ
る
。
丹
後
山
か
ら
は
四
十
分
の
距
離
で
、
小
沢
岳
か
ら
な
ら
ば
約
十
一
時
間

を
要
す
る
。
先
ず
一
日
の
行
程
で
あ
ろ
う
。
五
十
沢
方
面
か
ら
は
栃
ノ
木
沢
を

遡
れ
ば
其
支
渓
を
辿
っ
て
直
接
頂
上
に
出
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
で
も
傾
斜
が
急
で

あ
る
か
ら
、
最
奥
の
部
落
清
水
瀬
あ
た
り
を
出
発
点
と
し
て
も
、
二
日
は
懸
る

も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

兎
岳

　
輯
製
二
十
万
の
日
光
図
幅
に
拠

れ
ば
、
大
水
上
山
の
位
置
と
思
わ
れ
る
あ
た

り
に
鶴
ヶ
岳
の
名
が
記
入
し
て
あ
る
。
其

の
東
方
の
白
沢
岳
と
あ
る
も
の
は
平

ヶ
岳
に
、
其
北
微
西
に
在
る
大
平
山
と
い
う
の
は
兎
岳
に
、
共
に
相
当
し
て
い

る
ら
し
い
。
こ
の
鶴
ヶ
岳
は
何
処
の
称
呼
で
あ
ろ
う
か
、
上
州
方
面
で
は
絶
え

て
其
名
を
聞
く
こ
と
が
な
い
。
高
頭
君
は
「
平
ヶ
岳
登
攀
記
」
（
『
山
岳
』
第

十
年
第
三
号
所
載
）
に
於
て
、
越
後
方
面
の
名
な
る
が
如
し
と
い
わ
れ
、
且



そ

れ
が
五
万
分
一
図
の
景
鶴






山
と
同
一
の
も
の
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
鶴
ヶ
岳
と

景
鶴
山
と
は
果
し
て
同
じ
山
で
あ
る
か
、
私
は
之



を
判
断
す
可
き
一
の
材
料
を

有
し
て
い
な
い
。
但





景
鶴
山
は
上
州
戸
倉
の
称
呼
で
、
書
上
に
は
形
状
鶴
の
彳





む
が
如
し
と
あ
っ
て
、
恰





も
形
に
因



て
名
付
け
た
よ
う
に
書
い
て
あ
る
が
、

『
藤
原
温
泉
記
行
』
に
は
平
鶴
山
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
勿
論
ヒ
ラ
ヅ
ル
山

で
は
な
く
し
て
ヘ
エ
ヅ
ル
山
で
あ
ろ
う
（
上
州
の
俗
イ
を
エ
と
発
音
す
）
。
楢

俣
川
の
支
流
に
ヘ
エ
ヅ
ル
沢
と
い
う
の
が
あ
る
。
私
達
が
誤
っ
て
下
っ
た
沢
で

あ
る
が
、
岩
壁
高
く
瀑
布
が
多
い
か
ら
、
ハ
イ
ヅ
ラ
な
け
れ
ば
下
り
ら
れ
な
い
。

ハ
イ
ヅ
ル
が
ヘ
エ
ヅ
ル
と
な
り
或
は
又



ヘ
ツ
ル
と
な
る
の
は
山
地
に
例
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
景
鶴
山
は
如
何
か
と
い
う
に
、
附
近
か
ら
望
見
し
た
所
に
よ
る
と
、

頂
上
の
周
り
殊
に
南
側
は
可

な
り
岩
壁
を
露
し
て
い
る
。
そ
こ
を
ヘ
ツ
リ
な
が

ら
登
る
の
で
、
ヘ
エ
ヅ
ル
山
の
称
が
起
り
、
終





に
景
鶴
山
と
な
っ
た
の
で
あ
る

と
い
う
の
が
臆
測
を
逞





し

て
到
達
し
た
私
の
結
論
で
あ
る
。
会
津
方
面
で
呼
ぶ

ニ
ウ
岩
と
い
う
の
も
、
つ
ま
り
此



頂
上
の
露
岩
の
形
に
起
因
す
る
名
称
で
あ
ろ

う
。
そ
の
景
鶴
山
が
高
頭
君
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
鶴
ヶ
岳
と
同
一
山
で
あ
る
と

し
て
、
輯
製
二
十
万
や
地
質
調
査
所
の
予
察
四
十
万
の
図
で
は
、
何
故
あ
の
よ

う
に
西
の
方
へ
記
入
さ
れ
た
か
、
到
底
其
理
由
を
知
る
こ
と
を
得
な
い
の
で
あ

る
。

　
話
を
本
題
に
戻
し
て
、
鶴
ヶ
岳
の
北
に
あ
る
大
平
山
対
兎
岳
の
問
題
に
移
る

の
で
あ
る
が
、
今
私
の
手
許
に
は
之
に
関
す
る
何
等
の
材
料
も
な
い
か
ら
、
こ

れ
は
其

儘

取
り
残
し
て
置
く
こ
と
に
す
る
。

　
兎
岳
は
大
水
上
山
よ
り
も
七
、
八
十
米
高
い
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
三
方
へ

脚
を
延
し
て
姿
の
整
っ
た
こ
の
山
は
、
何
処
か
ら
眺
め
て
も
著
し
く
秀
で
て
見

え
る
。
明
治
三
十
年
で
あ
っ
た
か
八
海
山
へ
行
く
途
中
、
六
日
町
の
東
に
あ
る

坂
戸
山
へ
登
っ
て
東
を
眺
め
る
と
、
銀
山
（
中
ノ
岳
）
だ
と
教
え
ら
れ
た
山
の

右
に
頭
の
円



い
高
い
山
が
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
、
恐
ら
く
此
山
で
あ
っ
た

ろ
う
。
八
海
山
の
頂
上
へ
立
っ
た
時
も
、
其
山
を
御
岳
や
鳥
海
山
な
ど
の
よ
う

に
附
近
に
肩
を
駢



べ
る
者
の
な
い
其
地
方
の
最
高
山
で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
私

は
、
西
方
の
眺
望
の
広
闊
な
の
に
引
換
え
て
、
東
方
は
つ
い
鼻
の
先
か
ら
頭
の
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上
を
圧



え
つ
け
る
よ
う
な
高
い
山
の
連
亘






し
て
い
る
の
を
見
て
、
甚
し
く
失
望

を
感
じ
た
も
の
だ
が
、
其
折
も
銀
山
の
右
に
円
い
頭
の
山
が
聳
え
て
い
る
の
が

目
に
入
っ
た
。
平
ヶ
岳
方
面
か
ら
は
前
記
の
如
く
中
ノ
岳
と
重
り
合
う
為
に
其

下
に
蹲




っ

て
し
ま
う
が
、
さ
り
と
て
其
大
き
な
輪
廓
と
東
面
に
懸
る
数
条
の
雪

渓
と
は
、
元
よ
り
紛
る
べ
く
も
な
い
の
で
あ
る
。

　
頂
上
は
さ
し
て
広
く
は
な
い
。
東
側
は
草
地
続
き
で
、
二
、
三
の
雪
田
が
横

た
わ
り
、
猩
々
袴











、
白
山
小
桜
の
外
に
こ
れ
ま
で
見
な
か
っ
た
大
桜
草
や
白
山

千
鳥
な
ど
が
近
く
に
咲
い
て
い
る
。
西
側
に
は
偃
松
が
多
い
。
東
北
に
曳
く
尾

根
は
灰
ノ
又
山
か
ら
一
曲
し
て
肩
幅
の
広
い
荒
沢
山
と
な
り
、
中
央
に
純
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
形
の
尖
頂
を
擡



げ
起
し
て
い
る
。
西
北
に
曳
く
も
の
は
直
ぐ
脚
下
に
在

る
小
兎
岳
か
ら
一
旦
低
下
し
て
、
直
に
雄
大
な
中
ノ
岳
に
連
っ
て
い
る
。
此

処

か
ら
眺
め
る
と
中
ノ
岳
は
頂
上
が
著
し
く
丸
味
を
帯
び
て
来
る
為
に
、
痩
せ
た

奇
秀
な
姿
は
失
せ
て
温
乎
た
る
山
容
を
呈
し
て
い
る
。
小
兎
岳
か
ら
下
っ
て
少

し
登
る
あ
た
り
ま
で
は
藪
が
深
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
其
外
は
草
地
ら
し
く
思

わ
れ
た
の
で
、
往
復
四
時
間
も
あ
れ
ば
充
分
で
あ
ろ
う
と
藤
島
君
と
話
し
合
っ

た
。
処





が
大
正
十
年
に
藤
島
君
は
中
ノ
岳
か
ら
逆
に
兎
岳
へ
向
っ
た
が
、
片
道

だ
け
に
五
時
間
も
費
し
た
そ
う
で
あ
る
。
此
辺
の
山
稜
は
実
際
歩
い
て
見
な
け

れ
ば
、
ど
の
位
の
時
間
を
要
す
る
か
全
く
不
明
で
あ
る
と
い
う
て
よ
い
。
同
君

は
兎
岳
か
ら
灰
ノ
又
山
に
か
け
て
荒
沢
岳
へ
縦
走
す
る
予
定
の
と
こ
ろ
、
こ
の

藪
に
呆
れ
返
っ
て
北
又
川
の
上
流
へ
下
っ
た
。
す
る
と
其
所
に
も
悪
場
が
待
構

え
て
い
て
、
一
行
を
悩
し
た
そ
う
で
あ
る
。
兎
岳
の
東
に
発
源
す
る
西
ノ
沢
は

割
合
に
よ
い
沢
ら
し
い
が
、
夫



で
も
上
部
は
可
な
り
急
傾
斜
で
瀑
も
あ
る
ら
し

か
っ
た
。

　
大
水
上
山
か
ら
兎
岳
へ
は
五
十
分
あ
れ
ば
足
り
る
。
鞍
部
に
下
り
着
く
迄
の

間
は
、
丈
余
の
陣
竹
を
押
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
之
が
下
り
に
は
二
十
分

上
り
に
は
三
十
分
を
費
す
の
で
、
結
局
往
復
と
も
同
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

藤
原
山
と
剣
ヶ
倉
山

　
試
に
越
後
沢
山
の
三
角
点
に
立
っ
て
、
東
方
利
根
川
左
岸
の
山
脈
を
展
望
し

た
な
ら
ば
、
大
水
上
山
か
ら
平
ヶ
岳
に
至
る
間
の
諸
山
は
、
高
低
起
伏
残
る
隈

も
な
く
一
眸






の
裡
に
収
ま
る
で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ど
目
に
立
つ
程
の
山
は
二
、
三

指
を
屈
す
れ
ば
足
り
る
。
こ
れ
畢

竟







こ
の
山
脈
が
平
ヶ
岳
の
頂
上
か
ら
西
北

に
延
び
た
長
大
な
山
脚
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
為
で
あ
ろ
う
。

　
大
水
上
山
か
ら
右
に
曳
い
た
尾
根
は
、
極
め
て
緩
い
恐
ら
く
二
、
三
度
を
超

え
ぬ
傾
斜
を
以



て
一
直
線
に
降
下
し
て
最
低
の
鞍
部
に
達
す
る
。
其



中
央
と
覚

し
き
所
に
単
調
を
破
る
ポ
ツ
ン
と
し
た
瘤
が
地
図
の
千
六
百
八
十
米
の
圏
で
あ

る
。
其
瘤
ま
で
は
令
法
、
犬
黄
楊
、
楢
、
米
躑
躅
、
七
竈
の
類
が
邪
魔
を
す
る

け
れ
ど
も
、
通
行
は
割
合
に
楽
で
あ
る
。
鞍
部
の
南
に
発
源
す
る
沢
は
、
越
後

沢
山
か
ら
は
正
面
に
全
容
を
曝
露
し
て
、
左
右
か
ら
襟
を
重
ね
た
よ
う
に
十
数

条
の
小
山
脚
が
重
畳
し
て
い
る
。
こ
の
鞍
部
か
ら
尾
根
の
走
向
は
南
よ
り
東
に

転
じ
て
、
更
に
東
南
を
指
す
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
望
見
し
た
所
で
は
一

直
線
を
な
し
て
円



い
頭
の
一
峰
を
起
し
て
い
る
。
即
ち
千
七
百
米
の
圏
を
有
す

る
峰
で
、
其
右
の
肩
と
も
い
う
可

き
南
に
在
る
同
じ
等
高
線
の
一
隆
起
よ
り
は

十
五
、
六
米
は
高
い
で
あ
ろ
う
。
此
等





を
中
心
と
し
て
藪
が
ひ
ど
い
。
就

中







其
西
の
方
に
在
る
尾
根
の
上
で
は
、
私
達
は
大
平
氏
の
『
中
越
探
山
紀
行
』
に

所
謂






「
鶴
の
巣
籠
」
又



は
「
貉
の
冬
籠
」
を
繰
返
せ
し
こ
と
幾
十
百
回
な
る
を

知
ら
ず
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
同
行
の
藤
島
君
は
小
沢
岳
を
登
る
尾
根
で
ズ

ボ
ン
を
損
じ
た
の
で
、
復



こ
れ
を
用
い
ず
、
ど
ん
な
藪
の
中
で
も
猿
股
一
つ
に

脚
袢
を
つ
け
た
儘



押
通
し
、
無
数
の
擦
り
傷
引
掻
き
傷
を
受
け
て
、
平
然
と
し
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て
い
た
の
に
は
、
人
夫
達
も
舌
を
捲
い
て
驚
歎
し
た
。

　
千
七
百
米
の
峰
か
ら
尾
根
は
一
寸






低
く
な
っ
て
、
直
ぐ
其
南
に
二
つ
の
隆
起

を
見
せ
て
い
る
。
右
寄
り
の
も
の
が
地
図
に
記
入
さ
れ
た
千
七
百
二
十
米
の
圏

で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
四
つ
許





の
小
さ
な
突
起
が
波
を
打
っ
た
よ
う
に
続
き
、
最

後
に
グ
イ
と
撥
ね
上
っ
た
線
が
鋭
く
折
れ
て
金
字
形
の
峰
頭
を
描
出
し
て
い
る

の
が
、
千
七
百
五
十
米
四
と
測
ら
れ
た
藤
原
山
（
『
登
高
行
』
第
三
年
所
載
宮

川
君
の
「
越
後
銀
山
平
よ
り
平
ヶ
岳
尾
瀬
方
面
旅
行
記
」
に
拠

る
）
で
あ
る
。

私
達
は
午
前
八
時
に
大
水
上
山
を
出
発
し
て
、
午
後
四
時
半
に
此



峰
頂
に
達
し

た
。
尾
根
に
は
水
が
な
い
。
又
雪
も
容
易
に
得
ら
れ
ぬ
か
ら
、
私
達
は
此
峰
の

北
方
に
発
源
す
る
藤
原
沢
の
上
部
に
下
っ
て
、
恐
ろ
し
い
急
斜
面
に
野
営
す
る

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
此
山
の
頂
上
は
偃
松
と
黒
檜
と
石
楠
と
米
躑
躅
が
一
尺
許
の
高
さ
に
密
生
し

て
、
荒
く
れ
た
風
物
が
高
山
ら
し
い
感
じ
を
漂
わ
せ
る
。
丁
度
南
方
の
天
が
開

け
て
、
秩
父
連
山
が
小
川
山
か
ら
雲
取
山
ま
で
見
渡
さ
れ
、
唐
松
尾
の
上
に
淡

い
富
士
山
の
姿
さ
え
指
点
さ
れ
た
。
藤
原
沢
は
上
部
の
雪
渓
が
断
続
し
て
い
る

上
に
、
両
側
が
急
峻
で
あ
る
か
ら
登
攀
に
困
難
で
あ
ろ
う
が
、
南
に
発
源
す
る

沢
を
辿
れ
ば
骨
を
折
ら
ず
に
中
ノ
岐
川
の
上
流
へ
下
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

　
藤
原
山
の
南
に
は
顕
著
な
二
の
隆
起
が
あ
る
。
そ
れ
が
孰



れ
も
千
七
百
四
十

米
の
圏
で
地
図
に
記
入
さ
れ
て
い
る
。
藤
原
山
と
頡
頏






す
る
高
さ
で
あ
る
が
、

南
の
者
の
方
が
少
し
高
い
。
続
い
て
二
、
三
の
小
突
起
か
ら
地
図
に
記
入
し
て

な
い
黒
木
の
生
え
て
い
る
十
二
、
三
米
の
緩
い
高
ま
り
を
起
し
て
、
剣
ヶ
倉
山

の
左
の
斜
面
に
連
っ
て
い
る
。
し
か
し
越
後
沢
山
か
ら
は
剣
ヶ
倉
山
の
絶
頂
は

見
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
滝
ノ
倉
沢
は
ま
と
も
に
全
容
を
露
し
て
、
瀑
の
水
の

動
揺
ま
で
肉
眼
で
認
め
ら
れ
る
。
剣
ヶ
倉
の
右
の
肩
に
は
、
平
ヶ
岳
の
西
の
肩

と
も
い
う
可
き
二
千
八
十
米
の
隆
起
が
突
兀






と
峙





ち
、
其
上
に
尨
大
な
平
ヶ
岳

が
特
有
な
頂
上
を
左
方
に
長
く
展
開
し
て
い
る
。
剣
ヶ
倉
山
の
尖
頂
は
平
ヶ
岳

の
絶
頂
と
其
左
の
二
千
九
十
米
位
と
思
わ
れ
る
頂
上
と
の
間
の
く
び
れ
目
へ
鋭

く
突
き
出
し
て
、
将



に
そ
れ
を
突
破
せ
ん
と
し
て
い
る
。

　
藤
原
山
か
ら
の
下
り
は
、
藪
が
深
い
の
で
可

な
り
歩
行
に
悩
ん
だ
。
瘤
を
一

つ
踰

え
て
其
南
の
二
の
隆
起
は
思
っ
た
よ
り
楽
に
通
れ
た
。
又



二
つ
程
瘤
を
上

下
し
て
白
檜





の
疎
林
に
切
明
け
の
通
じ
て
い
る
高
ま
り
を
踰
え
る
と
池
が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
長
い
剣
ヶ
倉
山
の
登
り
が
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
折
悪
し
く
雨
が
降

り
出
し
た
の
み
な
ら
ず
、
枝
を
張
っ
た
矮
少
な
白
檜
、
万
作
、
ト
ネ
リ
コ
、
四
、

五
尺
の
陣
竹
、
長
い
石
楠
と
偃
松
と
い
う
よ
う
に
攻
道
具
の
揃
っ
た
猛
烈
な
藪

を
押
分
け
潜
り
抜
け
て
登
る
の
で
あ
る
か
ら
、
稀
に
切
明
け
の
跡
は
あ
っ
て
も

大
し
て
役
に
立
た
ず
、
僅





ば
か
り
の
距
離
に
殆
ど
三
時
間
近
く
を
要
し
て
、
漸

く
三
角
点
を
絶
頂
よ
り
少
し
低
い
南
端
の
笹
の
中
に
見
出
し
た
時
に
は
、
皆
濡

れ
た
体
か
ら
湯
気
を
立
て
な
が
ら
、
骨
の
折
れ
た
割
に
一
向
面
白
く
も
な
い
あ

た
り
の
光
景
を
眺
め
て
、
寒
さ
に
慄



え
て
し
ま
っ
た
。
尤
も
晴
れ
て
さ
え
い
れ

ば
眺
望
も
悪
い
筈
は
な
い
。
唯



頂
上
ま
で
藪
で
、
三
角
点
の
附
近
は
二
尺
許
の

笹
で
あ
る
か
ら
、
名
の
い
か
め
し
さ
に
似
ず
平
凡
で
あ
る
の
は
止
む
を
得
な
い
。

人
夫
の
言
に
拠
る
と
地
図
に
井
土
沢
と
あ
る
も
の
が
即
ち
剣
ヶ
倉
沢
で
、
井
戸

沢
は
水
長
沢
山
の
西
端
が
両
岐
し
た
間
に
発
す
る
小
さ
い
沢
で
あ
る
と
い
う
。

剣
ヶ
倉
山
の
西
に
発
源
す
る
沢
に
就
て
は
其
名
を
知
ら
な
か
っ
た
。

　
三
角
点
か
ら
下
り
に
向
う
と
、
尾
根
は
急
に
痩
せ
て
、
露
岩
の
壁
面
が
霧
の

中
へ
続
い
て
い
る
場
所
も
あ
っ
た
。
稜
角
の
尖





い
破
片
岩
の
露
出
が
尾
根
を

「
窓
」
状
に
截

っ
て
い
る
場
所
も
二
、
三
ヶ
所
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
藪
よ
り
は

此
方
が
遥





に
楽
で
あ
る
。
岩
峰
を
二
つ
許
踰
え
た
ろ
う
、
す
る
と
一
面
に
陣
竹

の
生
え
た
緩
い
斜
面
が
前
面
に
現
わ
れ
る
、
其
中
を
横
切
っ
て
漸
く
懐
し
い
草

地
へ
出
た
。
こ
の
藪
の
中
で
二
、
三
本
の
竹
が
枝
を
交
叉
し
た
所
に
作
っ
て
あ
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る
鶯
の
巣
を
見
付
け
た
。
巧





に
巣
を
作
る
の
で
う
ぐ
い
す
の
名
が
あ
る
と
い
わ

れ
る
が
、
頬
白






に
較
べ
て
大
差
は
な
い
よ
う
だ
。
確
か
柄
長





で
あ
っ
た
と
思
う
、

何
で
も
鳥
の
羽
で
入
口
に
蓋
の
あ
る
上
手
な
巣
を
作
る
も
の
が
あ
る
。
然



し
卵

は
小
豆
色
で
奇
麗
だ
。
中
に
は
孵
化
し
て
間
も
な
い
雛
の
い
る
の
も
あ
っ
た
。

尾
根
通
り
は
白
檜
、
万
作
、
偃
松
、
石
楠
の
藪
で
あ
る
か
ら
、
絶
え
ず
左
側
の

草
地
か
ら
草
地
へ
と
縫
う
よ
う
に
辿
っ
て
行
く
。
三
五
の
残
雪
を
過
ぎ
、
最
後

に
短
い
笹
の
中
を
抜
け
て
、
禾
本
莎
草









両
科
の
植
物
に
石

菖







類
の
交
っ
た
岩

銀
杏
の
原
に
出
る
。
こ
こ
は
既
に
平
ヶ
岳
の
頂
上
で
あ
っ
て
、
藤
原
山
か
ら
大

略
十
時
間
の
行
程
で
あ
る
。
私
達
は
雲
が
深
く
展
望
が
き
か
な
か
っ
た
為
に
、

平
ヶ
岳
の
遠
く
な
い
こ
と
は
信
じ
て
い
た
が
、
残
雪
が
あ
っ
た
の
を
幸




に

午
後

五
時
頃
野
営
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
は
二
千
八
十
米
の
小
突
起
を
踰
え
た
尾
根

の
上
で
、
三
角
点
ま
で
四
十
分
足
ら
ず
の
距
離
で
あ
る
こ
と
を
翌
朝
知
っ
た
の

で
あ
る
。

　
私
の
考




で

は
、
平
ヶ
岳
と
剣
ヶ
倉
山
と
の
間
は
、
露
岩
な
ど
も
あ
っ
て
、
利

根
川
左
岸
の
山
脈
中
で
は
珍
ら
し
い
し
、
藪
も
左
程
深
く
な
い
か
ら
縦
走
す
る

も
悪
く
は
あ
る
ま
い
。
け
れ
ど
も
剣
ヶ
倉
か
ら
大
水
上
山
へ
の
縦
走
は
や
め
て
、

同
じ
労
力
を
費
す
位
な
ら
ば
、
剣
ヶ
倉
か
ら
金
山
沢
を
下
っ
て
中
ノ
岐
川
に
出

で
、
夫
に
沿
う
て
西
ノ
沢
と
の
合
流
点
に
達
し
、
そ
こ
か
ら
西
ノ
沢
を
遡
行
し

て
、
兎
岳
な
り
大
水
上
山
な
り
へ
登
る
の
が
困
難
は
あ
っ
て
も
夫
だ
け
興
味
が

深
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

平
ヶ
岳
（
塗
桶
山
）

　
此



山
に
就
て
は
『
山
岳
』
第
十
年
第
三
号
に
高
頭
君
の
詳
細
な
る
記
文
と
撮

影
の
写
真
と
が
載
っ
て
い
る
か
ら
、
茲



に
贅
言






を
要
し
な
い
訳
で
あ
る
が
、
私

の
所
見
を
も
少
し
附
け
加
え
た
い
と
思
う
。
因





に
平
ヶ
岳
は
平
岳
の
方
が
正
し

い
の
で
あ
る
が
、
通
称
に
従
っ
て
改
め
な
い
こ
と
に
し
た
。

『
正
保
図
』
を
見
る
と
大
水
上
山
の
東
で
は
、
駒
子
下
と
駒
か
た
け
と
が
最
も

大
き
く
図
示
し
て
あ
る
。
そ
し
て
駒
か
た
け
の
東
を
よ
っ
ぴ
川
が
流
れ
て
い
る

所
か
ら
、
こ
の
山
が
『
郡
村
誌
』
の
駒
ヶ
岳
即
ち
景
鶴
山
で
あ
る
こ
と
は
疑
う

の
余
地
が
な
い
。
そ
う
す
る
と
駒
子
下
は
平
ヶ
岳
に
擬
し
て
差
支
な
い
よ
う
で

あ
る
。
下
は
副
本
を
作
る
際
に
山
の
字
を
書
き
損
じ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
れ
は
コ
マ
ネ
と
読
む
も
の
ら
し
い
。
其



後
の
図
書
の
多
く
は
、
例
せ
ば
『
富

士
見
十
三
州
図
』
や
『
利
根
川
図
志
』
な
ど
の
如
く
、
駒
根
山
と
な
っ
て
い
る
。

『
藤
原
温
泉
記
行
』
に
は
「
北
よ
り
西
へ
廻
り
、
丑
ヶ
岳
、
駒
根
山
、
大
烏
帽

子
山
、
小
烏
帽
子
山
云
云
」
と
あ
り
て
、
利
根
川
右
岸
の
山
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
孰



れ
に
し
て
も
今
日
と
な
っ
て
は
、
最
早





此
名
は
ど
の
山
に
充

て
ら
れ
た
も
の
か
、
少
し
も
知
る
こ
と
を
得
な
い
の
は
是
非
も
な
い
。

　
平
ヶ
岳
の
名
を
始
め
て
紹
介
し
た
も
の
は
、
地
質
調
査
所
発
行
の
二
十
万
分

一
日
光
図
幅
で
あ
る
。
こ
の
名
は
越
後
方
面
の
称
呼
で
あ
っ
て
、
藤
原
で
は
之



を
塗
桶
山
と
呼
ん
で
い
る
。
感
服
し
難
い
名
で
あ
る
が
、
実
物
を
見
る
と
一
面

に
於
て
そ
ん
な
感
じ
が
な
い
で
も
な
い
。
此
名
は
相
当
に
古
い
と
見
え
て
、

『
藤
原
温
泉
記
行
』
に
も
「
東
よ
り
北
へ
め
ぐ
り
て
は
、
手
小
屋
山
、
大
高
山
、

小
高
山
、
高
倉
山
、
平
鶴
山
、
火
打
峰
、
わ
れ
沢
山
、
み
な
笠
山
、
ぬ
り
桶
山
、

白
根
山
」
と
書
い
て
あ
る
。
わ
れ
沢
山
は
赤
倉
岳
と
異
名
同
山
で
あ
っ
て
、
三

角
点
の
西
に
源
を
発
し
て
い
る
の
が
赤
倉
沢
、
南
に
発
し
て
西
流
し
て
い
る
の

が
わ
れ
沢
で
あ
る
。
み
な
笠
山
は
水
長
沢
山
の
誤




で

、
白
根
山
は
白
峰
銀
山
即

ち
中
ノ
岳
の
異
名
で
あ
ろ
う
か
。
『
郡
村
誌
』
の
記
事
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

塗
桶
岳
　
高
一
里
三
十
町
、
村
ノ
北
方
ニ
ア
リ
。
東
方
ハ
戸
倉
村
尾
瀬
沼
ヲ
隔

29



テ
岩
代
国
火
打
ヶ
岳
ニ
対
峙
シ
、
北
方
刀
嶺
岳
ニ
連
リ
、
西
方
ノ
山
脈
ヲ
負
塞

ト
字
ス
、
利
根
川
ソ
ノ
地
中
ヲ
伏
流
ス
ル
コ
ト
一
里
余
。
東
北
岩
代
国
会
津
郡

忠
見
村
ニ
属
ス
。

記
載
が
正
確
で
な
い
か
ら
、
此
文
だ
け
で
は
平
ヶ
岳
と
同
一
の
山
で
あ
る
こ
と

を
知
る
に
苦
し
む
で
あ
ろ
う
。

　
平
ヶ
岳
の
頂
上
は
其
名
の
如
く
実
に
平
で
広
い
。
三
角
点
の
位
置
か
ら
は
東

南
の
眺
望
は
得
ら
れ
る
が
、
其
他
の
方
面
は
中
ノ
岳
や
駒
ヶ
岳
の
如
き
附
近
の

高
峰
す
ら
視
界
に
上
っ
て
来
な
い
程
茫
々
と
原
が
拡
っ
て
い
る
。
そ
し
て
三
角

点
の
東
か
ら
北
へ
か
け
て
は
主
と
し
て
二
十
尺
前
後
の
白
檜
の
森
林
で
あ
っ
て
、

西
か
ら
南
へ
か
け
て
は
岩
銀
杏
を
主
と
し
た
草
原
で
あ
る
。
森
林
に
は
下
生
え

に
偃
松
と
笹
と
ク
ロ
ウ
ス
ゴ
が
繁
っ
て
い
る
し
、
草
原
に
は
小
梅
慶
草
や
日
光

黄
菅
、
珍

車







が
散
生
し
て
い
る
外
、
一
団
を
な
し
た
偃
松
が
途
切
れ
途
切
れ

に
縁
辺
を
囲
ん
で
い
る
。
三
角
点
の
附
近
に
は
、
沢
山
の
小
さ
な
池
が
巧





に
按

配
さ
れ
て
、
自
然
の
庭
園
を
な
し
て
い
る
。
其
中
で
南
に
在
る
も
の
は
稍



大
き

く
、
水
も
飲
料
に
差
支
な
い
程
度
に
澄
ん
で
い
る
。
池
の
囲
り
に
は
小
岩
鏡
、

御
前
橘
、
石
楠
、
姫
石
楠
、
イ
ワ
ハ
ゼ
、
珍
車
、
岩
高
蘭








、
立

山

竜

胆

、
蔓
苔






桃


、
麒
麟
草
、
猩
々
袴
、
鷺
菅
な
ど
が
あ
り
、
殊
に
毛
氈
苔
と
白
山
小
桜
が
美

し
い
。
此
辺
は
一
体
に
水
苔
の
床
で
あ
る
ら
し
く
、
二
尺
近
く
掘
っ
て
も
土
は

出
な
か
っ
た
。
大
き
な
池
か
ら
南
に
下
る
と
三
日
月
形
の
大
残
雪
が
あ
る
。
そ

こ
だ
け
は
花
崗
岩
の
※
爛






し
た
砂
地
で
、
雪
消
の
跡
に
も
草
は
生
え
な
い
。
そ

れ
か
ら
南
へ
暫
く
の
間
は
、
尾
根
も
広
く
草
地
続
き
で
、
白
山
小
桜
と
毛
氈
苔

に
取
り
巻
れ
た
小
池
が
至
る
所
に
存
す
る
。
中
に
は
浮
島
が
あ
っ
て
、
知
ら
ず

に
飛
び
乗
っ
た
拍
子
に
す
う
い
と
動
き
出
し
て
人
を
驚
か
し
た
こ
と
な
ど
も
あ

っ
た
。

　
平
ヶ
岳
は
高
頭
君
に
依
り
て
記
文
や
写
真
が
発
表
さ
れ
て
以
来
、
登
山
者
の

注
目
す
る
所
と
な
り
、
大
正
九
年
に
は
私
達
の
外
に
宮
川
君
が
登
山
さ
れ
て
い

る
。
同
君
は
七
月
二
十
日
に
銀
山
平
の
清
水
を
立
っ
て
、
其
日
は
中
ノ
岐
川
と

西
ノ
沢
と
の
合
流
点
附
近
に
野
営
し
、
翌
二
十
一
日
午
前
六
時
に
出
発
、
中
ノ

岐
川
を
遡
り
、
午
後
三
時
に
は
三
角
点
に
到
着
し
た
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
此
登

路
は
案
外
楽
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
又



昨
十
一
年
に
は
一
高
旅
行
部
の
浜

田
君
の
一
行
が
藤
原
か
ら
水
長
沢
を
遡
っ
て
之
に
登
ら
れ
た
。
此
路
は
水
長
沢

が
悪

る
い
谷
で
、
一
日
に
登
り
詰
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
或
は
高
頭
君

の
登
ら
れ
た
白
沢
口
よ
り
も
困
難
が
多
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
で
此
山
の
主

要
な
る
登
路
は
略



探
り
尽
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
尤
も
二
岐
沢
か
ら
も
登
れ
る

そ
う
で
あ
る
が
、
未
だ
登
山
し
た
人
を
聞
か
な
い
。
そ
し
て
高
頭
君
の
外
は
皆

尾
根
を
南
走
し
て
尾
瀬
ヶ
原
へ
出
て
い
る
。
私
達
は
午
前
十
一
時
過
に
平
ヶ
岳

の
頂
上
を
出
発
し
た
の
で
、
其
の
日
の
中



に
尾
瀬
ヶ
原
ま
で
出
ら
れ
な
か
っ
た
。

若

し
出
発
が
午
前
六
時
頃
で
あ
る
な
ら
ば
、
優
に
原
ま
で
辿
り
着
け
る
で
あ
ろ

う
。

白
沢
山

　
平
ヶ
岳
か
ら
南
に
延
び
た
尾
根
上
の
一
隆
起
で
あ
る
が
、
取
り
立
て
て
言
う

可

き
程
の
峰
で
は
な
い
。
尾
根
は
白
檜
の
森
林
が
時
折
東
か
ら
も
西
か
ら
も
延

び
上
っ
て
、
中
央
の
部
分
で
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
も
あ
れ
ど
、
概
し
て
東
側

に
草
地
が
続
い
て
、
尾
根
上
の
平
な
所
に
は
多
く
は
小
池
が
存
在
す
る
。
歩
行

も
至





て
楽
で
あ
る
。
白
沢
山
の
登
り
に
懸
る
あ
た
り
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
陣
竹
や
矮

少
な
木
本
の
藪
が
始
ま
る
け
れ
ど
も
、
僅





ば
か
り
の
登
り
で
あ
る
か
ら
直
に
三

角
点
に
達
す
る
。
平
ヶ
岳
か
ら
一
時
間
余
り
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
櫓
も
ま
だ
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伐
り
倒
さ
れ
ず
に
残
っ
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
暫
く
藪
を
押
分
け
て
下
っ
て
行
く

と
、
次
第
に
木
立
が
深
く
な
っ
て
、
林
の
中
に
と
り
籠
め
ら
れ
る
。
二
、
三
丈

も
あ
る
独
立
の
大
岩
が
斜
面
に
突
立
っ
て
い
る
の
は
珍
し
い
と
思
っ
た
。
小
高

い
瘤
を
踰

え
て
池
の
あ
る
鞍
部
に
下
り
着
く
。
稍



急
な
上
り
が
始
ま
る
。
主
と

し
て
丈
余
の
陣
竹
が
密
生
し
た
中
を
登
る
の
で
、
剣
ヶ
倉
の
登
り
と
は
ま
た
変

っ
た
苦
し
さ
を
味
っ
た
。
此



附
近
は
大
白
檜








の
大
木
が
少





く
な
い
。
白
沢
山
か

ら
二
時
間
余
を
費
し
て
大
白
沢
山
と
の
鞍
部
に
近
き
峰
の
突
端
に
達
し
た
。
渡

辺
氏
の
一
行
が
水
長
沢
を
遡
っ
て
終



に
上
越
の
国
境
山
脈
に
登
っ
た
と
い
う
の

も
、
丁
度
こ
の
あ
た
り
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
大
白
沢
山
の
北
に
在
る

草
原
も
池
も
目
の
下
に
瞰

ら
れ
た
。

『
郡
村
誌
』
に
拠

る
と
笹
分
峰
と
い
う
の
が
此
附
近
に
あ
る
可
き
筈
で
あ
る
。

笹
分
ノ
峰
　
高
一
里
八
町
、
村
ノ
北
方
ニ
ア
リ
。
山
脈
西
南
方
ニ
延
ク
モ
ノ
ヲ

水
長
沢
ノ
尾
根
ト
シ
、
西
方
ニ
走
ル
モ
ノ
剣
ヶ
倉
峰
ト
ナ
リ
、
利
根
川
東
岸
ニ

至
ル
。
北
ハ
塗
桶
岳
ニ
連
リ
、
東
方
戸
倉
村
尾
瀬
沼
ニ
至
ル
。
南
方
大
倉
岳
ニ

亘
ル
。

一
読
し
た
所
で
は
恰





も
平
ヶ
岳
に
相
当
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
え
る
。
さ
れ

ど
も
平
ヶ
岳
の
塗
桶
山
で
あ
る
こ
と
は
動
か
し
得
な
い
事
実
で
あ
る
か
ら
、
他

に
此
の
山
に
相
当
す
る
者
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
処





が
此
記
事
に
あ
て

は
ま
る
よ
う
な
誂
向
き
の
山
は
な
い
。
『
郡
村
誌
』
の
記
事
は
前
に
も
申
し
た

よ
う
に
山
に
就
て
は
多
く
信
じ
難
い
。
私
の
考




で

は
此
山
は
ス
ス
ケ
峰
の
こ
と

で
は
な
い
か
と
思
う
。
ス
ス
ケ
は
サ
サ
ワ
ケ
の
転
訛
で
あ
ろ
う
か
。
或
は
元
か

ら
ス
ス
ケ
峰
（
篶



ケ
峰
）
と
唱
え
て
い
る
の
を
殊
更
に
笹
分
と
漢
字
を
充

て
た

も
の
か
も
知
れ
ぬ
。
又



『
郡
村
誌
』
の
所
謂






中
手
山
は
、
ス
ス
ケ
峰
か
ら
赤
倉

岳
に
連
り
、
其

処

か
ら
西
南
に
延
び
て
利
根
川
と
楢
俣
川
と
を
分
つ
支
山
脈
の

総
称
で
あ
る
ら
し
い
。

　
予
定
で
は
こ
れ
か
ら
大
白
沢
山
を
経
て
景
鶴
山
に
登
り
、
然



る
後
尾
瀬
ヶ
原

に
下
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
山
頂
ま
で
白
檜
の
森
林
に
掩





れ
た
藪
の
深
い
様
子

を
眺
め
て
は
、
到
底
縦
走
を
続
け
る
勇
気
も
な
く
、
近
い
大
白
沢
山
も
ス
ス
ケ

峰
も
一
瞥
を
与
え
た
の
み
で
、
鞍
部
か
ら
猫
又
川
へ
下
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
猫
又
川
に
は
上
流
に
三
、
四
の
瀑
布
が
あ
る
。
地
図
を
見
る
と
大
白
沢
山
の

三
角
点
の
東
南
方
に
長
い
懸
崖
の
符
号
が
記
入
し
て
あ
る
。
あ
の
懸
崖
は
地
図

に
あ
ら
わ
さ
れ
た
る
如
く
千
七
百
二
十
米
の
等
高
線
の
あ
た
り
で
終
っ
て
い
る

訳
で
は
な
い
、
実
際
は
其
儘






下
に
延
び
て
猫
又
川
を
横
断
し
て
か
ら
、
方
向
を

転
じ
て
ス
ス
ケ
峰
の
北
方
に
向
っ
て
続
い
て
い
る
ら
し
い
。
第
一
瀑
は
其
懸
崖

に
懸
っ
て
い
る
の
で
、
高
さ
は
四
丈
を
超
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
其
西
に
あ
る

小
沢
も
同
じ
崖
を
落
下
し
て
細
長
い
瀑
を
な
し
て
い
る
。
此
瀑
は
左
岸
を
下
れ

ば
よ
い
。
人
夫
の
話
で
は
、
此
懸
崖
の
下
の
小
沢
に
沿
う
て
大
白
沢
山
へ
登
れ

る
そ
う
で
あ
る
。
瀑
か
ら
五
、
六
町
も
下
っ
た
所
で
、
約
一
町
許







の
間
沢
は
伏

流
と
な
っ
て
い
る
。
四
、
五
十
分
も
下
る
と
又
瀑
が
あ
っ
て
、
上
の
も
の
は
三

丈
余
り
下
の
も
の
は
二
丈
余
り
、
両
瀑
の
間
二
十
間
程
急
湍
を
な
し
て
い
る
。

右
岸
の
崖
の
上
を
高
廻
り
す
る
の
で
、
通
過
に
十
五
、
六
分
を
要
し
た
。
又
一

町
も
下
っ
た
ろ
う
と
思
う
頃
三
丈
近
い
瀑
が
あ
り
、
夫



が
一
曲
し
て
又
五
、
六

丈
許
の
滝
と
な
り
、
岩
面
を
瀉
下





し
て
い
る
さ
ま
が
美
事
で
あ
る
。
左
岸
を
辿

れ
ば
難
な
く
滝
の
下
へ
出
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら
は
河
床
も
平
に
な
っ
て
、
一
時

間
許
り
で
水
と
共
に
尾
瀬
ヶ
原
の
一
端
に
吐
き
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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至
仏
山
（
岳
倉
山
）

　
至
仏
山
は
利
根
水
源
地
に
於
け
る
最
高
の
山
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
境
上
の

諸
山
を
除
け
ば
、
東
小
川
の
笠
ヶ
岳
と
共
に
二
千
二
百
米
を
超
え
た
上
州
最
高

の
山
で
あ
る
。
至
仏
と
い
う
名
は
戸
倉
の
称
呼
で
あ
る
が
、
檜
枝
岐
で
も
同
名

で
あ
る
。
或
は
会
津
方
面
の
称
呼
が
基
に
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
藤
原
方

面
で
は
タ
ケ
ク
ラ
と
呼
ん
で
い
る
。
『
郡
村
誌
』
は
之



を
日
崎
山
と
同
一
な
り

と
し
、

日
崎
岳
　
大
高
岳
、
岳
ヶ
倉
、
至
仏
山
ト
モ
云
。
高
一
里
、
村
ノ
北
方
ニ
ア
リ
。

東
北
戸
倉
村
字
尾
瀬
ニ
属
ス
。
南
方
小
高
岳
北
方
笹
分
峰
塗
桶
岳
ニ
連
ル
。
東

方
猫
川
ノ
源
ヲ
出
シ
、
西
方
狩
小
屋
沢
日
崎
川
沢
種
沢
等
ノ
数
渓
ヲ
出
シ
、
山

脚
西
方
中
手
山
ニ
連
リ
テ
、
南
方
ニ
旋
テ
上
ノ
原
ニ
至
ル
。

と
い
う
て
い
る
。
至
仏
山
の
範
囲
を
北
は
ス
ス
ケ
峰
か
ら
南
は
武
尊
山
迄
も
包

含
す
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
、
此



記
事
を
満
足
に
説
明
す
る
に
足
り
な
い
。
明






に
混
同
と
誤
謬
と
に
満
ち
た
記
事
で
あ
る
。
人
夫
も
之
を
日
崎
と
は
呼
ば
な
か

っ
た
。
日
崎
山
は
矢
張





五
万
の
図
に
記
名
し
て
あ
る
も
の
を
夫



と
認
め
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
又



此
文
に
依
り
て
笹
分
峰
の
ス
ス
ケ
峰
な
る
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
。

『
藤
原
温
泉
記
行
』
に
高
倉
山
と
あ
る
も
の
は
、
大
方
こ
の
タ
ケ
ク
ラ
を
間
違

え
た
誤




で

あ
ろ
う
と
思
う
。
ク
ラ
は
上
州
殊
に
山
地
の
方
言
で
巌
又
は
岩
壁
を

意
味
し
て
い
る
。
タ
ケ
は
壮





な
る
貌
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
至
仏
山
の
西
面
は

巌
や
岩
壁
が
露
出
し
て
い
る
か
ら
、
藤
原
で
之
を
タ
ケ
ク
ラ
と
呼
ぶ
の
は
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。
私
は
通
俗
的
に
岳
倉
の
二
字
を
充

て
た
。
そ
れ
が
偶
然
に
も

『
郡
村
誌
』
と
一
致
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
書
い
て
ふ
と
或
考






が
浮
ん
だ
。
海
岸
に
日
崎
と
い
う
地
名
が
あ
る
。

多
く
は
東
に
面
し
て
日
の
出
る
方
に
当
っ
て
い
る
。
至
仏
山
は
藤
原
の
東
北
東

に
在
っ
て
、
其



方
面
の
最
高
峰
で
あ
る
か
ら
、
旭
の
光
は
真
先
に
此
峰
頭
を
照

し
、
日
も
亦



此
山
か
ら
出
る
（
広
い
意
味
で
）
。
そ
れ
で
日
崎
の
名
を
得
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
け
れ
ど
も
其
名
は
次
第
に
廃
れ
て
今
は
北
の
山
腹
か
ら
発

源
す
る
沢
の
名
と
し
て
残
る
の
み
で
、
山
貌
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
タ
ケ
ク
ラ
の

方
が
広
く
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
見
れ
ば
見
ら
れ
ぬ
こ
と
は
な
い
。
若

し

沢
の
名
が
初
か
ら
日
崎
で
そ
れ
を
山
名
に
冠
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
『
郡
村
誌
』

に
は
賛
成
し
難
い
。
ど
の
道
今
日
と
な
っ
て
は
、
地
図
の
日
崎
山
は
動
か
な
い

所
で
あ
ろ
う
。

　
至
仏
山
に
登
っ
て
其
記
文
を
発
表
し
た
最
初
の
人
は
恐
ら
く
沼
井
君
で
あ
ろ

う
と
思
う
。
同
君
は
大
正
三
年
八
月
に
御
山





沢
（
頂
上
直
下
か
ら
東
微
南
を
指

し
て
川
上
川
に
合
流
す
る
も
の
）
の
北
に
あ
る
小
沢
か
ら
標
高
線
の
数
字
が
記

入
し
て
あ
る
尾
根
に
取
り
付
い
て
、
其

儘

頂
上
へ
驀
進
し
た
ら
し
い
。
三
時
間

を
費
し
た
そ
う
で
あ
る
（
『
山
岳
』
第
十
一
年
第
二
号
所
収
「
尾
瀬
の
事
ど
も

附
至
仏
山
」
参
照
）
。
宮
川
君
は
私
達
よ
り
五
日
前
に
沼
井
君
の
登
っ
た
尾
根

の
北
に
発
す
る
小
沢
か
ら
同
じ
尾
根
を
辿
っ
て
、
二
時
間
で
登
山
さ
れ
た
。
こ

れ
は
荷
物
の
な
い
こ
と
が
時
間
を
要
し
な
か
っ
た
一
つ
の
原
因
で
あ
っ
た
か
も

知
れ
ぬ
。
私
達
は
三
角
点
の
北
方
か
ら
発
源
し
て
猫
又
川
に
注
ぐ
貉





沢
と
い
う

の
を
登
っ
た
が
、
三
時
間
を
費
し
た
。
然



し
此
沢
の
登
り
は
楽
で
あ
る
か
ら
、

猫
又
川
を
下
っ
て
来
た
人
は
勿
論
、
尾
瀬
方
面
か
ら
も
此
沢
を
上
下
す
る
の
が

便
利
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

●
朝
の
燧
岳
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貉
沢
は
地
図
に
水
の
符
号
が
入
れ
て
な
い
が
、
千
八
百
米
附
近
ま
で
は
確





に

水
が
あ
る
、
下
流
の
方
で
は
岩
魚
が
泳
い
で
い
る
の
を
見
た
。
朱
泥
を
な
す
り

付
け
た
よ
う
な
赤
赭
色
の
岩
塊
は
、
少
し
も
滑
る
憂
が
な
い
の
で
非
常
に
歩
き

よ
い
。
斯
様





な
色
の
岩
は
今
迄
見
た
こ
と
が
な
い
、
橄
欖






岩
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
岩
の
色
か
ら
貉
沢
に
渋
ッ
沢
の
一
名
が
あ
り
、
山
名
の
至
仏
は
そ
れ
か
ら

導
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
の
事
で
あ
る
。
千
七
百
米
附
近
で
休
ん
だ
時
、
試

に
近
傍
の
植
物
を
数
え
て
見
た
。
丸
葉
下
野









、
黒
檜
、
偃
栢
心









、
偃
松
、
米

栂
、
七
竈
、
米
躑
躅
、
石
楠
、
イ
ヌ
ツ
ゲ
（
？
）
、
目

木

（
？
）
、
笹
な
ど
の

外
に
、
虎
杖






、
小
梅
慶
草
、
紅

葉

升

麻

、
其
他
三
五
の
名
を
知
ら
ぬ
草
が
あ
っ

た
。
黒
檜
と
米
栂
は
非
常
に
多
く
、
灌
木
状
を
な
し
て
叢
生
し
て
い
る
か
ら
、

此
藪
を
通
過
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
間
も
な
く
小
さ
な
瀑
の
上
で
沢
が
二
分

す
る
。
右
に
沿
う
て
何
処
ま
で
も
登
っ
て
行
き
、
頂
上
近
く
な
っ
て
左
に
折
れ

て
登
れ
ば
、
少
し
の
藪
で
済
む
。
夫
を
左
の
沢
に
入
っ
た
為
に
、
一

町

許

り
で

水
が
尽
き
て
山
ひ
ら
を
登
る
よ
う
に
な
り
、
黒
檜
と
米
栂
の
中
で
一
し
き
り
苦

し
ん
だ
後
、
漸
く
左
手
の
尾
根
の
岩
多
き
草
地
へ
出
て
、
南
へ
巻
く
よ
う
に
し

て
登
っ
た
。
千
八
百
米
附
近
か
ら
伊
吹
麝
香
草











、
深
山
茴
香










、
大
葉
黄
菫









、
高

根
薔
薇









、
姫
石
楠
、
四
葉
塩
竈









、
高
根
撫
子
、
深
山
沙
参









、
白
根
人
参
、
真
柏

な
ど
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
目
に
入
る
、
立
派
な
お
花
畑
で
あ
る
。
二
千
百
米
の
附
近

で
は
深
山
薄
雪
草











、
苔
桃
、
粘
り
芒
蘭






、
梅
鉢
草
、
珍
車
、
虫
取
菫
な
ど
が
新





に
加
っ
た
。
此
外
に
幾
つ
か
名
を
知
ら
な
い
植
物
も
あ
っ
て
共
に
採
集
し
た
の

で
あ
る
が
、
砂
糖
の
空
缶
に
入
れ
た
ま
ま
、
密
閉
し
て
あ
る
か
ら
安
心
だ
と
思

い
、
帰
京
後
も
手
を
付
ず
に
置
て
、
四
、
五
日
過
ぎ
て
少
閑
を
得
た
の
で
開
け

て
見
る
と
、
残
ら
ず
腐
っ
て
い
た
の
で
、
武
田
君
に
鑑
定
を
願
っ
た
り
お
土
産

に
し
た
り
し
よ
う
と
思
っ
た
の
が
徒
労
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
。
兎

も
角



高
山
植

物
の
種
類
に
富
む
こ
と
は
、
確
に
平
ヶ
岳
以
上
で
あ
る
と
思
う
。

　
頂
上
は
磊
※





た
る
嶄
岩






の
堆
積
で
あ
っ
て
、
南
北
の
二
隆
起
に
分
れ
、
肉
眼

で
は
孰



れ
が
高
い
か
判
じ
か
ね
る
が
、
三
角
点
は
北
の
隆
起
に
置
か
れ
、
其
附

近
の
み
僅



か
に
一
勺





の
平
地
を
存
し
て
い
る
。
真
柏
と
偃
松
と
が
岩
か
ら
岩
へ

と
深
緑
の
枝
を
伸
し
て
匐
い
蔓
っ
て
い
る
。
真
柏
は
殊
に
多
い
。
其
間
に
交
っ

て
高
根
薔
薇
の
艶
麗
な
花
が
紅
一
点
と
言
い
た
い
が
、
実
は
紅
千
点
と
も
い
う

可

き
程
に
咲
き
誇
っ
て
い
た
の
は
、
白
馬
岳
北
方
の
雪
倉
岳
以
外
に
は
曾
て
見

た
こ
と
の
な
い
光
景
で
あ
っ
た
。

　
藤
原
方
面
か
ら
此
山
へ
登
る
に
は
、
楢
俣
の
路
を
遡
っ
て
狩
小
屋
沢
か
ら
登

る
の
が
捷
径
で
あ
る
。
山
の
西
側
は
急
峻
で
露
岩
も
多
い
と
は
い
え
、
地
図
に

示
さ
れ
た
よ
う
に
一
列
の
屏
風
岩
で
は
な
い
。
何
処
ま
で
も
沢
を
上
れ
ば
よ
い

の
で
あ
る
。
其
他
に
は
尾
瀬
へ
出
て
登
る
外
適
当
な
登
路
は
な
い
。

大
高
、
小
高
（
大
笠
、
小
笠
）

　
大
高
は
測
量
部
の
輯
製
二
十
万
や
其



他
に
笠
科






山

又

は
笠
品
山
と
し
て
記
載

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
其
東
に
発
源
す
る
川
は
即
ち
笠
科
川
で
あ
っ
て
、
今
で

は
笠
科
川
と
片
品






川
と
を
別
物
と
し
て
い
る
が
、
片
品
は
笠
科
の
転
訛
で
あ
る

と
は
、
多
く
の
学
者
の
説
く
所
で
あ
る
。
従
っ
て
之



を
笠
と
名
付
け
た
の
は
戸

倉
方
面
で
あ
る
こ
と
も
分
る
。
藤
原
で
は
之
を
大
高
と
呼
び
、
其
北
に
あ
る
千

九
百
八
十
米
の
圏
を
有
す
る
小
尖
峰
を
小
高
と
呼
ん
で
い
る
。
或
は
大
笠
小
笠

と
唱
え
る
こ
と
も
あ
る
。
『
郡
村
誌
』
に
は
、

大
笠
岳
　
大
高
山
ト
モ
云
。
高
三
拾
四
町
、
村
ノ
東
北
隅
ニ
ア
リ
。
東
方
戸
倉

村
ニ
属
シ
、
東
方
笠
科
川
ノ
源
ヲ
出
ス
。
西
方
小
楢
俣
川
ヲ
出
ス
。
山
脈
北
方
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小
高
岳
、
南
方
穂
高
見
岳
ニ
連
ル
。

小
高
ノ
岳
　
高
三
拾
三
町
、
村
ノ
東
北
隅
ニ
ア
リ
。
南
ハ
大
笠
山
保
高
山
ニ
連

リ
、
西
ハ
坐
々
良
ノ
峰
ニ
連
ル
。
西
方
塀
弦
沢
ヲ
出
ス
。

　
略



正
鵠






を
得
て
い
る
が
不
統
一
を
免
れ
な
い
。

　
此



山
に
関
す
る
記
行
文
の
類
は
、
ま
だ
登
っ
た
人
も
な
い
の
か
発
表
さ
れ
た

も
の
を
見
な
い
。
私
達
は
日
数
を
制
限
さ
れ
た
の
で
、
小
高
の
手
前
ま
で
行
き

な
が
ら
、
そ
れ
を
登
ら
ず
に
横
を
搦



ん
で
、
小
楢
俣
に
出
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

尾
根
を
一
つ
間
違
え
て
ヘ
エ
ヅ
ル
沢
に
入
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
の
横
を
搦

む
際
に
は
密
生
し
た
一
丈
か
一
丈
二
、
三
尺
に
生
長
し
た
黒
檜
の
純
林
中
を
進

む
の
で
、
非
常
な
る
困
難
と
闘
い
、
ヘ
エ
ヅ
ル
沢
で
は
連
続
し
た
瀑
布
の
通
過

に
多
大
の
苦
心
を
要
し
た
。
結
局
小
高
大
高
を
踰

え
て
小
楢
俣
に
下
っ
た
方
が
、

山
へ
も
登
れ
る
し
行
程
も
反





て
捗
取





っ
た
に
相
違
な
か
っ
た
と
後
悔
し
た
程
で

あ
る
。

　
至
仏
山
の
頂
上
か
ら
其
南
に
あ
る
二
千
百
米
の
峰
迄
は
岩
の
上
が
歩
け
る
の

で
、
偃
松
な
ど
は
あ
っ
て
も
苦
に
は
な
ら
な
い
。
夫



を
踰
え
る
と
右
側
か
ら
次

第
に
白
檜
の
疎
林
が
押
寄
せ
て
来
る
。
一
と
こ
ろ
草
地
に
池
が
あ
っ
て
毛
氈
苔

や
白
山
小
桜
が
咲
い
て
い
た
。
二
千
四
十
八
米
の
隆
起
か
ら
五
、
六
尺
の
高
さ

に
密
生
し
た
陣
竹
の
中
を
進
む
の
で
、
思
う
よ
う
に
足
が
運
べ
な
い
。
時
折
両

側
の
白
檜
の
林
に
蹈
み
込
ん
で
見
る
が
、
ま
だ
し
も
陣
竹
の
方
が
相
手
に
し
易

い
。
至
仏
の
頂
上
か
ら
二
時
間
半
を
費
し
て
、
小
高
の
北
の
鞍
部
に
辿
り
着
い

た
。
私
達
は
此

処

か
ら
西
に
白
檜
の
林
中
を
下
る
こ
と
十
五
、
六
分
で
水
の
あ

る
所
に
野
営
し
、
翌
日
は
其
日
の
中
に
柳
淀
へ
帰
ろ
う
と
し
て
、
一
向
距
離
の

点
に
の
み
拘
泥
し
た
の
で
、
終



に
大
高
へ
登
る
機
会
を
逸
し
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
恐
ら
く
此
鞍
部
か
ら
小
高
の
登
り
は
陣
竹
が
深
い
で
あ
ろ
う
。
頂
上
附

近
は
偃
松
ら
し
く
思
わ
れ
た
。
小
高
大
高
間
の
山
稜
も
陣
竹
と
白
檜
の
林
と
が

入
り
交
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
大
高
の
円
錐
状
を
な
し
た
斜
面
は
、
至
仏

山
の
と
同
じ
色
の
岩
の
堆
積
で
、
所
々
に
一
団
の
偃
松
か
真
柏
ら
し
い
も
の
が

生
え
て
い
る
。
此
岩
は
小
高
に
も
露
出
し
て
い
る
。
野
営
地
か
ら
多
く
も
三
時

間
を
費
さ
な
い
で
登
れ
た
も
の
を
、
今
と
な
っ
て
は
残
り
惜
し
い
。

　
大
高
へ
単
独
に
登
る
も
の
と
す
れ
ば
、
ど
う
い
う
路
を
取
る
の
が
得
策
で
あ

ろ
う
か
。
尾
根
通
は
ど
れ
も
藪
が
ひ
ど
い
か
ら
到
底
其
煩
に
堪
え
な
い
。
寧
ろ

沢
を
上
る
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
若

し
戸
倉
を
出
発
点
と
す
れ
ば
笠
科
川
を
遡

行
す
る
外
手
段
は
な
い
。
藤
原
な
ら
ば
湯
之
小
屋
か
ら
木
之
根
川
に
沿
う
て
支

流
砥
沢
に
入
り
、
途
中
よ
り
百

米

許

の
峠
を
乗
り
越
し
、
千
之
洞







の
上
流
に
出

て
之
を
登
り
詰
る
か
、
或
は
小
楢
俣
を
真
直






に
登
り
詰
る
か
、
二
の
道
が
あ
る
。

判
然
し
た
こ
と
は
い
え
ぬ
が
後
者
の
方
が
困
難
の
度
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
此
山
は
東
京
市
内
の
赤
羽
台
か
ら
冬
季
の
快
晴
の
日
に
は
、
武
尊
山
の
東
に

当
っ
て
白
雪
を
戴
い
た
秀
麗
な
笠
状
の
山
容
を
遠
望
す
る
こ
と
を
得
る
の
で
、

何
と
な
く
懐
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
清
水
峠
以
西
で
は
上
越
の
国
境
山
脈
中

に
も
、
仙
倉
山
や
白
砂
山
の
よ
う
に
東
京
市
中
の
高
所
か
ら
望
ま
れ
る
山
も
あ

る
が
、
利
根
川
水
源
地
で
は
武
尊
山
を
除
い
て
此
山
と
至
仏
山
の
み
が
辛
う
じ

て
市
中
か
ら
望
見
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

　
利
根
川
水
源
地
の
山
で
当
然
記
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
、
以
上
列

記
し
た
外
尚



お
多
く
残
っ
て
い
る
。
又
大
高
よ
り
南
方
大
ダ
ル
ミ
を
経
て
武
尊

山
に
至
る
部
分
も
、
こ
こ
に
漏
す
可

き
筈
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
武
尊
山
に

就
て
は
既
に
『
山
岳
』
第
十
四
年
第
一
号
に
日
高
君
の
記
文
が
あ
り
、
十
六
年

三
号
に
は
武
田
君
が
藤
原
か
ら
の
登
路
に
関
し
て
陳

べ
ら
れ
て
い
る
。
其
他
の

諸
山
は
ま
だ
一
も
私
は
登
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
余
り
実
際
の
用
を
な
さ
な
い
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『
郡
村
誌
』
の
記
事
を
掲
げ
て
臆
説
を
附
記
す
る
こ
と
な
ど
は
止
め
、
こ
こ
に

本
篇
の
筆
を
擱

く
こ
と
に
す
る
。
唯



私
は
上
越
鉄
道
が
完
成
し
た
暁
は
言
う
迄

も
な
く
、
目
下
工
事
中
の
鉄
路
が
沼
田
、
後
閑





、
小
日
向
と
延
長
す
る
に
連
れ

て
、
今
日
の
秩
父
の
よ
う
に
必
定
此
地
方
に
入
り
込
む
登
山
者
が
増
加
す
る
も

の
と
信
じ
て
い
る
か
ら
、
若
し
此
文
が
其
等
の
人
に
幾
分
な
り
と
も
参
考
と
な

る
こ
と
あ
ら
ば
幸
で
あ
る
。
（
大
正
十
二
、
五
『
山
岳
』
）

〔
附
記
〕
清
水
峠
よ
り
牛
ヶ
岳
に
至
る
間
の
上
越
国
境
山
脈
に
於
け
る
諸
山
に

関
し
て
は
、
『
山
と
渓
谷
』
第
十
五
号
に
藤
田
喜
衛
君
の
「
登
川
奥
（
利
根
川

右
岸
）
各
ピ
ー
ク
と
沢
の
名
称
に
就
て
」
が
載
っ
て
い
る
。
実
地
を
探
究
さ
れ

た
有
益
な
記
事
で
あ
る
か
ら
参
照
し
て
戴
き
た
い
。
尚
お
同
号
所
載
大
町
周
一

郎
君
の
「
利
根
水
源
溯
行
記
」
も
利
根
水
源
探
検
の
記
行
中
最
も
優
れ
た
も
の

で
あ
る
と
推
薦
す
る
。
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